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放課後は無敵ですが、何か？


仙士の夏は、危急存亡









秋水








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　イキナリ事態は頂上決戦!?







　少女は夢を見ていた。


　それは、とても荒こう唐とう無む稽けいな夢だった。


　きっとクラスメイトに話したら「なにそれ！　夢見る乙女おとめモード!?　似合わない～!!」と言われて大だい爆ばく笑しようされてしまうだろう。


　そんな古典的でロマンチックでファンタジックな、不思議な夢──。


　そう、それは〝白馬の王子様〟の登場する夢だった。


　丘おかの上に立つ純白の白馬に跨またがるその〝王子様〟は、少女に向かって微笑ほほえみかける。


　その表情は逆光によって判別がつかない。


　ただ彼はやさしく逞たくましい腕うでを伸のばし、少女を馬上へとエスコートしようとするのだ。


　少女は顔を赤らめ、戸と惑まどいつつ静かに彼の手をとる。


　ドキドキと胸が高鳴っていた。触ふれ合った手が想像以上に温かく、力強かったからだ。


「ここは危険だ。さぁ、帰ろう」


〝王子様〟が少女に話しかける。やさしい口調。


　少女はこれが夢であることに気づいていた。気づいたからこそ、強く思った。


　あと少し──あと少しだけ、覚めないで──。


　そのとき、不意に〝王子様〟が、少女の手を離はなし、馬首を返した。


　少女は「あっ！」と小さく驚おどろきと失望の声を漏もらす。


「あの、せめて、お名前を──」


　去っていく彼の後ろ姿に、少女は必死に呼びかけた。


　彼女の切なる問いかけに〝王子様〟は小さく振ふり返る。


　そして微笑んで答えた。


「僕の名は────」





　　＊　＊　＊





　その瞬しゆん間かん、火ひ野の宮みや寿乃ジユノ──ジュノの目がパチリと見開かれた。


　最初に目に入ったのは天てん井じようだった。


　見知らぬ天井──白い壁かべ紙がみの天井には、小さなシャンデリアがぶら下がっている。


「ん……んん……」


　ジュノはゆっくりと上体を起こす。その拍ひよう子しに小さく口からうめき声が漏れた。


「つ……」


　ズキンと後頭部に鈍どん痛つうが走った。思わず眉まゆをひそめ、痛みの走る部分を押さえる。後頭部には、小さく瘤こぶができている感かん触しよくがあった。


　その痛みの元を知った瞬間、朦もう朧ろうとしていたジュノの記き憶おくが一気に呼び覚まされた。


　そう、彼女は殴なぐられたのだ。殴られて意識を失っていたのだ。


　ジュノは改めて、ブラックアウトし途と切ぎれるまでの記憶を順序立てて思い出す。


　確か──確か、自分は逃にげていた。


　追っ手の正体は分からない、黒い貫かん頭とう衣いを着た怪あやしげな集団だ。


　いや──集団の名前は確か〝龍りゆう神じん会かい〟という宗教団体の信者たちだ。


　一いつ緒しよに逃げていた学生寮りようの友人、法ほう眼げん小こ夜よ祇ぎ──ヨギがそう言っていた。


　では何故なぜ、自分は〝龍神会〟の連中から逃げていたのか？


　そうだ。自分は単身〝龍神会〟の施し設せつに潜せん入にゆうを試みたのだ。


　考えてみればずいぶんと大だい胆たんなことをしたものだ。ジュノはごく普ふ通つうの女子高生。別に００７のような凄すご腕うでのスパイでもなければ、ルパン三世のような大おお泥どろ棒ぼうでもない。


　まったく……無む謀ぼうにも程がある。


　ジュノは自らの行こう為いの浅はかさに、ちょっとだけ自じ嘲ちよう気味に笑った。


　しかし、ともかく彼女はその決死の潜入捜そう査さによって、ある事実を知ったのだ。


　その事実は、施設の最さい奥おうの部屋に隠かくされていた。


　立ち並ぶベッド、そのベッドに眠ねむる昏こん睡すい状態の男たち。


　その男の顔は──。


　ガタン、と突とつ然ぜん、耳元で派手な音がして、ジュノの体がビクンと驚きに跳はねた。


　その音は、ベッドサイドに置いてある小さなシェード・ランプが床ゆかに落ちた音だった。


「ここは……？」


　その音でしばしの記憶の旅から呼び戻もどされたジュノは、反射的に辺りを見回す。


　そこは広い部屋だった。彼女はキングサイズのベッドに横になっていたのだ。


「ちょっ──！」


　自分が寝ねていたのがベッドだと気づいた瞬間、ジュノは慌あわてて自分の体を確かく認にんした。


　……着衣の乱れはない。身につけているジャージも、スカートも、下着も。


　ホッとしたのも束つかの間、ジュノの胸に、激しい疑問が渦うず巻まく。


「ここは、どこ……？」
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　答えの出ることのない自問をしつつ、ジュノはベッドから降りて立ちあがる。


　毛足の長い絨じゆう毯たんに、ジュノの足がやわらかく埋うまった。


　ジョージアンスタイルのアンティーク調度品。座り心地ごこちのよさそうなファブリック・ソファ──窓がないことを除けば、そこはまるでホテルのスイートルームを思わせるような豪ごう華かな空間だった。間ま違ちがっても捕ほ虜りよを監かん禁きんする独どく房ぼうには見えない。


「──？」


　ふと、ジュノはソファの近くにあるローテーブルに置かれたあるものに気づいた。


　それは一枚のカードだった。名めい刺しのような一枚のカード。


　ジュノはそれを手に取り、しげしげと見つめる。


「これは──！」


　カードには、ジュノの見たことのある図案が描えがかれていた。


　絡からまりうねった龍の紋もん章しよう──。


　それは間違いない。宗教団体〝龍神会〟のマーク。そして、この世界ではないもう一つの世界では〝ル神しん教きよう〟と呼ばれる宗教のシンボルマークだった。


「やっぱり、ここも〝教団〟の施設なの──？」


　そう呟つぶやいた瞬間、不意に背後に物音がした。


「お目覚め──？」


「!?」


　ジュノが声の方向に振り向いたとき、ガチャリと音を立てて、部屋の扉とびらが開け放たれた。





　　＊　＊　＊





　大地が鳴動していた。


　それが地じ震しんや落らく雷らいなどではなく、数万人の人間たちによる叫さけび声であることは、その場に居合わせていない者には決して信じられないだろう。


　馬上で陣じん頭とう指揮を執とっていた少年は、腹の底から湧わき出る焦しよう燥そうと昂こう揚よう感に、武む者しや震ぶるいが止まらなかった。


「ついに始まっちまったか！」


　少年がゴクリと唾つばを飲み、眼前に波は濤とうのように押し寄せる二万数千の大軍勢を見て呟く。


　少年はまさに、両軍の雌し雄ゆうを決する会戦の渦か中ちゆうにいた。


　少年の名は碧みどり川かわ咲さく太た郎ろう──通つう称しようサク。現実世界では都内の学校に通う、ごく普通の高校生だ。しかし今、彼は汚よごれた外套マントと鎧よろいに身を包み、大きな黒くろ鹿か毛げの軍馬に跨っている。


　そう、ここは彼の住んでいる日常──現実世界リアルから乖かい離りされた別世界。


　世界オルン──この世界に住む者は、この地、この国をそう呼んでいる。


　サクは、とある理由により、この異世界であるオルンに召しよう喚かんされた戦士なのだ。


　理由はともあれ、彼の召喚された目的は一つ。


　それはこの戦いくさに勝つこと。


　このオルンは、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代。血で血を洗う乱世の渦中にあるのだ。


「サク！　身をかがめろ！　流れ矢に当たるぞ！」


　必死で馬の手た綱づなをとるサクの背後から、彼へと檄げきが飛ぶ。


「わァ～ってるよ！」


　サクはその忠告を忌いま々いましげな叫び声とともに吐はき出した。


　忠告の通り敵軍前衛が、雁がん行こうの陣じんで弓矢を一いつ斉せい掃そう射しやしたところだった。


　風を斬きり、無数の弓矢がサクたち騎き馬ば兵の間を飛び抜ぬけていく。


　背後で人の叫びと馬の嘶いななきが起こる。流れ矢に当たった仲間の兵たちの悲鳴だ。しかしサクに彼らを庇かばい、助ける余よ裕ゆうはない。


　今、まさにサクたちは敵軍──アヴァール軍の包ほう囲い網もうへと切りこもうとしていたのだ。


　パルミア東方、ティルク河下流に位置する大だい盆ぼん地ち帯、その名もタシュケルク。


　そこで睨にらみ合う二つの軍は、ついにその決戦の端たん緒しよを開いた。


　サクたちの率いる龍りゆう哭こく塞さい軍三百、パルミア解放軍及および諸しよ侯こう連合義勇軍約五千余。


　対する敵は、国境を侵しん犯ぱんした、宿敵隣りん国ごくアヴァール、一万五千。


　合計二万を超こえる兵士が、この地で雌雄を決すべく血で血を洗う戦いを開始したのだ。


　最初に動いたのは、パルミア軍だった。


　喚かん呼こ一声とともに、陣から飛び出す騎き兵へいの一団。


　それは過あやまたず、サクの率いる虎とらの子の龍哭塞軍三百の機動龍騎兵ドラグーン部隊だった。


「サク！　聞こえるか？」


　敵てき陣じんに切り込もうと軍馬を駆かるサクの腕に、女性の声で〝通信〟が入る。


「おうよ！〝幻王印ゲンノウイン〟感度良好！」


　サクは、壁かべのように立ち並ぶ眼前の敵軍から目を離さず、その〝通信〟の声に答えた。


「作戦を再確認する。前衛の弓兵の戦列を突とつ破ぱしたら、時計回りに迂う回かいしつつ敵右う翼よくの本ほん陣じんに切りこめ！　いいか、くれぐれも──」


「わかってるって！　深入りするな……だろ？　ユッキー！」


　女性の言葉を制し、サクがニヤリと不敵に笑う。サクは冷静だった。


　彼の返事に満足したらしく〝通信〟の声が、しばらく沈ちん黙もくする。


「……ユッキーと呼ぶのはやめろ！」


　そしてユッキーは、静かに、クールな口調でそう呟いた。


　声の主は、サクたちパルミア軍五千を指揮する総大将、巴ともえ雪ゆき子こことトモエだった。


　彼女もまた、サクと同じ現実世界リアルでは、ごく普通の高校生である。


　しかも彼らの通う逍しよう遥よう館かん高こう校こうの生徒会長であり、そのリーダーシップを買われ、今回のパルミア軍全軍の総司令官を任されている。


「まったく、人使いの荒あらい生徒会長だぜ！」


　そう叫び、馬上で上体を起こし、そして大きく深呼吸をする。


　眼前には敵軍の前衛、弓兵数千の戦列。


「はあああああああ……」


　大きく息を吐き、サクは目を閉じた。


　そして両手を手綱から離し、ゆっくりと目の前で交差させる。


「集まれ……光のパワーちゃんよ！」


　そう呟いた瞬間、にわかに彼の両手から碧色に輝かがやく光が巻き起こり、周囲に照射された。


　それは彼の指に嵌はめられた、十個の指輪の発光だった。


　光はまるで意思をもつかのように、サクの両の掌てのひらに丸い光の球を形成していく。


　その体勢のまま、サクの乗った馬は後続の機動龍騎兵ドラグーン百を従わせ、まるで鋭するどい楔くさびのように敵陣へと突つっ込んでいく。


　そして、敵と味方が衝しよう突とつする、その衝撃インパクト、まさにその瞬しゆん間かん──。


「龍仙具アトリビユート──錬光環レンコウカンンンンッ！」


　サクの叫びが戦場に轟とどろく。


　刹せつ那な、彼の両手に〝錬れん成せい〟された碧色の光が拡大した。


　まるで少年漫まん画がに出てくる必ひつ殺さつ技わざ──〝気功波〟のように、その光は圧あつ倒とう的な光量と質量を伴ともない、球形の光こう弾だんとなってサクの両手から解放される。


「どけや！　怪け我がすっぞッ!!」


　サクが叫び、気合いをこめて両手を前に突き出す。


　彼の手から解き放たれた光の弾たまが、前方に立ち塞ふさがる敵軍の一団に炸さく裂れつした。


　激しい悲鳴と混乱。そしてまるで飛ひ沫まつのように軽々と吹ふき飛ぶ兵士たち。


　魔ま法ほうか、新兵器か。まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。サクによる想像を超える攻こう撃げきにより、敵軍の戦列はたちどころに乱れ、整然と横一列陣じん形けいをとる弓兵の一角が脆もろくも崩くずれ去る。


「こ、こいつ！　ド、龍仙士ドレイクだッ!!」


　兵士の一人が悲鳴混じりの声をあげ、サクを指差した。


〝龍仙士ドレイク〟──その名前にこめられた畏い怖ふと戦せん慄りつが、兵士達へ細さざ波なみのように伝でん播ぱしていく。


　オルンに住む者なら、その名を誰だれもが一度は聞いたことがあるだろう。もっとも、それはお伽とぎ噺ばなしや神話の類たぐいだ。


〝龍仙士ドレイク〟──伝説の神しん仙せん。絶大な力を持つ龍りゆうの化け身しん。


「そうよ！　龍仙士ドレイク様のお通りだッ！　死にたくなかったら道を空けろッ！」


　サクがそう威い嚇かくし、両手に再び光を〝錬成〟する。


　そう、サクは龍仙士ドレイクなのだ。現実世界リアルからこのオルンに召喚よばれた高校生。


　彼らはこの世界に召喚され、絶大な超ちよう能のう力りよくを授けられる。


〝龍仙具アトリビユート〟──〝龍仙士ドレイク〟が一人に一つ持つとされる超能力アイテム。


　サクの〝龍仙具アトリビユート〟の名は〝錬光環〟。


　それは彼の十本の指に嵌められた碧色の指輪である。彼はこの指輪によって、物理的エネルギーを持つ〝光〟を発動させ、岩をも砕くだく衝しよう撃げき波はを放つことができるのだ！


　一いつ騎き当とう千せん、悪あく魔まの化身、たった一人で数千の兵士に匹ひつ敵てきする強さを持つ戦場の悪夢。


　かつて〝龍仙士ドレイク〟は、この世界でそう呼ばれる伝説の存在だった。


　その力が真実であることは、今の攻撃の威い力りよくを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


「ひ、ひるむな！　ひるむなッ!!」


　敵軍の最前線を束ねる部隊長が上ずった声で叫ぶ。しかしその声は焼け石に水だった。


　サクの圧倒的な〝龍仙具アトリビユート〟の破は壊かい力を目まの当たりにして、もはや敵軍にまともに戦う士気を維い持じする者はいなかった。


　まるで予言者モーセが海を割るように、サクの前から兵士が退き、敵陣に道ができる。


「突とつ撃げきするぜッ！」


　その隙すきをサクは見み逃のがさなかった。軍馬に鞭むち打うち、その兵士達の隘あい路ろへと馬首をつっこみ、敵陣の内部へと駆けあがる。彼に従う騎下百名の機動龍騎兵ドラグーンもそれに続いた。


　錐すい行こうの陣を敷しいて敵に切りこむサクたち機動龍騎兵ドラグーンは、まさに敵を引き裂さく楔だった。


　彼らの切りこむ先は戦列が分断され、大きな一つの軍隊が真っ二つに分ぶん裂れつしていく。


「まだまだッ！」


　サクはそう言って馬首を右に向けた。内部から食い破る寄生虫のように、一万余の敵軍の腹の中で暴れ回り、敵を攪かく乱らんし、連係をズタズタに崩ほう壊かいさせる。


「てェ！」


　サクの合図とともに、一いつ斉せいに機動龍騎兵ドラグーンが火打ち石式フリントロツクマスケット銃じゆうを掃そう射しやする。


〝錬光環〟には及ばないものの、その威力は絶大だった。彼らの侵しん攻こうを阻はばもうとする兵士たちをことごとく掃そう討とうし、騎兵隊はなおも敵陣の奥深くへと突き進む。


「作戦通り、敵さんの分断に成功……っと！」


　サクは疾しつ駆くしつつ頃ころ合あいを見計らい、懐ふところにしまった短銃ピストルをとりだし天に向かって撃うった。


　それは空くう砲ほうの信号弾だった。弾はヒュルヒュルと音をあげて天空でパンと弾はじける。


「後は頼たのむぜ、ユッキー！」


　そう言ってサクはニヤリと笑い。再び両手に〝錬光環〟の光を錬成した。





　　＊　＊　＊





「第だい一いち陣じん、第二陣、突撃！」


　馬上のトモエが振ふりあげた片手を下ろしながら叫さけんだ。


　それに呼応し、左右の兵士達が槍やりを下ろし、喚かん声せいとともに敵陣へと突撃していく。


「本陣を前に！　このまま戦線を押し進めるぞ！」


　作戦第二段階。サクによって連係を分断され混乱した敵軍に対し、トモエの率いるパルミア軍本隊が包囲殲せん滅めつを開始したのだ。


　それはまるで死にかけた甲こう虫ちゆうに群がる蟻ありの集団のようだった。


　サクの率いる機動龍騎兵ドラグーンによる中央分断。それによる各個撃げき破は作戦。それが今回、トモエの講じたパルミア軍の作戦の全容だった。


　そしてその作戦は、まさに功を奏したのだ。


　敵軍は後背に大きな河か川せん──ティルク河を配したのが裏目に出ていた。まさしく背はい水すいの陣。混乱したアヴァール軍は退路も確保できぬまま、パルミア軍の侵攻により水みず際ぎわに追い詰つめられ、ますます窮きゆう地ちに拍はく車しやがかかっていく。


　この戦、勝てる──。


　峻しゆん厳げんなトモエの顔に、初めて小さな余裕が浮うかんだ。


「なッ!?」


　しかし、そのときだった。敵軍の後方から、にわかに激しい衝撃が巻き起こった。


　それは爆ばく発はつにも似た衝撃だった。


　まるで間欠泉が勢い良く吹き出すように突とつ如じよ巻き起こった衝撃に、トモエは絶句して思わず目を見開く。


「なんだ……と……!?」


　間欠泉のように飛び散る飛沫は、人だったのだ。そして馬。


　数十人、数百人の兵士達が、肉につ塊かいとなって大空へと噴ふん射しやされたのだ。


「な、なんだ!?　何があった!?」


　トモエは狼ろう狽ばいし、何かとてつもない異変が起きているらしい敵てき陣じんへと目を凝こらす。


　しかし舞まい散る粉ふん塵じんと血ち飛沫しぶきにより、その正体は漠ばくとして判別がつかない。


　トモエが唇くちびるを嚙かむ。大勝利を収めようとしていた作戦の前に立ちはだかる、正体不明の現象。それはまったく予想外のアクシデントだった。


　トモエがにわかに携たずさえた剣けんを構え、「はッ！」と馬に鞭むちを入れた。


「トモエ隊長、どこへ……!?」


　傍かたわらにいた参さん謀ぼう役の部隊長がトモエに聞く。


「この目で原因を突き止める！　本陣の指揮は任せた。このまま押し潰つぶせ！」


「しかし……危険です！」


「私を誰だと思っている？」


　狼狽し、彼女を制止する部隊長に、トモエは振り向いてクールな口調で答えた。


「こう見えて私も〝龍仙士ドレイク〟だ。心配には及およばん！」


　トモエはそう言い放つと、そのまま一騎き駆がけで敵陣へと切りこんでいった。





　　＊　＊　＊





　サクたち機動龍騎兵ドラグーンの馬ば脚きやくがにわかに乱れた。


　それは過あやまたず、眼前に起こった激しい衝撃のせいだった。


　遠くでトモエも目もく撃げきした人馬を吹き飛ばす絶大な爆発だ。


「なッ──!?」


　想定外の事態にサクは息を呑のみ、走り続ける馬の手た綱づなを慌あわててグイッと引く。


「と、止まれ！　ストップ！」


　ヒヒンと馬が嘶いななき、馬ば蹄ていが砂さ塵じんを嚙む。


　敵陣を疾駆していたサクと百人の騎き兵へい達が、ついにその侵攻を止めた瞬間だった。


　それは明らかにサクの失策だった。スピードをなくしては、騎兵の持ち味である貫かん通つう力が無になってしまう。しかし、それを忘れるほどに、周囲の雰ふん囲い気きは異様だった。


「な……何だ!?」


　サクは固かた唾ずを呑んで前方を見やる。密集する敵兵の群れの向こうで、何かとんでもない事態が起きているのは間ま違ちがいなかった。


　想定外の事態。とにかくこの場を早く離り脱だつし、本ほん陣じんに合流しなくては。


　早くしないとサクたちの部隊は、敵陣の奥深くに取り残されてしまう。


「逃にげるぞ！　一点集中で弾をぶちこめ！　活路を開く！」


　そのかけ声とともに機動龍騎兵ドラグーンが一斉にマスケット銃を構える。


　サク自身も両手に〝錬光環〟の光弾を装そう塡てんした。


「いけェ！」


　サクがそう叫んだ瞬間だった。


　突とつ然ぜん、彼の目の前に影かげが飛来した。


「なッ!?」


　とっさにサクは手に錬成した〝錬光環〟の光を発射して、その影を弾き落とす。


　ドチャッと音がして、影が地面へと叩たたきつけられた。


「これは──!?」


　その影の正体を見た瞬しゆん間かん、サクが肝きもを冷やして息を呑んだ。


　影は人間だったのだ。


　死体は重装備の鎧よろいを着た大男だった。その巨きよ体たいが、まるでドッジボールのように軽々と、しかも数百メートルの遠方より弾丸のように飛んできたのである。


　すでに男は絶命しており、無残に縊くびれて白目を剝むいている。


　サクはその物言わぬ肉塊となった死体を見て、ゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。


　人を道具のように投げつける残ざん虐ぎやく性、そして想像を絶する膂りよ力りよく。


　ありえない。到とう底てい、人の為なせる業わざではない。怪かい物ぶつか、悪魔か。もしくは──。


　そう思った瞬間、サクは脳のう裏りにこびりついていた忌いま々いましい記き憶おくを呼び覚ました。


　それは彼がこの遠えん征せいに従軍し、つい数日前に行った作戦の最中で起きた出来事だった。


　身の毛もよだつ、恐おそろしい記憶──。


「マ、マジかよ──」


　サクが絶句したそのとき、不意に前方に群がる兵士が一斉に身を引いた。


　そしてその先にいる一人の人物の姿を見た瞬間、サクは凍りついた。


　あのときと同じだ──。


「おッとォ！　やべぇやべぇ。仲間を吹ふっ飛ばしちまった！」


　次の瞬間、サクの目の先にいた男が大きく口を開いた。


「久し振ぶりのシャバで、まだ上手うまく力をコントロールできねェンだよなァ……」


　そしてゆっくりと振り向き、サクを見やる。


　男は凶きよう悪あくな風ふう貌ぼうをしていた。まるで狂きよう気きが具現化したような、剝き出しの敵意の塊かたまり。


　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして容よう貌ぼう魁かい偉いな大男だ。身長は二メートル近くはあるだろう。


　上半身は裸はだかで、岩のようにゴツゴツした肉体を鈍にぶく輝かがやく鋼鉄の籠こ手てと胸甲ブレスト・プレートで覆おおっている。まるでギリシア神話の世界から抜ぬけ出てきたような、野性的な風貌の戦士だった。


「チョーシくれてンじゃねェか。てめェ」


　男がサクに対し、低くドスの利きいた声を吐はきだした。凄すご味みのある声だった。


　顔に垂れた縮れた長ちよう髪はつの奥から、爛らん々らんとした赤い目が輝かがやいている。


「だ、誰だれだッ!?　お前──」


　サクがうわずった声で叫ぶ。男の視線に晒さらされ、サクは反射的に身の危険を感じていた。


　他ほかの兵士とは違ちがう。危険で、凶きよう暴ぼうで、残ざん酷こくな男の視線──。


　そう、あのときと一いつ緒しよだ。


　数日前、タシュケルクからほど近い、ラツェッタという地で、陽動作戦に従事していたとき。突然現れ、戦友だったアキラを謎なぞの力でいとも簡単に屠ほふった謎の存在。


〝化け物だ……サク……逃げろ……〟


　絶命するアキラの恐きよう怖ふに戦おののいた顔を思い出し、サクはブルリと身を震ふるわせた。


　アキラを殺した化け物こそ、この男だ──。


　間違いない！


「わざわざ敵陣ここまでやってくるたァ、なかなかいい根こん性じようしてンじゃねェか！」


　男がそう言って、ゆっくりとサクへと歩いてくる。


　その手には、自らの身長の倍もあろうかという巨きよ大だいな幅はば広びろの大剣を携えていた。剣と言うより、巨大な鉄の板のような代しろ物ものだ。


「おめェ……何なんだ!?　何者だよッ!?　龍仙士ドレイクなのか!?」


　サクが叫んだ。しかし男は答えない。だがその答えをサクはおのずから確信していた。


　そうだ。間違いない。人を軽々と投げ飛ばし、不自然なほど巨大な大剣を操あやつる狂戦士バーサーカー。その膂力は間違いなく、特とく殊しゆな能力を行使しなくては不可能なのだ。


　瞬間、サクは今度はトモエの言葉を思い出した。


〝敵軍に我々と敵対する龍仙士ドレイクがいる──〟


「バカなッ……！」


　しかし、現実は雄ゆう弁べんだった。こっちに向かってやってくる、悪意の塊のような邪じや悪あくな存在。間違いない、龍仙士ドレイクだ！


「ゴタクはいいから、かかってこいや、小こ僧ぞうォ！」


「うあああああああああああああッ!!」


　刹せつ那な、サクは反射的に両手の〝錬光環〟をフルパワーで放出していた。


　手加減しようという気は微み塵じんもなかった。


　ただ、サクは本能的な恐怖から、全力の速そつ攻こうに打って出たのだ。


　ドカンと、周囲に満ちる〝錬光環〟の光。そして爆ばく風ふう。


　逃げ遅おくれた周囲の兵士たちの悲鳴が交こう錯さくする。


「やったか!?」


　フルパワーの〝錬光環〟の力は、サクにとって会心の一いち撃げきだった。


　もちろん相応の手ごたえはあった──。


　サクは顔を上げ、モウモウと逆巻く土つち煙けむりの向こうへと目を凝らす。


「そんなもンか？　クソガキ！」


　次の瞬間、サクは忌々しい声を聞いた。


　目を凝らすサクの視線の先、砂塵の向こうに浮うかびあがる黒い影。


「バカな……!?」


〝錬光環〟の直ちよく撃げきを受けたにも拘かかわらず、男は無傷だった。


　そしてまるで何もなかったかのようにこちらへと歩いてくる。


　サクの額に油あぶら汗あせが浮き出て、そして頰ほおを伝う。


　バカな……信じられない……！


　普ふ通つうなら、吹き飛んで肉片の一分も残らない衝しよう撃げきだったはずだ……！


「なンだァ、そンな程度か？　もっと楽しませてくれよ。龍仙士ドレイク」


　男が低い声で呟つぶやく。


　そして持っている大剣を、軽々と片手で持ち上げ、大きく振ふりかぶる。


　ジャラッと鉄と鉄の擦こすれる音が、周囲に不気味に響ひびいた。


「くらえッ!!」


　瞬間、空気の流れが変わった。


　まるで剣けん身しんが空気を引き裂さき、大気が分断されたような衝撃だった。


　ブオンと風を切る音とともに、大剣は絶大な威い力りよくとスピードで真一文字にサクの頭上へと振り下ろされる。


　サクはとっさに飛び退のいていた。跨またがった馬を乗り捨て地面を転がるようにして退たい避ひする。


　周囲に血ち飛沫しぶきがあがった。


　それはサクの乗った軍馬だった。軍馬は胴どう体たいを両断され、軀からだを周囲に飛び散らせる。嘶く暇ひまもない一刀両断だった。まさしく斬ざん馬ば刀。男の大剣の絶大なる威力！


　ズン！　と周囲に地響きが木こ霊だました。


　男の剣は馬を両断してなお威力を失わず、地面に大きな亀き裂れつを作って突つき刺ささる。


　なんとか攻こう撃げきを回避したサクはヒュッと吐と息いきを漏もらし、額の汗あせをぬぐった。


〝錬光環〟で剣を受けとめなくて正解だった。


　恐らくこの絶大な大剣の一撃は、サクの〝錬光環〟の力をもってしても弾はじききれるものではなかったろう。


「すばしっこいヤツだぜ。まるで鼠ねずみだな」


　男がサクへと向きなおり、地面に刺さった大剣を抜く。


「その馬ば鹿か力ぢからは……やはり龍仙具アトリビユートなのか!?」


　サクの叫さけび声が震える。


「ふン、だったらどうした？」


　男が笑う。地じ獄ごくの鬼おにも怯ひるませるような、残ざん忍にんで凶暴な、それはまさに凶相だった。


「サク！」


　そのとき、男と対たい峙じしていたサクの背後で彼を呼ぶ声がした。


　振り返ると、敵てき陣じんの混乱を縫ぬってこちらに駆かけてくる一騎きの姿があった。


　トモエだ。トモエは単身、サクの援えん護ごに駆け付けたのだ。


「サク！　どうした!?　足が止まっているぞ!?」


　謎の男の出現を把は握あくしていないトモエがサクに対して怒ど鳴なる。


「早く敵陣ここから脱だつ出しゆつしろ！　包囲されたら事だ！」


「ば、馬鹿！　なんで来た!?　生徒会長!?」


　サクがあわててトモエに叫ぶ。


　次の瞬間、トモエもサクの様子がおかしいことに気づいた。


「どうした？──」トモエがそう言おうとした、まさにそのとき。


　突とつ風ぷうが戦場を駆け抜けた。


　それはまさしく、嵐あらしだった。


　男の振り抜いた巨大な大剣の剣風が、馬上のトモエめがけて襲おそいかかったのだ。


「あぶねえッ!!」


　反射的に、サクは跳ちよう躍やくしていた。そしてトモエの体に摑つかみかかり、彼女を馬上から引きずり下ろす。次の瞬間、トモエの乗っていた軍馬の首が両断された。


　間かん一いつ髪ぱつだった。


　サクとトモエは抱だき合い埃ほこりまみれになりながら、ゴロゴロと地面を転がる。


「つッ──」


　トモエが激痛に悲鳴をあげる。その痛みは彼女の左足から走っていた。


「せ、生徒会長、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　サクがギョッとしてトモエを見やる。トモエは柳りゆう眉びを顰ひそめ、小さく呻うめいた。


　足を挫くじいたのだ。立ち上がれない。


「な、何があったのだ──!?」


　トモエが意味が分からず、混乱しながら必死で顔をあげる。


　その瞬間、トモエは男の顔を見た。


　先程、想像を絶するパワーで自分を殺そうとした男の顔を。


　幾いく重えもの傷が刻まれたその顔は、凶暴そのものの悪あつ鬼きのような形相だった。しかしその変わり果てた表情を、トモエはかつて見たことがあった。


「お、お前は……もしや……」


　トモエは絶句した。そうだ。間ま違ちがいない。その表情、そしてその瞳ひとみに宿る凶悪な光──。


「キドウ……ガイ……!?」


　トモエが喉のどの奥からひねり出すようにその名前を呟く。男がピクリと反応した。


「ふン、ずいぶンと懐なつかしい名前を言ってくれるじゃねェか」


　間違いない！　トモエは確信した。この男は──キドウだ。


　キドウ──鬼き堂どう凱ガイ。


　彼女の住む町の界かい隈わいの、彼と同じ世代の学生で、その名を知らぬ者はまずいないだろう。トモエがまだ中学生だったときのことだ。当時、その名は畏い怖ふと脅きよう威いを伴ともなった伝説となってあらゆる中学と高校に流る布ふしていた。


〝最強最悪の不良、鬼堂凱〟と。


　その噂うわさはとにかく壮そう絶ぜつだった。ケンカにおいては常勝無敗。たった一人で都内の名のある不良たちを片かたっ端ぱしから血祭りにあげ、壊かい滅めつ、服従させた暴走族グループは数知れず。繁はん華か街がいを歩けばヤクザでさえ道を譲ゆずる恐怖の存在。まさしく伝説のアウトロー。


　その〝最強最悪の不良〟が今、目の前にいる──。


「な、何故なぜだ、何故、お前がここにいる……？」


　トモエは浮かびあがる幾いくつもの疑問によって頭が沸ふつ騰とうしそうになるのを憶おぼえた。


　彼が何故、オルンに？　そして彼は……〝龍仙士ドレイク〟!?


「鬼堂凱の名前はとっくの昔に捨てたンでな。今の俺の名はバルガ！」


　男がそう言って、傷だらけの顔を歪ゆがめて笑う。


「バルガ？」


　男が自分を〝バルガ〟と呼んだ瞬しゆん間かん、周囲の兵士たちがにわかに響どよめいた。


「バルガって……〝狂きよう将しようバルガ〟か!?　あの!?」


　戦せん慄りつが、ザワザワと敵味方拘らず周囲の兵士たちへ細さざ波なみのように伝でん播ぱする。


　それほどに、このオルンでは〝バルガ〟という名は、恐怖の代名詞として人々の耳に浸しん透とうしていたのだ。


　十年前に起きた〝パルミア戦せん役えき〟で、数多あまたの武ぶ勲くんを挙げ、一ひと際きわ有名を馳はせた将軍──しかしその名は決して名めい誉よある英えい雄ゆうとしてではない。軍事作戦をも無視し、己おのれの快楽と本能のままに虐ぎやく殺さつの限りを尽つくした無法の死神。敵はおろか、味方さえも背筋を凍こおらせる暴ぼう虐ぎやくの魔ま王おう。ついたあだ名は〝辺境の悪鬼〟──その名も〝狂将バルガ〟


「どういうことだ!?　アンタ、現実から来た龍仙士ドレイクなのかッ!?」


「どうしてアヴァール軍にいる!?」


　サクとトモエが同時に男に叫び問う。しかしその質問の答えは言葉ではなかった。


「聞きたいことがあったら、力ずくで聞きなッ!!」


　バルガが再び、自分の身長の倍はあろうかという大剣を振りあげた。


「やべえ！　生徒会長、逃にげるぞ──！」


　サクが叫んだ。しかし足を挫いたトモエの動きは鈍にぶかった。


　しまった──。


　トモエの顔が青ざめる。そしてサクも同時に息を呑のんだ。


　バルガの兇きよう刃じん、その切っ先が、音速を超こえるかという勢いで、過あやまたずトモエとサクの脳天に打ちおろされる。


　殺やられる──!!


　それは絶体絶命だった。トモエが反射的に目を閉じる。


　その瞬間──。


　ガキンと、大剣が地面に突き刺さった。


「むッ!?」


　小さく呻いたのはバルガだった。


　彼は肉を切る感かん触しよくを楽しめなかったことに、反射的に疑問の呻きをあげていた。


　そう、バルガの剣はトモエの体を両断することなく、空を切ったのだ。


「…………！」


　トモエがゆっくりと閉じた目を開ける。


　そして彼女は二つの事こと柄がらに驚おどろいた。


　一つは自分が無傷であること。そしてもう一つは、自分が元いた場所から数メートル離はなれた場所に〝瞬間移動〟していることだった。


「トモエ先せん輩ぱい！　大丈夫ですかッ!?」


　そのとき、彼女のすぐ耳元で声がした。鈴すずのように鳴る可愛かわいい女性の声だった。


　トモエはその声に聞き覚えがあった。かつては同じ〝金曜隊チーム・バハムート〟で、自分の部下だった後こう輩はいの少女──。


「お前は──リン!?」


　突とつ然ぜんの少女の登場に、隣となりにいたサクが驚きに目を見開き、名前を呼んだ。


　そう、少女はトモエの後輩である姫ひめ小路こうじ凛音リンネ──通つう称しようリンだった。


　小動物系の愛あい嬌きようを持った小こ柄がらな少女。その耳にはチリンと鳴る鈴のピアスが揺ゆれている。


「ばばんッと、ヒーロー参上ゥ！」


　そう言ってリンはトモエにとびきりの笑え顔がおとともにウインクする。


「トモエ先輩、助けに来ましたっス！」


「お前……どこからきやがった!?　いつのまに!?」


「あ、サクもいたんだ。影かげ薄うすッ！」


　リンがトモエの横にいる、トモエと一いつ緒しよに瞬間移動した先輩の名前を呼ぶ。


「てめェ、質問に答えろッ──！」


　そう言いかけたところで、サクは彼女の能力を思い出して言葉を飲みこんだ。


　そして改めて、自分が何故バルガの兇刃から生せい還かんしたのかを理解した。


　リンの龍仙具アトリビユートは〝絶影鈴ゼツエイリン〟──彼女の左耳で澄すんだ音色を奏かなでる鈴。


　その能力は〝瞬間移動〟──自分自身と、体に触ふれたある程度の質量の物体を瞬間的に視界上の空間の任意の場所に〝移動〟させることができる能力。


「なんか色々とありまして。まぁ、とりあえず助けにきちゃいました！」


　そう言ってリンがテヘヘと舌を出す。


　危機的状じよう況きようながら、まったく緊きん張ちよう感かんがない──というか根が呑のん気きな性格なのだろう。


「リン。お前……」


　その明朗な態度に、今まで悲ひ壮そう感に苛さいなまれていたトモエがフッと小さい笑みを漏もらす。


「なンだてめェらは!?　次から次へと──」


　リンの登場により興を削そがれたバルガが、怒いかりを隠かくせない様子で大たい剣けんを握にぎりしめる。


「てめェらごとき、何人現れようが俺様の敵じゃねェ！」


　バルガが怒りにまかせ、ドスの利きいた声で叫さけぶ。


「ところがどっこい！　終わ～り～ま～せ～ん～!!」


　しかしリンは度胸の据すわった態度で言い返す。見た目の可愛さに反し〝最強最悪の不良〟にもまったく物もの怖おじしない、彼女の意外な一面だった。


　リンは「べ～っ！」と舌を出してバルガを挑ちよう発はつする。


「ンだとォ!?　このガキャアアアア!!　殺されてェのかァァァァ!?」


　バルガの顔が瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器のように真っ赤に染まる。


　その瞬間、リンが、遠く彼方かなたへと人差し指をビシッとさした。


「トモエ先輩！　あれを見て下さい！」


　言われるまま、トモエがリンの指の先を見やる。


「な、何だ!?　リン!?」


　リンはフフフと不敵に笑い。得意げに腕うでを組んで頷うなずいた。


「大逆転こそ、ヒーローのヒーローたる所以ゆえん！　昔からそう決まっているのですッ！」
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　リンの指し示した先を見たトモエとサクは、思わず息を呑んだ。


　トモエの視界には、信じられない光景が映っていたのだ。


　アヴァール軍──敵てき陣じんの背後に聳そびえる丘きゆう陵りようの上に、キラキラと光が輝かがやいていた。しかしその光は一つではない。魚ぎよ鱗りんのごとく瞬またたく無数の光が、丘おかの稜りよう線せんをなぞるかのように幾つも光っていたのだ。


　その光が陽光に反射する兵士たちの鎧よろいであることに気づいたのは、その直後だった。


　純白の兵装に身を包んだ兵団──アヴァール軍でも、パルミア軍でもない、第三の勢力。その数、およそ八千。


「あの兵装は、もしや──」


　トモエはその白の兵装と、彼らの掲かかげる、これまた純白の軍旗に確かに見覚えがあった。


　忘れもしない。彼らはかつて難なん攻こう不ふ落らくの我らが城じよう塞さい、龍哭塞を陥かん落らくに追いこんだこともある、オルン最強の兵団。


　伝説の軍神〝白びやつ琥こ将しよう軍ぐん〟率いる精せい鋭えい部隊。


　その名は〝白びやく天てん旗き幟し兵へい団だん〟!!


「ウオオオオオオオオオオオオ!!」


　純白の兵士たちが丘の上で一いつ斉せいに喚かん声せいをあげた。その怒ど号ごうは眼下で乱戦を繰くり広げている両軍に、彼ら第三勢力の存在を知らしめる合図となった。


　突然の登場に戸と惑まどう両軍の兵士達。まだその場にいる誰だれもが、突然現れた〝白天旗幟兵団〟が敵なのか味方なのか、まったく判断がつかないでいる。


「彼らは……援えん軍ぐんなのか……!?」


　トモエが震ふるえる声で呟つぶやく。その質問にリンは大きく頷き「もちろんです！」と答えた。


　俄にわかに信じられなかった。なにせ〝白天旗幟兵団〟はついこの間、剣けん戟げきを交えた宿敵だったのだ。それがリンとともにパルミア軍の援軍に駆かけ付けてくれたとは、彼女自身も予想だにしない、完全なサプライズだった。


「大だい丈じよう夫ぶ！　信用してください。だって、あの軍を率いているのは──」


　リンがそう言って、トモエにある人物の名前を告げようとした瞬間。


「突とつ撃げきィィィィィ！」


　丘の上から大声が轟とどろいた。


　その声は、〝白天旗幟兵団〟を先導する一人の白馬に乗った少年の怒ど声せいだった。


　声を合図に、ワッと白い兵団が丘を一いつ気き呵か成せいに下る。


　そしてアヴァール軍の背面を強きよう襲しゆうすべく、ティルク河の渡と河かを開始した。


「リン！」


　その様子を見ていたトモエが不意に叫んだ。


「な、何ですか？」


　リンがトモエを見る。トモエは挫くじいた足を庇かばいつつ立ちあがり、グッとリンの手を握る。


「頼たのむ！　私をあの兵たちの元へ〝移動〟させてくれ！」


「り、了りよう解かいっス！」


　トモエの訴うつたえに、リンは戸惑いながらも頷き、そして精神を集中する。


「てめェ！　逃げんのかッ!?」


　バルガの怒声を背に、トモエとリンの二人は、速すみやかにそこから〝瞬間移動〟した。





　トモエとリンが移動した先は、ティルク河の岸辺だった。


　今まさに〝白天旗幟兵団〟の八千の軍が渡河しようとするところだ。


　トモエはすかさず持っていた剣を抜ぬき放ち、岸辺近くの浅あさ瀬せの地面へと突つき刺さした。


「トモエ先輩、どうするんですか!?」


　リンがトモエの不可解な行動に疑問の声をあげる。


「奇き襲しゆうは神速を旨むねとする！　渡河時間を短縮させる！」


　トモエはそう叫び、グッと目を閉じて低くくぐもった声を吐はいた。


「はああああああああああああああああああああッ!!」


　その瞬間、トモエの周囲の空気が変わった。大気の動きが止まり、研とぎ澄まされた冷気が彼女の周囲に逆巻く。


「リン、そういえばお前には、まだ私の龍仙具アトリビユートの力、見せていなかったな」


　そう言ってトモエがリンに小さく微笑ほほえむ。


「龍仙具アトリビユート──〝冷瓏剣レイロウケン〟!!」


　トモエがそう叫んだ瞬間、世界が凍こおりついた。


　その言葉は比ひ喩ゆではない。まさしくトモエの周囲の大気が絶対零れい度どの冷気により瞬間的に凝ぎよう固こしたのだ。


　そして突き立てた剣の先、その剣けん身しんの振ふれている河の水が、にわかにビキビキと音を出して凍りついたのである！


「トモエ先輩！　凄すごい！　超ちようクール!!」


　リンが驚いて手をたたく。トモエの龍仙具アトリビユート〝冷瓏剣〟の力、それは剣に触ふれた事物の熱を奪うばい、絶対零度の超低温によって瞬間的に冷れい却きやくすること。


　そして今、彼女はその力をＭＡＸフルパワーにして発揮したのだ。


　凄すさまじいスピードでトモエを中心とした岸辺の河の水が凍っていく。


　河の水場が一瞬にしてまるでスケートリンクのように、厚く硬かたい氷の床ゆかになった。


　それはついに河の対岸まで到とう達たつし、大河を広こう範はん囲いに丸々凍らせる。そしてついにはその流れさえも完全に堰せき止めたのである。


「今だ！　早く！」


　トモエが叫ぶ。本来なら至難の業わざであったはずの、〝流れる河を渡わたる〟という行こう為いは、トモエの能力によって、容易に歩いて渡ることのできる氷面と変化した。


　つまり、河を背面に敷しくことで背後からの奇襲に備えたアヴァール軍の布ふ陣じんを完全に無効化したのだ。


「うおおおおおおおおおッ!!」


〝白天旗幟兵団〟は雪崩なだれのように凍った河を横断し、布陣の手て薄うすなアヴァール軍後背へと強襲を開始する。


　予想外の方向からの攻こう撃げきに、敵軍の防ぼう御ぎよは恐おそろしいほど脆もろかった。


　陣じん形けいはあっという間に瓦が解かいし、部隊は次々と崩ほう壊かいしていく。


「凄い……」


　トモエはその光景を目まの当たりにして、改めて感かん嘆たんのため息をついた。


〝白天旗幟兵団〟──かつては龍哭塞をも陥落させた独立兵団。その攻撃力は恐らく現時点でオルン最強だろう。伝説の英えい雄ゆう〝白琥将軍〟サーラルの薫くん陶とうを受けた選せん抜ばつ義勇軍は、武力、士気、連係、経験すべてにおいて最高水準の質を持つ一いつ騎き当とう千せんの精せい鋭えい揃ぞろいだ。


　トモエは破竹の勢いで敵軍を蹂じゆう躙りんする白装の兵団の中心に目を凝こらした。


　そこでは、虎とらの子の騎き馬ば部隊を陣じん頭とう指揮する白馬に乗った男がいた。


　恐らく〝白天旗幟兵団〟を率い、この奇襲作戦を断行した、勝利の立役者だ。


「サーラル……」


　トモエはその姿に、かつて龍哭塞を圧あつ倒とう的な強さで攻せめ立てた軍略の天才の姿を見た。


〝白天旗幟兵団〟を率いる白銀の大将軍。その名もサーラル。


　その正体は、かつて鞍あん上じよう帝ていに仕えた〝龍仙士ドレイク〟──その本名を遠えん藤どう雪ゆき虎とらという。


「遠藤先せん輩ぱい……？」


　遠藤雪虎。文武両道に秀ひいでた逍遥館高校きっての天才。ついたあだ名は〝逍遥館の虎〟。


「いや、違ちがう──!?」


　しかしトモエはハッと息をのみ、目を疑った。


〝白天旗幟兵団〟を指揮していたその少年は、サーラル──雪虎ではなかったのだ。


「彼は……ま、まさか……？」


　少年の顔を見た瞬間、トモエのキレ長の目がはちきれんばかりに広がった。





「マジかよ!?」


　敵陣の中にいたサクも、遠く〝白天旗幟兵団〟を率い、先頭切ってこちらへ向かってくる少年を確かく認にんし、思わず言葉を失い驚きよう愕がくする。


「まさか……あいつが……!?」


　少年の横顔は確かに雪虎の面おも影かげはあるが、まったくの別人だったのだ。


　まだ幼さの残る顔。それはサクの同級生、高校生の顔だった。


「リューイ!?」


　サクは驚愕とともに、白馬に跨またがる親友の名前を呟いた。
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「全軍、突とつ入にゆうッッ！」


　馬上でリューイ──遠えん藤どう竜夷リユーイが吠ほえた。


〝役立たず〟と呼ばれた彼の頼たよりない態度からは想像もできない、勇ましい怒声だった。


〝白天旗幟兵団〟が渡河し強襲したタイミングに呼応し、パルミア勢の攻撃も激化する。


　二軍は一気にアヴァール軍を挟きよう撃げきする形勢となった。一時はバルガの出現により息を吹ふき返したかに見えたアヴァール軍も、さすがにこの圧倒的に劣れつ悪あくな条件下では、もはや抵てい抗こうすることもままならなかった。


　アヴァール軍は指揮系統を喪そう失しつし、各所で孤こ立りつした部隊が次々と全ぜん滅めつの憂うき目にあう。


　なんとか全滅を免まぬかれた部隊も、もはや士気に乏とぼしく、蜘蛛くもの子を散らすように方々に逃とう走そうを開始していた。


　戦いは終わりつつあった。


　ある一ヶ所を除いて──。


「ドラァァァァァァァ!!」


　パルミア軍によって包囲されたアヴァール軍本ほん陣じん近く。敗戦濃のう厚こうとなったその戦場に、にわかに怒声が巻き起こった。


　そして風に舞まう紙かみ吹雪ふぶきのように吹き飛ばされる兵士たち。


　その怒声は、終息ムードに包まれた戦場に、再び緊きん張ちようをもたらしていた。


「どうしたァ!?　もう終わりか!?　まだまだ殺し足りねェぞ!!」


　気き炎えんを吐いたのは、バルガだった。


　所属するアヴァール軍の敗戦が決定的であるにもかかわらず、バルガはそれを意に介かいする様子もなく、自らを包囲し襲おそいかかる兵士たちを単身、次々と屠ほふっていく。


「お、往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ！　そんなに死にてェのか!?」


　サクが叫さけんだ。その声とともにバルガの周囲に、取り囲むように兵士たちの壁かべができる。


「無む駄だな抵抗はやめろ！」


　サクがバルガに対し降こう伏ふく勧かん告こくを試みる。そして援軍に指示して包ほう囲い網もうを狭せばめていく。


「はン！　知ったことかッ！」


　バルガが包囲する兵士たちをものともせずに気炎を吐く。そして大たい剣けんを力任せに振り下ろした。真っ二つになる前衛兵士の死体。周囲の仲間たちが戦せん慄りつに凍りつく。


「バ、バカな真似まねはやめろッ！　もう勝負はついたんだぞッ!?」


「ああン？　カンケーねェなァ。なンなら俺一人でオマエら全員相手してやンよ！」


　バルガが一いつ喝かつする。その態度は負け惜おしみでも、敗者の悪あがきでもなかった。


　その狂きよう気きに彩いろどられた言動にサクと兵士たちが逡しゆん巡じゆんする。


　この男は単純に殺さつ戮りくを楽しんでいるのだ──。


　きっとこの男にとって、戦いの勝敗など最初からどうでもいいのだ。


　彼の行動理念はただ一つ。殺戮。そして殺した死体を積み上げる昂こう揚よう感かん──。


〝辺境の悪あつ鬼き〟──まさしく一いつ匹ぴきの悪鬼羅ら刹せつが、そこにはいた。


「サク！」


　そのとき、サクの背後で彼を呼ぶ声がした。サクが振り返り、その声の主を目視する。


「リューイ！」


　それは白馬に乗ったリューイだった。リューイは〝白天旗幟兵団〟にアヴァール軍掃そう討とうを任せ、自らは渦か中ちゆうであるサクとバルガの元へと急行したのだ。


「どうした、サク!?　潮時だ！　一いつ緒しよに離り脱だつするぞ！」


　そう叫び、リューイが馬から飛び下りてサクの元に走り寄る。


　しかし、彼はすぐさまその場の様子の異様さに気づいた。


「あァ!?　またウザってェ蝿はえが一匹、やってきたみてェだな！」


　バルガがウンザリとした様子で忽こつ然ぜんと現れたリューイを睨にらむ。


　リューイは目の前にいる凶きよう悪あくな大男と、彼が行った殺戮の結果、周囲に山積みになっている仲間の死体を目の当たりにして、ギョッと目を剝むいた。


「な、何者だ!?　サク……こいつは……!?」


　逡巡するリューイ。


「リューイ、お前は手を出すな！　お前が太刀たち打うちできる相手じゃねェ……！」


　サクがたじろぐリューイを庇かばうように腕うでで制し、一歩、バルガへと歩を進める。


「おっとォ？　またやろうってのか？　鼠ねずみ野や郎ろう！」


　サクの戦いの意思表示に、舌なめずりするようにバルガもサクへと対たい峙じする。


「サク！　こいつは──龍仙士ドレイクなのか!?」


「はああああああああああああッ!!」


　リューイの質問とバルガの攻撃の怒ど声せい。それらはほぼ同時だった。


　問答無用。サクとバルガ、二人の龍仙士ドレイクの戦いが再び始まった。


　バルガの打ち出す剣は、まさしく一いち撃げき必殺だ。


　一撃でも食くらったら、頭ず蓋がいは飛び散り肉体は両断されてしまうだろう。


　だから決してまともに戦ってはいけない。戦ったら負けだ。まともにぶつかり合うより、隙すきをついて、瞬間的に敵の弱点に攻撃をブチこむのがもっとも有利な戦法だ。


　そう判断したサクは、あまりバルガの剣けん閃せんの間合いに入らないよう、なるべくフットワークを軽くして立ち回る。


　バルガは鋼鉄の大剣を軽々と持ちあげ、次々と剣撃を繰くり出してくる。


　サクはその攻撃を努めて冷静に受け流した。


「勝てる──」


　神しん妙みような顔で攻撃を見切り、サクが小さく呟つぶやいた。


　その外見と気き迫はく、そして〝最強最悪の不良〟や〝辺境の悪鬼〟などの肩かた書がき。先程の緒戦は、思わず尻しり込ごむ要素に気き後おくれしていたサクだったが、冷静になればなんてことはない。


「俺だって、龍仙士ドレイクなんだ──ぜ！」


　サクは改めて、今まで忘れていた自信と勇気を呼び覚ました。


「そうだ！　サク！　勝てるぞ！」


　リューイが背後でサクを鼓こ舞ぶする。


　リューイは二人の戦いを間近に見て、冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきしていた。


　バルガの〝龍仙具アトリビユート〟の能力は、よく見ればなんてことはない、単なる〝怪かい力りき〟だ。


　それはもちろん一いつ般ぱん人なら充じゆう分ぶんな脅きよう威いだろう。が、忘れてはいけない。サクは龍哭塞に召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクの中でも最強の攻撃力を持つ龍仙具アトリビユートの持ち主なのだ。


　サクはバルガの横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、抜ばつ群ぐんの集中力で見切り、回かい避ひする。


　そして大きく深呼吸をし、右手に光こう弾だんを錬れん成せいした。


「〝最強最悪の不良〟？　それがどうした!?　俺は、龍哭塞最強の龍仙士ドレイクだ──!!」


「サク！」


　次の瞬しゆん間かん、傍かたわらで戦いを傍ぼう観かんしているかに見えたリューイが叫び、右手を突つき出した。


　その手には鉛なまり弾だまと火薬が装そう塡てんされた銃じゆうが握にぎられている。


　サクとバルガの戦いの隙すきをついて、リューイは近くの地面に転がる味方の機動龍騎兵ドラグーンの死体から、こっそりとマスケット銃を拝借していたのだ。


　狙ねらう先はバルガの眉み間けん──リューイは照準を合わせてトリガーを引き絞しぼる。


　パン、と戦場に乾かわいた銃声が響ひびいた。


「ぬッ!?」


　瞬間、バルガが逡巡した。


　しかし想像以上に銃の反動は大きかった。そのせいで照準はぶれ、リューイの撃うった弾たまはバルガの頰ほおを掠かすめる。


　外れた──！


　しかしリューイのその一発の援えん護ご射しや撃げきによって、バルガのサクへの攻撃に一いつ瞬しゆんの隙が生まれていた。それは結果的に、サクとリューイの抜群の連係プレイに繫つながった。


　今だ──!!


「食らえッ！」


　にわかにサクの右手の光が炸さく裂れつした。バルガの剣の間合いを潜くぐり抜ぬけ、一気に敵の懐ふところに潜もぐりこむ。そして相手の心臓目め掛がけ、思いっきり〝錬光環〟の光を照射した。


「ぬッ!?」


　バルガが驚おどろきとともに気を吐いた瞬間、ボウン！　と、周囲に光が弾はじけた。


　至近距きよ離りのサクの攻こう撃げきを避よけることは不可能だった。光の衝しよう撃げきをまともに胸に食らい、バルガの体が宙に舞う。そして十数メートル後方の地面に叩たたきつけられた。


「やった！」


「よっしゃあ！　どんなもんだァ!!」


　サクとリューイが同時に吠ほえた。サクは思わずガッツポーズをする。手応えはあった。


「ぐおおおおおおッ!!」


　しかしバルガは死んでいなかった。必死の様子でムクリと上体を起こす。


「てめェ……不意打ちとは……やってくれたな……お陰かげで右手がふっとンじまった……」


　バルガが青ざめた顔でサクを睨み、激痛に歯を食いしばって唸うなる。


　その姿は見るも無残な状態だった。


　右みぎ肩かたから先の右みぎ腕うでが、彼の体から欠損していた。先ほどの衝撃で千切れ、吹っ飛ばされたのだ。惨むごたらしい疵きず痕あとからは夥おびただしい量の血が噴ふき出し、地面を真っ赤に染めている。


　もはや瀕ひん死しの状態。しかしバルガの戦意は失われない。彼は悪鬼のような形相で懸けん命めいに立ちあがろうとする。激痛などものともしない不ふ屈くつの闘とう志し。まるでゾンビだ。


「ぐおおおおおおおお!!」


「サク！」


　リューイが勝利を確信して油断するサクを諫いさめて叫ぶ。


　サクはその声に振ふり向き、ゾンビのように起きあがるバルガにギョッと目を剝いた。


「お、おい！　無理すんなよ！　そんな体でまだやろうってのか!?　や、やめろって！」


〝錬光環〟の傷は完全に致ち命めい傷しようだった。バルガの右腕はおろか、肋あばらや内臓さえも削そがれている。もはや生きているのが不思議なくらい。生きていても失血死は時間の問題だ。


　勝負はついた。諦あきらめろ──サクはそう言おうとして、バルガへと一歩を踏ふみ出した。


「なッ!?」


　その瞬間、リューイは信じられない光景を目まの当たりにした。


　バルガの右腕が──生えたのだ。


　それは比ひ喩ゆではない。


　欠損したバルガの右腕の無残な疵痕に、ブクブクと白い泡あわのような液体が湧わき出した途と端たん、その泡がやがて右腕の形へと変形していく。そして泡は驚くべきスピードで硬こう化かした。


　まるで植物が生える様子を数倍速で撮さつ影えいした早回し映像のように、失った右腕が、一瞬にして元通りに生えてきたのだ！


「バ、バ、バカなッ!?」


　サクが呆あつ気けにとられている間に、筋肉組織が再生され、血は止まり、傷口は癒いえ、バルガの体はみるみるうちに元の肉体へと戻もどっていく。


　リューイは目の前の光景が俄にわかに信じられなかった。そしてあまりの非現実な光景に、ワナワナと唇くちびるを震ふるわせる。


　信じられない──こいつは──不死身なのか!?


「〝鬼煉甲キレンコウ〟──こいつが俺の龍仙具アトリビユートだ」


　バルガが低く呟く。そして二人に両りよう腕うでに嵌はめられた鋼鉄の籠こ手てを見せつける。


「その力は〝怪力〟。そして──〝自然治ち癒ゆ能力〟！」


「……な、なんだと!?」


「悪わりィな、クソガキ。惜しかったが、ここまでだ！」


　刹せつ那な、バルガの瞳ひとみが怪あやしく光った。その光にサクが金かな縛しばりになる。


　それはヤクザもビビる〝最強最悪の不良〟の眼光だった。


　まさに蛇へびに睨まれた蛙かえる──その瞬間、サクはバルガの気迫に圧あつ倒とうされていた。


　バルガが大地を蹴けった。そして信じられないスピードでサクの懐に入りこむ。


「弱いクセにイキがると、痛い目みるぜ！──」


　サクの耳元に、バルガの忠告が囁ささやかれた。


「サク!!」


　リューイが親友の名を叫さけんだ。


「グッ!!」


　次の瞬間、バルガの〝鬼煉甲〟から発揮される拳こぶしの一撃が、サクのドテッ腹に炸裂した。


「ぐあああああああああああッ!!」


　サクの体が宙に浮ういた。そして放物線を描えがいて空を舞まう。


　したたか地面に叩きつけられた瞬間、サクの意識は強制的にシャットダウンされた。


　それは彼の、龍仙士ドレイクとしての完かん膚ぷ無なきまでの〝敗北〟だった。


「サクゥゥゥゥゥッ!!」


　リューイはボロ雑ぞう巾きんのようになって地面にぐったりと動かなくなったサクの元へと走り寄り、彼を抱かかえ起こそうとする。


　幸いサクは死んではいなかった。しかし彼は全身の骨折と打だ撲ぼくで、もはや立ちあがることもままならない重体だ。早く介かい抱ほうし、治ち療りようしないと命に関かかわる。


「しぶてェ野や郎ろうだ。鼠ねずみかと思ったらゴキブリだったかァ？」


　リューイの頭の上から声がした。バルガだ。


　非情な勝利者は、余よ裕ゆうの表情で、新たに生えた自らの右腕をグルグルと回し、敵を屠ほふった快楽に酔よいしれている。


「お前……その力……」


　ニヤニヤと笑うバルガに対し、リューイは眼光鋭するどく大男を睨にらみつけた。


「なンだてめェ、いっちょ前にガン飛ばしてやがンのか？」


　バルガが凄すごみのある声と表情でリューイを挑ちよう発はつする。


「お前も龍仙士ドレイク……ってことは、僕たちの先せん輩ぱいだったってことか？　兄さんと同じ──」


「あァン？　兄さンだァ？」


　バルガが鼻を鳴らす。そしてリューイの顔を見て、ふと思い出したように言葉を切った。


「てめぇ……もしかして、あの雪虎の舎しや弟ていか……？」


「……兄さんを知っているのか？」


　リューイが不意に顔をあげる。バルガが急に神妙な顔になってリューイを見やった。


「ふン、いけすかねェ男だったぜ」


　そう言ってバルガはペッと唾つばを吐く。そしてにわかに大たい剣けんを構えて戦せん闘とう態勢をとった。


「雪虎の舎弟なら容よう赦しやはしねェ！　死ンであの現実リアルに帰りな！」


「死ぬのはお前の方だ！」


　リューイは叫んだ。そして立ちあがり、小さく戦いのポーズをとる。


「お前は人を殺し過ぎた。たとえ先輩だとしても、もう許さない……！」


　リューイが凛りんと言い放つ。その目が静かな怒いかりで満ちている。


「上等だァ!!　てめェもそこにいるゴキブリみてェにしてやンよ!!」


　バルガが叫んだ。そして居合の達人も真っ青なスピードで大剣を振りぬく。


　まるで旋せん風ぷうのようだった。


　天に掲かかげられた大剣の白はく刃じんが、過あやまたずリューイの脳天目掛けて飛来する。


「はッ!!」


　紙かみ一ひと重えでリューイは背後へと飛び退のく。しかし大剣の切っ先は、その威い力りよくによってリューイの体へと激しい風圧となって襲おそいかかる。


　リューイは吹ふき飛ばされ、後方にゴロゴロと転がった。砂さ塵じんが舞う。


「どうした!?　もうお終しまいかァ!?」


　バルガが狂きよう喜きの声で高らかに唄うたう。


　そして、体を一歩踏み出し、振り抜いた大剣を軽々しく手首で切り返した。


　横一閃──その剣の軌き跡せきは、まさにリューイの首を目がけていた。


「ぐッ………!!」


　悲鳴とともに鮮せん血けつが飛び散った。リューイはとっさの反射神経で身を引いたものの、その兇きよう刃じんの切っ先が、彼の胸先を掠めたのだ。


　胸を覆おおう鎧よろいが両断され、ドクドクと血が流れ出す。


「くっ……」


　重傷だった。リューイの顔が激痛によって歪ゆがむ。


　彼の体から噴き出す鮮血が、噴ふん水すいのように周囲に撒まき散らされ、血の池を作る。


　勝負は一瞬でついていた。


　リューイはバランスを崩くずして地面に尻しり餅もちをついた。


　強い──。


　リューイは改めて当たり前の事実を嚙かみ締しめた。


　バルガという男、さすがは〝辺境の悪あつ鬼き〟と呼ばれるだけのことはある。


　その戦せん闘とうセンスは抜ばつ群ぐんだった。何より殺し合いに慣れている。きっと今までオルンで数千、数万の人間をその大剣の餌え食じきにしてきたのだろう。まさしく悪鬼羅ら刹せつの類だ──。


　ハアハアと息を荒あらげる。ドクドクと胸から血が流れ、視線がぼんやりと霞かすんできた。


　血が足りない──。


　朦もう朧ろうとした意識の中、そのまま倒たおれそうになるのを歯を食いしばって耐たえるリューイ。


「犬死にだな。ザマァねェぜ！」


　バルガはリューイの元に歩み寄り、そう吐はき捨てる。


　そしてゆっくりと手に持った大剣を振りあげた。


「容赦はしねェぜ。俺と戦った不運を呪のろうンだな──」


　そう言い放ち、バルガはその兇刃を無む慈じ悲ひに振りおろした。


　ドカッ！　と、激しい衝撃音が周囲に木こ霊だました。


「はあああッ！」


　リューイはバルガの膂りよ力りよくを駆かった大剣をまともにその肩かた口ぐちに受けた。


「ぐあああああああああッ!!」


　リューイが断だん末まつ魔まの叫びをあげる。


　鎧の装そう甲こうがあるといえど、その絶大な破は壊かい力には無力だった。


　リューイの肩は見事に剣によって抉えぐられ、鎖さ骨こつは両断され、剣けん身しんは肺までに達した。


　それは即そく死しともいえる絶望的な致命傷だった。


「そうだ、この音！　骨が砕くだける音と肉の潰つぶれる音！　これこそが生きている証あかしだッ！」


　バルガが勝利の興奮と殺さつ戮りくの狂きよう気きに酔いしれ、高らかに笑う。


　ドサリと、糸の切れたマリオネットのように、その場に崩れ落ちるリューイ。


　そしてまた一人、〝辺境の悪鬼〟によって犬死にした死体が戦場に一つ、積みあげられた。


「はン！　もっと骨のある奴やつァいねェのか!?　あァン!?」


　バルガが勝利の雄お叫たけびと殺戮の狂喜に打ち震えた。


　そのときだった。


　バルガはその耳に、小さく、不思議な音を確かに聞いた。


　ヴヴヴヴウン──それは何か機械の稼か働どう音にも似た、低く唸うなるような発動音だった。


「ムッ──!?」


　その瞬しゆん間かん、刺さすような光を感じ、思わず目を眩くらませた。


　それは赤い光だった。


　圧倒的な赤い光が、周囲へと照射されている。


　そしてその発生源は、惨たらしい軀からだを晒さらすリューイの死体からだったのである！


「……その光はッ!?」


　その光を見た途端、バルガの血相が変わった。


　次の瞬間、周囲で龍仙士ドレイクたちの戦いを固かた唾ずを呑のんで見ていた兵士達、その全員がリューイの身に起きた〝奇き跡せき〟を目の当たりにした。


　リューイがゆっくりと立ちあがったのである。


　まるで幽ゆう霊れいのように静かに、音もなく。


「……………」


　リューイは無言のまま立ちあがり、そして右手をゆっくりと突つき出した。


　その右手からは一層の赤い光が溢あふれだす。そう、光はリューイの右手から発していた。


「……その……光は……!?」


　バルガが驚おどろきに呻うめく。そしてリューイの右手──そこに嵌はまった宝石を見た瞬間、バルガはリューイの〝真の力〟の所在を理解した。


　リューイの〝龍仙具アトリビユート〟──〝龍帝珠リユウテイジユ〟!!


「てめェ!?　その光の色は……な、何なンだッ!?」


　その龍仙具アトリビユートを見た直後、バルガの顔色が変わる。


〝龍帝珠〟──普ふ段だんは機能しない〝役立たず〟な龍仙具アトリビユート。


　しかし、ある発動条件が果たされたときのみ、その龍仙具アトリビユートは無敵の力を宿す。そして絶大な〝青い光〟とともに、その力は覚かく醒せいするのだ。


　しかし今、輝かがやいている光は血の色のような赤！　その意味するものはいったい──!?


「ぬうッ!?　て、てめえ!?」


　バルガが目の前のリューイの姿に目を見開いた。


　自らがつけた、リューイの致ち命めい傷しよう──。


　その傷が治癒していたのだ。一いつ瞬しゆんのうちに。


　それはつい先ほど、サクによって斬きり飛ばされた右みぎ腕うでを治癒したバルガの〝鬼煉甲〟の能力に酷こく似じしていた。いや、まさにまったく同じ能力だったのである。


「てめェ!?　その力……も、もしや……!?」


　バルガの顔に、初めて狼ろう狽ばいの色が灯ともった。


　本能的に持っていた大剣を持ち直し、戦いの構えをとる。


「!?」


　その瞬間、バルガは剣の柄つかを握にぎった腕うでに違い和わ感かんがして、グッと小さく唸った。


　今まで紙のように軽く持ち上げていたその大剣が、地面に突き刺さったまま鉛なまりの塊かたまりのようにピクリとも動かなくなっていたのだ。


　重い──!?　そんな馬ば鹿かなッ!?


　バルガの額から汗あせが噴ふき出る。そして全身に、激しい倦けん怠たい感と重量感が襲いかかってくるのに気づいた。


　それは全身におし掛かかる物理的なＧのプレッシャーだった。耐えられないほどに重い。


「ぐうッ!!」


　堪たまらずバルガは両りよう膝ひざを落とし、地面に這はいつくばる。


「……無む駄だだ。お前の力は──吸い取った」


　リューイが低く、静かにそう呟つぶやいた。


　バルガはワナワナと怒りに震ふるえながら目の前の少年を見やった。


「なン……だと……!?」


　そしてバルガは悟さとった。持っていた大剣と全身を包んだ〝鬼煉甲〟の鎧。それらが耐えられないほど重くなった理由に。


　重くなっていたのではない。自分の力が失われたのだ！


　彼の〝鬼煉甲〟の能力。その一つは〝怪かい力りき〟。その籠こ手てを身に着けると、常人の数百倍のパワーを発揮することができる。その力があれば、何百キロの重さのある大剣を振ふりまわすことも、その武器で人を紙かみ吹雪ふぶきのように屠ほふることも、朝飯前だ。


　しかしその能力が失われた今、大剣は持ち上げることもできなくなり、鎧は重いだけの拘こう束そく具と化した。


　つまり彼は龍仙士ドレイクではなく、普ふ通つうの人間となったのだ──。


「はぐぅッ！」


　にわかにバルガが地面に膝を落とし、そして崩れ落ちた。顔面をしたたか地面に打ちつける。自ら装備している〝鬼煉甲〟の重量に筋力が耐えられなくなったのだ。


　バルガは無様に地面に這いつくばり、苦く渋じゆうと砂塵を口いっぱいに嚙み締める。


「馬鹿なッ!?　この俺が……この俺がッ……！」


　バルガが焦しよう燥そうと屈くつ辱じよくに顔を歪め、口角に泡あわを溜ためてリューイに怒ど鳴なる。


「てめぇ、その力はッ!?　龍仙具アトリビユートの力を吸収するだとッ……!?」


「吸収するだけじゃない」


　リューイは地べたに這いつくばる無力な悪鬼を冷ややかな目で見下ろして呟く。
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「吸収し、なおかつその力を倍加して自分の能力にする──それが僕の力」


　そうだ。殺したはずのリューイが、突とつ然ぜん〝治癒能力〟を発揮し、生き返った理由。


　その能力は、まさにバルガの〝鬼煉甲〟の力そのものだったのだ。


「今、お前はただの人間だ。怪力も……治癒能力も失われた」


　そう言ってリューイは腰こしに下げた剣をバルガに向かって翳かざす。バルガの顔色が変わった。


「ち、ちくしょう！」


　バルガが血が出るほど歯を食いしばり、リューイを見あげた。勝敗は決していた。


　リューイは右手に摑つかんだ剣けんをバルガの喉のど元もとにつきつける。


　その右手に光る〝龍帝珠〟から照射された鋭するどく赤い光がバルガの目に反射する。


「はッ!?」


　その瞬間、バルガが何かに気づいたように息を呑んだ。


「あ、赤い光だと!?　その力……ま、まさか……」


　その光に目を細め、バルガは忌いま々いましそうにリューイを睨にらんだ。


「〝クジャルク〟の力か……!?　アイツに力を与えられたのか!?」


　何かを知っている口ぶりで、悪鬼は口元を歪めて呟く。


「奴を知ってるのか!?」


〝クジャルク〟という名前を聞いた瞬間、リューイの顔色が変わった。


　グイと剣を首に押し当て、リューイが叫さけぶ。その顔は今までになく真しん剣けんそのものだ。


「どこだ!?　奴はどこにいる!?　言えッ!!」


　リューイの必死の叫びに、フンと笑って受け流すバルガ。


「獅郎シロウめ……何をやりてェか知らねェが、余計な真似まねしやがって……最後までムカつくヤローだったぜ……」


「クジャルクの……ハルカの居場所を言えッ!!」


　リューイはなおも声を嗄からして怒鳴り、首を切り落とさん勢いで剣を突き立てる。


「知るかよ」


　そう言い放ってニヤリと笑った瞬間、バルガは立ちあがった。最後の力を振り絞しぼり。


　その行動に驚き、反射的に飛び退のくリューイ。


「ふン……こっちでの十年間。俺にとっては楽しい日々だったぜ」


　バルガは全身の力を振り絞り、重い鎧よろいを全身で支え、仁に王おう立だちとなる。


「現実リアルのヌルい日常より、俺はこういう世界に生まれるのが夢だったンでね。人が簡単に死ぬ世界。そンな地じ獄ごくのような世界でこそ〝生きる〟って意味を実感できる──」


　バルガはクックックと笑い、そして突然、背中へと手を回した。


「!?」


　刹せつ那な、リューイはバルガが最後の一いち撃げきを食くらわそうと襲おそいかかってくると思い、思わず身構えた。しかしその判断は間ま違ちがいだった。


　彼の手には、一丁のマスケット銃じゆうが握られていたのだ。それは先程、吹ふき飛ばした龍哭塞の機動龍騎兵ドラグーンが落としたものを隠かくし持っていたのだ。


　バルガはその銃を自らのこめかみに突きつけ、そしてトリガーに指をかける。


「あばよ、新米龍仙士ドレイク。この戦い、お前の勝ちだ」


　刹那、バルガがニヤリと笑った。それは意外にも満ち足りた笑え顔がおだった。


　オルンにおいては〝辺境の悪あつ鬼き〟。現実世界においては〝最強最悪の不良〟。


　どちらの世界でも恐おそれられた一人の龍仙士ドレイクの、それは生しよう涯がい最後の表情だった──。


「やめろッ!!」


　リューイが悪鬼に飛びかかる。しかし遅おそかった。


　バルガ──鬼堂凱の指が、躊ちゆう躇ちよなく銃のトリガーを引いた。


　パン、と乾かわいた音が戦場に虚むなしく響ひびき渡わたった。


　その音は血で血を洗う〝タシュケルクの戦い〟の終結の合図でもあり、この戦で死んでいった敵味方の兵士、数千余人に手た向むける虚しき鎮魂歌レクイエムとなった。




　第二章　新たなニンムは五里夢中!?







　少女は降り注ぐ天窓の明かりを顔に受け、目を覚ました。


「ここは……」


　少女は周囲を見回す。石造りの室内は広く、立ち並ぶ石柱に支えられた天てん井じようは高い。


　そこはまるで教会の内ない陣じんを思わせる荘そう厳ごんで静せい謐ひつな空間だった。


　チチチと小鳥の囀さえずる声が聞こえ、少女は石柱の向こうに見える外の景色に目を移した。


　そこは戦いくさとは無む縁えんの平和な空間だった。


　そして、そこは少女──ハルカにとって、とても懐なつかしい場所だった。


「目覚めたか。ハルカ」


　不意に声がして、驚いてハルカが振り返る。石柱の陰かげに、男が一人、立っていた。


　ハルカと呼ばれた少女が、怯おびえた様子で男を見やり、にわかに美しい眉まゆを顰ひそめた。


　男は漆しつ黒こくの全身装甲鎧フルプレート・アーマーを纏まとっていた。その顔も黒い仮面に覆おおわれている。


「クジャルク──」


　ハルカが男の名を呟いた。そして蛇だ蝎かつの如ごとく軽けい蔑べつした視線を送る。その視線に気づき、クジャルクはフッと皮肉をこめて鼻を鳴らした。


　ハルカが男を拒きよ絶ぜつするのも無理はない。彼は彼女を拉ら致ちしてここに連れてきたのだ。


「私をどうするつもりなのです？」


「…………」


　ハルカの質問に、クジャルクは答えない。


「喜べ。タシュケルクの戦いは、パルミア軍の勝利に終わった」


　クジャルクが無感情のまま、そう言いながらハルカの元へと歩み寄る。


　ガシャンガシャンと脚きやつ甲こうが石いし畳だたみを叩たたく音が、吹き抜ぬけの天井に響いた。


「アヴァール軍は瓦が解かいし、ほぼ全ぜん滅めつだそうだ。封ほう王おうビスキスも行方ゆくえ不明だと聞く。お前の大事な下僕たちも、命をとりとめたようだな」


「下僕ではありません」


　ハルカがぴしゃりと言った。その目に怒いかりをこめて。


「〝仲間〟です。同じ志を持った……仲間」


　ハルカは小さく呟き、胸に輝かがやく青いペンダントをギュッと握にぎり締しめた。


　そして、遠く距きよ離りと次元を隔へだてて、生き別れになった一人の少年の面おも影かげを思い出した。


（リューイさん──）


　彼女は龍りゆう哭こく塞さいの主あるじであり、リューイたち龍仙士ドレイクの旗頭となるべき存在だった。


　そして彼らをこの世界に召喚よび出した〝召喚者〟でもある。


「…………」


　クジャルクは無言のまま小さくハルカを見やる。


「この場所を覚えているか？」


　唐とう突とつにクジャルクが話題を変えた。その質問にハルカはコクリと頷うなずく。


「顎がく山ざんの……臥が龍りよう渓けい……ですね？」


　ハルカの答えにクジャルクは小さく頷く。


　ここはオルンの中原に位置する顎山と呼ばれる山さん岳がく地帯。その山と山の隘あい路ろにある臥龍渓と呼ばれる小さな邑むらだった。


　邑の中心にある城館。その部屋の一室に今、ハルカとクジャルクはいた。


「ここに来るのは……十年振ぶりです」


　ハルカは答えた。それに対し、クジャルクは仮面の下でくぐもった吐と息いきを漏もらす。


「俺もだ」


　そう、この土地──臥龍渓は、ハルカにとってとてもなじみ深い土地だった。


　ここは彼女の生まれた場所だったのだ。


〝統とう国こく公主〟。それが少女の肩かた書がきだ。それはとりもなおさず、オルン全土を支配する大だい帝てい国こく〝ドルクルス統国〟の公主──つまり皇女であり正統な後こう継けい者しやであることを意味する。


　臥龍渓は統とう帝てい領、聖都ディサの西に位置し、歴代統帝の陵りよう墓ぼが並ぶ〝王家の谷〟だった。そこは古いにしえより聖域とされ、統帝の親しん戚せき縁えん者じや以外の立ち入りが禁止されている。そしてこの臥龍渓の中心に位置する秘密の荘しよう園えんは、代々、統帝家が国難の際、その玉体と一族の安全のために身を隠し、雌し伏ふくするための隠れ里であった。そのためこの場所は宮中の高官の中でもごく一部の者しか知らされていない。


　そして十五年前、ハルカはここで生まれたのだ。


　それはまさに統国未み曽ぞ有うの困難〝パルミア戦せん役えき〟の渦か中ちゆう。ハルカの父、第三十八代統帝、鞍あん上じよう帝ていジャルカが親しん征せいによって北方へと兵を進めんとする、まさにそのときだった。


「十年か──」


　クジャルクがそう言って、外ののどかな庭園風景を見やる。


「ここはお前の生まれ故郷でもあり、俺たちの故郷でもある」


　仮面の男の兜かぶとの下から、小さな吐息が漏れた。


「お前の父、ジャルカがこの土地にお前を産み落としたと同時に、俺達〝龍仙士ドレイク〟はこの世界に召喚された。それがすべての悲劇の始まりだ」


「悲劇？　なにを言うのです。その悲劇を引き起こした元げん凶きようこそ、貴方あなたなのでしょう？」


　ハルカが毅き然ぜんとした声で言う。その声には激しい批難と軽蔑が籠こもっていた。


　そう、この男──クジャルクこそ、ハルカの父、鞍上帝ジャルカを暗殺した張本人──。


「フッ」


　そのとき、クジャルクは初めて笑った。侮ぶ蔑べつにも自じ嘲ちようにも聞こえる微び笑しようだった。


「バルガが死んだ」


　クジャルクが話題をタシュケルクの戦いに戻もどす。


「戦場で死ぬとは。アイツらしい死に方だ」


　かつての戦友の死に際さいしても特に感かん慨がいする様子もなく、黒い鎧の男はそう呟つぶやく。


「これで残された〝鞍上帝の龍仙士ドレイク〟は俺とカルマパの二人だけになったということだ」


　そう呟き、クジャルクがハルカに向きなおった。


　仮面のスリットの奥から覗のぞく鋭い眼光が、少女の強こわ張ばった顔を射抜く。


「お前を助けに来た男……リューイといったか」


　リューイという名を聞いて、にわかにハルカの顔色が変わった。


　キッと眉み間けんに皺しわを寄せ、険しい顔でクジャルクを睨にらむ。


「安心しろ。あの男は簡単にはくたばらん。そのために力を分けてやったのだからな」


「何が目的なのです!?　クジャルク！」


　ハルカが詰きつ問もんする。しかしクジャルクはそれには答えず、相変わらず庭を見ていた。


「奴やつとは再び会うことになるだろう。俺もそれを望んでいる──」


　不意にクジャルクは自らの顔を覆った漆黒の仮面に手をかけた。


　ハッと驚おどろくハルカの目の前で、男はゆっくりと仮面を取り払はらい、素す顔がおを晒さらす。


　黒くろ髪かみと女性のように白い肌はだ。整った顔をした美青年だった。


　流りゆう麗れいな鋭するどい目には、深く暗い色を湛たたえている。


「リューイ──雪ゆき虎とらの弟。待っているぞ」


　クジャルクはそう呟き、ハルカをチラリと見る。


「楽しみだ。お前の仲間は、果たして俺の目的を遂とげるに足る力があるのか──」


　クジャルクがその薄うすく整った唇くちびるに、キュッと野望に満ちた笑えみを浮うかべる。


　背筋に冷たい戦せん慄りつが走り、ハルカは逡しゆん巡じゆんした。


（リューイさん──お願い、死なないで──）


　少女は部屋から覗く青い空を仰あおいだ。そして切なる願いをこめ、愛する少年の運命に小さく祈いのりを捧ささげた。





　　＊　＊　＊





　辛からくも戦いに勝利したパルミア軍は、故郷への凱がい旋せんを行った。


　凱旋、といっても決して華はな々ばなしい戦勝ムードに満ちたものではなかった。


　軍は疲ひ弊へいし、戦死者や負傷者も多い。それは喜ぶべき結果ではなかった。


　隣りん国ごくアヴァールの侵しん略りやく戦争に対し、パルミアの主権を守り通したことは誇ほこらしい功績であったが、所しよ詮せんそれは得る物のない不毛な戦いであった。


　しかしそれでも、軍がパルミアの首しゆ邑ゆう、代都カラバリクに入城するときには、市民は諸もろ手てを挙げて勇ゆう敢かんな兵士たちを労ねぎらい、そして歓かん迎げいした。


　リューイもまた〝白びやく天てん旗き幟し兵へい団だん〟を率いて、カラバリクの城門を潜くぐった。





「そうか……サーラル……兄貴がそんなことになっちまったか……」


　サクが目の前のリューイに哀あい悼とうの意を示した。


　傷と疲つかれを癒いやすために、町の一角に特設された兵舎の部屋。


　サクは簡易寝しん台だいに寝ねながら傷の手当てを受けていた。部屋にはリューイとリンがいる。


「あのサーラルを倒たおすとは……クジャルクって男はよほど強つえェんだな」


　サクのその言葉に、リューイは肯こう定ていも否定もせずに下を向いた。


　リューイは龍哭塞から連れ攫さらわれたハルカを助けに、リンとともに宿敵クジャルクの元に殴なぐりこんだのだ。しかし一いつ敗ぱい地ちに塗まみれ、最愛の少女を助けることはできなかった。そればかりか、目の前で実の兄、遠えん藤どう雪虎ことサーラルを見殺しにしてしまったのだ。


　リューイは人知れず奥歯をギリリと嚙かみしめた。


　思いだしただけで悔くやしさに涙なみだがこみあげてくる。


「ま、まぁ、ハルカもまだ無事みたいですし！　今回の遠征は一応、成功したわけだし。これからですよ！　コ・レ・カ・ラ！」


　リンが慌あわてて暗くなったムードを紛まぎらわすよう、努めて明るく振ふる舞まう。


「つーか、おめェ……覆ふく面めんどうしたんだよ」


「は？」


「は？　じゃねェよ。覆面つけてなかったか？　アホみたいな」


「誰だれがアホだッ！」


　リンがサクの言葉に嚙みつく。そして誤ご魔ま化かすようにアハハと笑った。


「い、いや、やめたの。ホラ、飽あきちゃってサ。覆面ヒーロー」


「なんだよ、飽きるって。いい加減なヤツ！」


　サクが呆あきれて苦笑する。


　リンは「お前に言われたくないわ、ボケェ！」と小さくサクにツッコミを入れた。


「それにしても。お前、どこかで見たことあるよ～な……」


　サクが顎あごを指でさすり、「う～む」しげしげと素顔のリンを見つめる。


　そう、サクはリンの正体──現実世界で彼女が姫ひめ小路こうじ凛音リンネであることを知らないのだ。無理もない。現実リアルの彼女は、引っ込み思案でイケてない文学少女風根暗少女なのだ。


「あ、いや、まあまあ！　よくある顔だしね！　あはははは！」


　リンが誤魔化すように愛あい想そ笑いをする。


　そして覗きこむサクに対し、強ごう引いんにその話題を打ち切ろうとした。


「おかしいな。お前みたいなカワイコちゃん一度見たら忘れるワケねェんだけどなぁ～」


　サクがそう言って頭に腕うでを回し、リンに色目をつかう。


「えっ？　可愛かわいい？　私が？」


　リンが不意にドキッと胸を弾はずませ、顔を赤くする。そして少し恥はじらってサクを見た。


「噓うそでしょ!?」


「ああ。噓だぜ～」


　サクがキシシと笑ってニッと歯を見せる。


「てめっ！」


　リンが思わずサクの包帯の巻かれた背中を思いっきり叩たたく。


「いてェ～ッ!!　てめェ！　怪け我が人になんてことすんだよッ！　いたわれバカ！」


　絶ぜつ叫きようするサク。和なごやかなムードになる室内。


　そのときガタッと、不意に音がした。それはリューイが立ち上がった拍ひよう子しに木き椅い子すが床ゆかに倒れる音だった。その弾はずみにサクとリンの会話と笑い声がピタッと止まる。


「どうした？　リューイ」


　サクが立ち上がるリューイを見あげる。


　そして彼の顔が真しん剣けんそのものだということに気づき、小さく逡巡する。


「僕はもう行くよ」


　リューイがサクに言う。その声には切せつ羽ぱ詰つまった真剣さが混じっていた。


「お、おい、リューイ、ちょっと待てよ。行くって、どこへ……？」


　サクがリューイの手を取って聞く。しかしリューイは彼の手を振りほどいて言った。


「決まってるだろ？　ハルカを助けに行くんだ」


　リューイが真面まじ目めな顔でそう答える。冗じよう談だんではない、本気だった。


「ちょ、助けに行くって、どこへだよ!?」


「そうだよ。ハルカさん、どこにいるかも分かんないでしょ？」


　慌てて引きとめるサクに、リンの声が被かぶさる。


「分からなくても、捜さがし出す。絶対に」


「無む茶ちや言うなよ！　この世界、どんだけ広いか知ってんのか!?」


　サクの訴うつたえに対し、リューイは彼をキッと睨んで言い放つ。


「とにかく遊んでる暇ひまはない。僕にはやらなくちゃいけないことがあるんだ」


　リューイの言葉は辛しん辣らつだった。戦いが終わって訪おとずれた、リンとサクの気楽な安息ムードが一気にぶち壊こわされる。


「オイ、誰が遊んでるって？」


　その棘とげのある物言いに、サクが気を悪くしてリューイをキッと睨む。


　リューイは冷ややかな目でサクを見返して言った。


「サク、お前は早く龍哭塞に帰って傷を癒してもらうんだ。そしてもっと龍仙具アトリビユートの力に磨みがきをかけろ。はっきり言って戦力外だ。こんな戦いで苦戦するようじゃ、クジャルクを倒しハルカを助けることなんてできない」


「オイ！　リューイ、てめェ、今なんつった!?　俺が戦力外だと!?」


　リューイの遠えん慮りよのない上から目線の言葉に、サクは思わず怒ど鳴なっていた。


「ちょっとくれェ強くなったからって、いい気になってんじゃねェぞ!?」


　そしてサクは目の前にいる友人に向かい、反はん抗こうの態度を示す。


「いい気になんてなってない。僕はハルカを助けたい。それだけだ。そのためにはもっと強くならなきゃいけないんだ。今は人から貰もらった〝力〟だけど……奴に勝つには、自らの〝力〟を手に入れなくちゃならない」


　リューイは怒おこるサクと向き合い、冷静にそう答える。


　そのスカした態度が、余計にサクの怒いかりの導火線に火をつけた。


「なんだよオマエ、俺たちが足手まといだってのか!?　上等だァ!!」


「ち、ちょっと、ストップストップ！　何ケンカしてるんスか～、もう!!!」


　リンが慌てて身を乗り出すサクを止める。


　サクは「ケッ」と舌うちをして、リューイを睨みつけた。


　しばしの沈ちん黙もくが流れ、険悪な空気が場を支配する。


「ちょっと失礼する」


　そのとき、その険悪ムードを打破するように、兵舎のドアが開け放たれた。


　トモエだった。


　トモエはそこにサクとリューイとリンの姿を確かく認にんすると、部屋の中に歩を進めた。


「サク、怪我の様子はどうだ？」


「おお、おかげさんで、なんとか生きてるぜ」


「そうか。龍哭塞につけば傷を治す龍仙具アトリビユートを持つ者がいる。それまでの辛しん抱ぼうだ」


　トモエはあくまでもクールな口調で事務的に説明する。


「ああ、サンキューな。生徒会長」


　サクが笑う。トモエは少し顔を逸そらし「すまなかったな」と囁ささやくような声で謝罪した。


「なんでアンタが謝るんだ？」


　サクがキョトンとした顔で言う。それに対しトモエは苦々しそうに下を向いた。


「その……私の作戦ミスで、お前を死の危険に晒してしまった。私は指揮官失格だ……」


　その言に、サクが合点がいったようにニヒヒと笑い、照れくさそうに頭を搔かいた。


「な～んだ、そんなことかよ。気にすんなって、ユッキー」


「だから、そのあだ名で呼ぶなと言ったろう！」


　トモエがにわかにサクを怒鳴って睨む。


「あ！　トモエ先せん輩ぱい。その態度、アレっすね!?」


　いきなりリンが横から会話に割って入った。そしてニヤニヤとトモエの顔を見て笑う。


「な、なんだ？」


　逡しゆん巡じゆんするトモエ。リンは得意げにたっぷりと間を取り、トモエを指さして言った。


「ズバリ、〝ツンデレ〟！」


「ば、馬ば鹿か言うな！」


　トモエがクールな顔を崩くずして赤らめ、困ったように怒った表情をした。


　それは、学園ではめったに見られない彼女の激レア表情だった。





「私がここに来たのは他ほかでもない」


　トモエは小さく咳せき払ばらいをして、話題を変えた。


「お前たちに会いたいという客がきている」


「客？」


　リューイとサクが同時に声を上げた。すると、部屋の中に一人の少女が入ってきた。


　少女は黒く美しい長ちよう髪はつの美少女だった。そして全身に刺青いれずみをしている。


「ヨギ！」


　少女は龍哭塞の軍師でありリューイたち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバー、法ほう眼げん小こ夜よ祇ぎことヨギだった。ヨギは相変わらずの無表情な顔で、久々の仲間との再会にも無感動に対応する。


「お前が客かよ？」


「違ちがう」


　ヨギは簡潔かつ簡略に呟つぶやくと、背後をチラリと見やり、外へと顎で合図をする。


　するとヨギの背後から、もう一人〝客〟が部屋へと入ってきた。


「いや～懐なつかしいなァ～！　この大地の匂におい！　久し振ぶりだなァ～～！」


　突とつ然ぜん、部屋にあっけらかんとした声が響ひびいた。部屋にいる全員が呆ぼう然ぜんとなる。


　もちろんその声の主は、ヨギに誘いざなわれてやってきた〝客〟だった。


「はははは！　やあやあ！　みなさんこんにちわ！」


〝客〟の男が頭を搔き、底そこ抜ぬけに明るく笑ってみんなを見回して挨あい拶さつする。


　リューイもサクもリンもトモエも、見たことのない男だった。


　歳としは確実にリューイたちより上だ。間ま違ちがっても高校生ではない。大学生か、もしくは社会人。二十歳はたち過ぎくらいか。背が高く、そこそこ男前だが、明るい笑え顔がおと軽そうな態度が、なんだか頼たよりなさそうな印象を与あたえる。


「いや～、オルンにまたやってくるハメになるとは！　まさしく人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬！」


　男が笑う。その口調から察するに、彼も龍仙士ドレイクらしい。しかし逍しよう遥よう館かん高こう校こうの生徒でもないのに龍仙士ドレイクというのは、何か違い和わ感かんがある、とリューイは思った。


「お、君がリューイ君か！」


　不意に男はリューイを見つけて歩み寄ってきた。そして強ごう引いんに握あく手しゆを求める。


「君とは以前、会ったことがあるんだヨ。覚えてる？」


「え……？」


　戸と惑まどうリューイ。それもそのはず。彼は男の顔にまったく覚えがなかったのだ。


　男はニヤニヤと楽しそうにリューイを見やる。


「いや～、効いたな～。頭にガツーンと。ラーメン屋の看板！」


　そう言って、頭を痛そうに擦こする大おお袈裟げさな演技をする男。


「あ！」


　その瞬しゆん間かん、リューイは思い出した。


　そうだ。あれは確か、ジュノとリンと〝火曜隊チーム・サラマンダー〟探たん偵てい部隊の任務で繁はん華か街がいのクラブに行ったときのことだ。帰り道の路地で突然、謎なぞの男が現れ、尋じん問もんを受けたことがあった。


　そのとき、彼は逃にげるジュノを助けるため、近くにあったラーメン屋の看板で男を殴なぐり、逃とう走そうしたのだった。


「あのときの……暴漢!?」


「ちょっとちょっと！　暴漢はヒドイなぁ。僕はあくまで紳しん士し的平和的に接したつもりだったんだよ。それをいきなり乱暴してきたのは君たちだろ～!?」


　男は困ったようにため息をついた。そしてにわかに背筋を伸のばし、皆みなに向かって声を張る。


「僕の名前は等々力とどろき迅じん馬ま──現実リアルじゃあ一応、フリージャーナリストを名乗ってる」


　そう自己紹しよう介かいをする男の隣となりで、ヨギが小さく呟いた。


「オルンでの名前は〝フレン〟──かつて私とともに鞍上帝に仕えた統とう天てん五ご旗き将しようの一人、剣けん聖せいフレンと呼ばれた人物よ」


「え!?」


　その言葉に、その場にいる全員が同時に驚おどろきの声を発していた。





　　＊　＊　＊





「僕がここに来たのは他でもない」


　トドロキは椅い子すに座って落ち着いた口調で言った。


「君たちの力が必要なんだ。もちろん現実リアルの話──」


　そう言ってトドロキは皆の顔を順番に見て、最後にリューイに視線を合わせる。


「特にリューイ君、君の協力が欲しい」


「何だよ。協力って」


　サクが頭に手をまわし、トドロキに聞く。


「人捜しさ」


　トドロキがそう言って、小さくはにかんだ。


「僕は今、ジャーナリストとしてある人の行方ゆくえを捜しているんだ。その手て掛がかりになるヒントを知っているのは、恐おそらくリューイ君、君しかいないんだ」


　トドロキの言葉は意味不明だった。


「おっと、何言ってんだコイツ？……な～んて顔で見ないでくれよ。これは君たちにとっても大切な問題なんだ」


　トドロキがおどけた態度でそう弁明する。


「恐らく龍哭塞の命運──いや、オルンと君たちの命運を賭かけた問題だ」


「ホントかよ」


　サクが鼻白む。どうやらサクはトドロキを信用していないようだった。無理もない、初対面で唐とう突とつにやってきて、そんな話をされてもにわかに信じ難がたい。


「とにかく。オルンの戦いは一いつ旦たん、一休みだ。皆には現実リアルに戻もどってもらう」


　そう言ってトドロキは立ちあがった。優やさしい口調だったが、その言葉の裏には、有う無むを言わさぬ凄すご味みがあった。


「嫌いやだ」


　きっぱりと断定的な答えが、トドロキの胸に跳はね返った。


　それを発したのはリューイだった。


「僕はもう現実リアルには帰らない。ハルカを助けるまで。そしてクジャルクを倒たおすまで──」


　リューイも立ちあがり、トドロキを一いち瞥べつする。


　聞く耳をもたない、といった風にリューイはスタスタと兵舎を出ていこうとする。


「ち、ちょっと待ちたまえ！」


　トドロキが慌あわてて、ドアの前でリューイの行く手を阻はばむ。


「君の目的は法眼君から聞いている。しかし今、オルンで足あ搔がいても、君の実力じゃどうにもできないんじゃないのか？」


　トドロキの目がキランと光った。


　彼の言うことは正論だった。先ほどサクにも言われたことだが、ハルカとクジャルクの行方は杳ようとして知れない。この広大なオルンでたった二人の人間を捜さがすのは、砂さ漠ばくの中から一本の針をみつけるより難しい。


「冷静になるんだ、リューイ君。リラックスリラックス！」


　トドロキはそう言ってリューイの肩かたにポンと手を置く。


　しかしリューイはその手を乱暴に振ふり払はらった。


「かまうもんか」


　リューイは立ちはだかるトドロキをどかそうと肩を張る。そしてこじ開けた隙すき間まからドアへと強引に道を作った。


「死ぬぞ。君はクジャルクには勝てない」


　リューイの背中に、辛しん辣らつな言葉が跳ね返った。


　その言葉にピクリと反応し、リューイが怒いかりの顔でトドロキを見やる。


「クジャルクどころか、君は誰だれにも勝てない。今の君は単なる〝役立たず〟だ」


　トドロキのその言葉に、さすがの温厚なリューイも瞬間的に頭に血が上るのを覚えた。


　僕が〝役立たず〟だと!?


　確かに少し前はそうだった。しかし今、僕は〝力〟を手に入れたのだ。


　それは憎にくきクジャルクによってもたらされた忌いまわしい〝力〟だ。


　しかし現に、僕は宿敵バルガを圧あつ倒とう的な力で倒したのだ。


　もう誰にも、僕を〝役立たず〟だなんて言わせない──！


「試ためしてみるか!?」


　リューイはトドロキの挑ちよう発はつにあえて乗り、彼に向かって右手を掲かかげた。


　そして気合いをこめ、掌てのひらの〝龍帝珠リユウテイジユ〟に赤い光を発動させる。


「やれやれ。力ずく……っていうのは性しよう分ぶんじゃないんだけどなァ……」


　激しいリューイの敵てき愾がい心しんを受け、トドロキが困ったように頭を搔かいた。


「おい！　リューイ、やめろバカ！」


　サクが制止しようとしたが、後の祭りだった。


「はあっ！」


　問答無用でリューイは掌の〝龍帝珠〟を発動し、トドロキに襲おそいかかる。


　それに対しトドロキは戦せん闘とうの構えもとらず、リューイの攻こう撃げきをまともに受けた。


　次の瞬間、ダン！　と板張りの床ゆかを叩たたく音がして、周囲に埃ほこりが舞まった。


「!?」


　一いつ瞬しゆんの出来事だった。リューイは自分がどうなったかも分からぬまま、気がつくと頰ほおを床にしたたかにぶつけ、地面に這はいつくばっていた。


　トドロキはしなやかな体術によって片手一本だけでリューイの攻撃をあしらい、余力を駆かって彼の体を地面に叩きつけたのだ。


　それは合気道の達人のような、目にもとまらぬ格かく闘とう術だった。


　勝負あり。リューイはいとも簡単にトドロキによってあしらわれたのだ。


「な、なんで!?」


　リューイは自分の敗北に合点がいかず、完全に理解不能に陥おちいっていた。


「〝龍帝珠〟が効かない!?」


「そりゃそーだろ」


　トドロキが呆あきれた様子で這いつくばったリューイの肩と腕うでを摑つかむ。


「い、痛ッ!!」


　トドロキがほんの少しの力で腕を捻ひねると、リューイの肩に激痛が走った。ピクリとも動けないほどに完全にホールドが決まっていた。


「君の〝龍帝珠〟の能力は〝敵の龍仙具アトリビユートの力を吸い取り、増ぞう幅ふくして自分のものにする〟力。だから敵が強大な龍仙士ドレイクであるほど、その力は強くなる。つまり対龍仙士ドレイクに特化した最強龍仙具アトリビユート。恐らく相手が龍仙士ドレイクなら、間ま違ちがいなく君は無敵だろう」


　腕をガッチリとホールドしたまま、トドロキは笑ってリューイの耳元に囁ささやく。


「でも僕は今、一いつ切さい、龍仙具アトリビユートの力を使っていない。この格闘術は僕の生身の身体能力だ。人間相手じゃ君の〝龍帝珠〟は当然、無力。そして君はただの非力な高校生だ」


　そう言うとトドロキはパッとリューイを拘こう束そくした手を離はなした。


　痛みから解放されたリューイは涙なみだ目めになって起きあがる。まだ腕がジンジンと痛かった。


「こう見えて僕は結構強いんだぜ。高校時代は剣けん道どうで全国大会優勝したこともある」


　トドロキはフフンと鼻を鳴らし、自じ慢まんげにリューイを見下ろして笑った。


「僕と格かく闘とう技ぎで対等に戦える相手は……当時は雪虎くらいしかいなかったかな」


　その言葉を聞いた瞬間、リューイの目が見開かれた。


「兄さんを知っているのか!?」


「ああ、よ～く知ってるよ。まぁ、親友と呼べる間あいだ柄がらだったかな。向こうはどう思ってるかは知らないけど」


　そう言ってトドロキがニコッと笑う。


　遠藤雪虎の友人──確かにトドロキの年ねん齢れいは雪虎と同年代だ。


　ヨギも言っていたが、彼はかつて鞍上帝に仕えた龍仙士ドレイクだったらしい。雪虎は白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラル。そして彼も統天五旗将の一人。確かにそれは噓うそではないようだ。


「兄の仇かたきをとりたいという君の気持ちは分かる。僕も同じだ」


「同じ!?」


　トドロキは手をパンパンとはたき、埃を落としながら言う。


「僕たちは共通の敵を相手にしているということさ。相手はクジャルク──黒くろ神がみ獅郎シロウ」


　トドロキの口から、ハルカを攫さらい、雪虎を殺した憎き仇の名が語られる。


「クジャルク……って、どんなやつなんだ？　アンタ、知ってるのか？」


　サクが横から口を挟はさむ。トドロキはその質問に神しん妙みような顔で頷うなずいた。


「黒神獅郎──奴やつもかつて僕たちの仲間だった。だから彼の実力はよく知っている。そしてその性格も」


「奴の……性格？」


　リューイは恨うらめしそうにトドロキを睨にらみながら立ちあがる。


「あいつは恐ろしい男だ。学生の頃ころから、あいつの目には常に狂きよう気きが宿っていた」


　言いながらトドロキはリューイと再び向かい合う。


「言っておくが、獅郎は僕より強いぞ。色々な意味で」


　その言葉に、リューイは強く打ちひしがれた。何より、トドロキに軽くあしらわれたことで、いままで高こう揚ようしていた自信がズタボロに崩くずれ去っていた。


「悪いことはいわない。現実リアルに戻って頭を冷やせ。それに──」


　不意に、トドロキは再び部屋にいる全員の顔を見回す。


　トドロキの顔から笑いが消えていた。その顔は真しん剣けんかつシリアス、そして苦く渋じゆうの色が映っている。


「事態は一刻を争う。実は現実世界でも、君たちの大切な人がピンチなんだ」


「大切な人!?」


　リューイの問いに深く頷き、トドロキがリューイの目を見た。


　そして次に彼の口から出た名前は、その場の皆みなを一瞬にして凍こおりつかせた。


「火ひ野の宮みや寿乃ジユノ──ジュノ君がやつらに攫われた。状じよう況きようはかなり逼ひつ迫ぱくしている──」
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「紅茶はいかがですか？　フォートナム＆メイソンです」


　そう言って、女性は細く綺き麗れいな指先で、テーブルの上のティーカップに紅茶を注いだ。


　コポコポと音を立て、温かそうな湯気をあげる琥こ珀はく色いろの液体。


　ジュノはソファに座り、女性のその仕草をじっと黙だまって見つめていた。


「安心してください。毒なんて入ってないですから」


　女性は身を硬かたくしているジュノに向かって微笑ほほえみかけた。その笑みは確かに狡こう猾かつな策略を企たくらむような様子は感じられなかった。


「ジュノさん──そう呼んでいいかしら？」


　女性はジュノに紅茶を差し出しながら言う。ジュノはコクリと小さく頷いた。


　ジュノの目覚めた、このホテルのスイートのような部屋。そこに現れた女性は、穏おだやかな様子でジュノを丁てい重ちようにもてなしてくれた。


　ジュノはティーカップを持ち、香かおり立つ匂においを鼻に感じながら女性を見やる。


　女性は美しかった。


　長く美しい髪かみに隠かくれたほっそりとした顔は、優ゆう雅がな気品に満ちている。


「ハルカ──？」


　ふと、ジュノはその面おも影かげに、この世界にはいるはずのない一人の女性を見出した。


　オルンで統国公主という立場にある女性──ハルカである。


　そんな馬ば鹿かな──。


　ジュノはそのありえない発想を必死に脳のう裏りから取り払う。


　ハルカがこの世界にいるはずがない。きっと他人の空似。そうに違ちがいない。


　そして改めて女性を見ると、確かに彼女はハルカに似ているが別人だった。


　何より、ハルカよりもずっと大人っぽい。ジュノよりも年上。きっと二十歳はたち前後だろう。


「あなたは誰……ですか？」


　ジュノは恐おそる恐る女性に名前を聞いた。


「マイカ──夢ゆめ久ひさ舞華マイカと言います」


　女性はそう自己紹しよう介かいし、小さく笑った。その控ひかえ目な笑顔もハルカに瓜うり二ふたつだ。


「マイカさんここはいったい？　貴方あなたは──」


　ジュノがティーカップをテーブルに戻もどし、矢や継つぎ早に質問しようと身を乗り出す。


　しかしマイカは穏やかな様子で、彼女の言葉をやさしく制した。


「隠してもしょうがないことだから、正直に言います」


　そう言ってマイカは小さく逡しゆん巡じゆんしつつ、口を開いた。


「私は、貴方を拉ら致ちした新興宗教団体〝龍りゆう神じん会かい〟の教祖を務める者です」


「えっ──!?」


　その言葉に、ジュノは激しくショックを受けた。


　やはり、今までの事は夢ではなかったんだ。


　ジュノは〝龍神会〟の施し設せつで殴おう打だされ、意識を失って拉致された記き憶おくを改めて反はん芻すうする。


「手て荒あらな真似まねをしてごめんなさい」


　マイカは心底申し訳なさそうに頭を下げる。


「安心してください。体に異常はありません。もちろん気絶している間に、何かするようなことは一切していません」


「い、いえ、いいんです。そもそも不法侵しん入にゆうですから。こっちこそすみません……」


　マイカの真しん摯しな謝罪をジュノは両手を振ふって必死に留める。


「信者には暴力の禁止を徹てつ底ていしたつもりだったのですが──私の不徳の致いたすところです」


　そう言って悲しそうに唇くちびるを嚙かむマイカ。彼女の優雅で清せい楚そな物もの腰ごしは、とても狂気の新興宗教団体を束ねるリーダーとは思えなかった。


「ちょっと……意外です」


「意外？」


「はい……マイカさん、貴方のような女ひとが〝龍神会〟教祖だなんて。その……失礼ですが、カルト教団っていうのはもっと恐ろしそうな存在だと思っていたものですから」


　ジュノは正直に感想を述べた。それに対しマイカは納なつ得とくしたように苦く笑しようする。


「もちろん恐ろしい存在──です」


「えっ？」


　意外な答えに、ジュノがハッとなって息を呑む。そして見やったマイカの顔には、なにか憂ゆう鬱うつで悲しい色が浮うかんでいた。


「この教団も、この数年でずいぶんと変へん貌ぼうしてしまいました。教祖といっても、今や私は名ばかりの存在。教団に対する何の権限も持ち合わせていません──」


　マイカは言いながら周囲を見渡す。


「この部屋の生活も、何不自由ない優ゆう雅がな生活と思うでしょうが、いわば軟なん禁きん状態です」


「軟禁状態!?」


　ジュノの返事に頷くマイカ。〝軟禁〟という言葉を聞いて、初めてジュノはこの部屋の違い和わ感かんに合点がいった。確かにこの部屋には窓がなく、外を見ることができないのだ。


　ふとジュノは思った。教団の教祖を名乗るこの女性──実は彼女は教団のリーダーではなく、むしろその逆なのではないか？　つまり──。


「貴方は……もしかして〝龍神会〟に捕とらえられているのですか？」


　ジュノの質問に、マイカは無言の肯こう定ていで返答した。


「そうかもしれません。もはや私でさえ、教団の陰謀を抑おさえることはできない──」


「陰謀!?」


　その言葉を発し、ジュノが立ちあがった瞬しゆん間かんだった。


　不意に部屋の隅すみでブザーが鳴った。それは備え付けられたインターホンの音だった。


　ブザー音を聞いたマイカの顔色が変わった。


「ジュノさん！　隠れて!!」


「え、え!?」


　マイカは乱暴にティーカップをテーブルに置いて立ちあがり、ジュノを急せかす。


　ジュノは訳が分からずアタフタとする。


「ここに！」


　マイカに促うながされ、ジュノはベッドの下のスペースに体を押しこむ。


「すみません！　しばらくそこで物音を立てないで下さい！」


　マイカが覗のぞきこみ、ジュノにそう指示した直後に、部屋のドアが開く音がした。


　部屋に何者かが入ってきた。ジュノのいるベッドの下からでは、部屋の様子はほとんど見えない。ただ、ベッドと床の間のギリギリの隙すき間まに、マイカ以外の者の足が見えた。


　その足は高級なスーツと靴くつを履はいた男のものだった。


「ハザマ──」


　マイカが言う。


〝ハザマ〟──どうやらそれが、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者の名前らしかった。


「いきなりやってくるとは──少し不ぶ躾しつけではありませんか!?」


　マイカが〝ハザマ〟に言う。刺さすような批難と嫌けん悪お感かんが声にありありと混じっていた。


「これは失敬──」


　声がした。〝ハザマ〟の声だ。ジュノの隠れている位置からは男の顔が見えない。その声は確かに成人男性の声だったが、歳としの程ほどはまったく分からなかった。


「少し御ご寮りよう人にん様に伺うかがいたい義がございましてな」


〝御寮人〟とは、きっとマイカのことだ。龍神会では教祖のことをそう呼ぶらしい。


「他た人にん行ぎよう儀ぎな。本ほん性しようを見せなさい。〝ハザマ〟──」


　マイカのきつい口調に〝ハザマ〟はククッと小さく喉のどを鳴らして笑う。


「そうだな。ここには俺とお前しかいない。堅かた苦くるしいしきたりはナシだ。マイカ」


〝ハザマ〟の口調が突然、砕くだけた。男はマイカの周りをウロウロ歩いて言う。


「昨夜、世せ田たが谷や支部で何かトラブルがあったらしいな」


〝ハザマ〟が呟つぶやいた瞬間、マイカが小さく息を呑のんだ。緊きん張ちようしているのが声で分かる。


「……何もありません」


　マイカは戸と惑まどいながらそう返答する。


「本当か？　教団に何かトラブルがあった場合は、必ず俺に知らせてくれないとな──表おもて沙ざ汰たにならぬよう、しかるべき処置を行うのが俺の役目だ」


〝ハザマ〟が困ったようにため息をついて答える。相手を小こ馬ば鹿かにした態度だった。


「身勝手な行こう為いは控ひかえるんだな。後で泣きを見るのはお前だぞ」


〝ハザマ〟はマイカに釘くぎを刺す。その声には有う無むも言わさぬ威い圧あつ感かんがあった。


「だから、何もなかったと言っているでしょう！」


　マイカが苛いら立だった声で反論した。


「あの支部は私のプライベート施設です。たとえ教団の相談役である貴方であっても、立ち入りは許しませんよ！」


　ジュノと会話していたときの彼女とは違う、怒いかりに満ちた声だった。


〝ハザマ〟は鼻白み、「フン」と不満げに小さく鼻を鳴らす。


「……先客か？」


　突然、〝ハザマ〟が話題を変えた。その瞬間、ジュノはドキッと心臓が飛び出るほど驚おどろく。


　男の指がテーブルの上のティーカップに触ふれたのだ。二人分で置かれたカップに。


「カウンセラーの定期検けん診しんです。先ほど入れ違いで帰りました」


　マイカが毅き然ぜんと噓うそをつく。その態度に〝ハザマ〟はフウンと頷うなずいた。


「フン。紅茶が冷めぬ間に帰るとは……ずいぶんとせっかちなカウンセラーだな」


〝ハザマ〟が笑った。冷たく狡猾な笑顔を想像し、ジュノはゴクリと唾つばを飲んだ。


「お前、やはりあの施設に、あの男を匿っているな？」


「あの男……？　なんのことです？」


〝ハザマ〟のカミソリのような鋭えい利りな尋じん問もんに、努めて冷静を保って返答するマイカ。


「隠し通せると思っているのか？　俺を見くびらない方がいい」


　きつく重い声でそうマイカに釘を刺し、〝ハザマ〟の足がクルリと踵きびすを返した。


「そうそう、例の計画はすでに最終段階に入った」


〝ハザマ〟が背中を向けたマイカに向けて、そう呟く。


　例の計画──？


　ジュノはベッドの下で〝ハザマ〟の不可解な言動にピクリと反応する。


「既すでに教団の〝虚無衆キヨムシユウ〟十二人の選せん抜ばつも済んでいる。全員、教団に命を捧ささげることも厭いとわない、熱ねつ狂きよう的な信者たちだ」


〝ハザマ〟はそう言いながらマイカの正面へと引き返し、彼女の鼻の先に顔を近づける。


「あとは〝第三の門〟を開くのみ──それはお前の役目だ。マイカ」


〝第三の門〟──？


　立て続けに飛び出す謎なぞの言葉に、ジュノがベッドの下で首を傾かしげる。


　この男は、何を言っているのだろう……？


「…………」


　マイカは固く口を閉ざし、〝ハザマ〟に対して無言の拒きよ絶ぜつをする。


　その態度に〝ハザマ〟は呆あきれたようにクククと笑う。


「往おう生じよう際ぎわが悪いな。お前を生かすも殺すも俺次し第だいだ。従兄妹同士、これからの将来を考えて、仲良くしたほうが身のためだぞ」


「お祖母ばあ様さまは、貴方を夢久の家から勘かん当どうしたと言っていました」


「フン、ババアめ……いつか見つけ出して殺してやる」


　その声は有無を言わさぬ迫はく力りよくだった。ジュノは背中に氷柱つららをつっこまれたような悪お寒かんに襲おそわれる。それほどに〝ハザマ〟の言葉は鋭するどく、そして冷たかった。


「無む駄だな抵てい抗こうに労力を惜おしむより、教祖としての本分を尽つくしてください。御寮人」


〝ハザマ〟が急に敬語になって慇いん懃ぎん無礼に言い、ツカツカとドアへと去っていく。


「教祖の本分──それは傀儡という意味ですか？」


　マイカがあらん限りの批難と侮ぶ蔑べつをこめ、〝ハザマ〟に言う。


「はっはっは！　面おも白しろい冗じよう談だんだ。御寮人！」


〝ハザマ〟が笑った。そして再びドアが開き、男の足はそのドアの向こうへと消えていく。


　外側から電でん子し錠じようのかかる音とともに、再び室内に沈ちん黙もくが訪おとずれた。
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「すみません。その体勢はつらかったでしょう？」


　マイカに促されジュノはベッドの下から這はい出した。子供の頃ころからお転てん婆ば娘むすめであったジュノにとって隠かくれんぼなど朝飯前だったが、今回はさすがにドキドキしていた。


「彼はいったい？」


　ジュノの質問に、マイカは小さく首を振る。


「教団の……関係者です」


　彼女は言葉を濁にごす。ジュノはその気持ちを察し、それ以上の追及を諦あきらめた。


「ジュノさん」


　突然、マイカがジュノに向き合い、彼女の目を見つめて言った。


　ジュノは驚き「は、はい！」と返事をする。


「貴方あなたは逍遥館高校の学生寮りように住む生徒ですね？」


「な、何故なぜそれを──？」


　マイカの言葉に、ジュノは驚いて聞き返した。マイカはコクリと頷いた。


「私もかつては、逍遥館高校の生徒でした。なので貴方たちの〝秘密〟も知っています」


「え!?」


　唐とう突とつな告白だった。予想外の彼女の言葉にジュノは思わず声をあげていた。


　その反応に対し、マイカは真しん摯しな顔でジュノを見やる。


「学生寮に住む生徒は、夢の中でオルンへと召しよう喚かんされる。絶大な力を持つ龍仙具アトリビユートを持った伝説の神しん仙せん〝龍仙士ドレイク〟として──」


「マイカさん……貴方はもしかして──」


「はい。私もかつては龍仙士ドレイクでした」


　間ま違ちがいなかった。


　学生寮の秘密は、当事者になった者しか信じられないだろう。それほどに荒こう唐とう無む稽けいなものだった。それを知っているということは間違いない。マイカは逍遥館高校の元生徒、つまりジュノの先せん輩ぱいなのだ。


「ジュノさん、お願いがあります」


　突然、マイカがジュノの手をとって握にぎった。そして美しい瞳ひとみでジュノを見つめ、訴うつたえる。


「私の代わりにオルンに行って、やって欲しいことがあるのです」


　その言葉を聞いた瞬間、ジュノの顔が曇くもった。


　そして熱い視線を向けるマイカから目をそらし、下に伏ふせる。


「無理なんです……すみません」


　そしてジュノは呟いた。その顔が悲しい色に染まる。


「私は……もう、オルンにはいけないんです……」


　ジュノの返答に、マイカはすべてを理解した。


　それは学生寮で〝龍仙士ドレイク〟になった者しか知らない、二つの世界の間のルールだった。


　学生寮の寄宿生は、現実で寝ねるとオルンに召喚される。そして強大な〝龍仙士ドレイク〟になる。


　しかしそんな〝龍仙士ドレイク〟といえど、死ぬときはある。


　そしてオルンで死んでしまった〝龍仙士ドレイク〟は、もう二度と夢を見なくなる。


　つまりもう二度とオルンに召喚されることができなくなるということだ。


　ジュノはかつて、龍哭塞でも一、二を争う、炎ほのおを操あやつる最強の〝龍仙士ドレイク〟だった。


　しかし先の戦いで、悔くやしくもその命を落としたのだ。それ以降、彼女はもう二度とオルンに行くことができなくなった。


「そうですか」


　マイカは納なつ得とくしたように頷き、ジュノを励はげますように微笑ほほえむ。


「……私と同じですね」


「マイカさんも……!?」


　ジュノがハッと顔をあげた。マイカはコクリと頷く。


　彼女も、オルンで死んだ〝龍仙士ドレイク〟──!?


　たしかにあり得ない話ではない。オルンは血で血を洗う戦国乱世。同級生の寮りよう生せいでもジュノ同様、オルンで死んで、もう召喚されなくなった仲間は沢たく山さんいる。


　かつての鞍上帝時代に、同じような境きよう遇ぐうの生徒がいても不思議ではなかった。


「ジュノさん」


　いきなり、マイカは握ったジュノの手に力をこめた。


　驚いて彼女を見るジュノ。彼女の瞳に決意のような真摯な火が宿っていた。


「なんでしょう……」


　ジュノは少し逡しゆん巡じゆんする。マイカは真しん剣けんな顔で小さく呟いた。


「貴方には覚かく悟ごはありますか？　危険な賭かけに挑いどむ覚悟──」


「き、危険な賭け？」


　ジュノが唾を飲む。マイカは大きく頷き、ジュノの大きな目を見つめる。


「私の果たせなかった夢を、貴方に見て欲しい──」
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「私にできることがあれば……」


　マイカの訴えに、ジュノは誠意をこめて頷く。


　いつの間にか、彼女はマイカという女性が好きになっていた。


　同じ〝オルンで死んだ龍仙士ドレイク〟という境遇に親近感が生まれたのかも知れない。


「それに──」


　マイカが再びジュノの手を握りしめた。


　その手は細く繊せん細さいだが、熱く、そして強い。


　マイカは覚悟をこめてジュノに言い放つ。


「もしかしたら、貴方は再び夢を見ることができるようになるかもしれない──」


「え!?」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ジュノは今までで最大の驚きの声を口に出した。
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「あった。この中かな──？」


　リューイはクローゼットの中に積まれた段ボールの箱を引きずり出した。


　現実世界──逍遥館高校の学生寮。リューイの部屋。


　学生寮に住み始めて三ヶ月。生活必ひつ需じゆ品はあらかた整理し、片付け終わったのだが、引っ越こしの荷物のいくつかは荷解きすることなくクローゼットの中にしまっていたのだ。


　──どんなものでもいい。何か手がかりを捜さがしてくれないか？


　カラバリクで会ったトドロキと名乗るフリージャーナリストにそう言われ、リューイは仕方なく現実世界に〝ログアウト〟していた。


　──君の兄、雪虎の過去に関する事を調べて欲しい。きっと実の弟である君なら、僕が捜しても見つからなかった〝秘密〟が、見つかるかも知れない──。


　トドロキのリューイへの依い頼らいは、そんな内容だった。


　リューイは渋しぶ々しぶ、その申し出を了りよう解かいした。


「手がかりって言ったって……」


　ブツブツと文句をいいながら、段ボールに張ったガムテープを剝はがし、中のものを引っ張り出す。


　その段ボールには、かつてリューイが田舎いなかに住んでいたとき、兄、雪虎から届いた手紙をまとめてしまっていたはずだった。


　四年前、リューイが中学生だったころ。雪虎は既すでに高校生としてこの逍遥館高校に通い、この学生寮に寄宿していた。


　リューイはそのときに定期的に兄から送られてくる手紙を毎日楽しみに待っていたのだ。段ボールの中にあった菓か子しの箱をあけると、そこにはギッシリと手紙や絵ハガキがしまわれていた。それが雪虎からの手紙──リューイの宝物だった。


　リューイはその手紙の一通一通に目を通す。


〝元気か？　リューイ？〟〝飯はちゃんと食べているか？〟


〝叔父おじさん夫ふう婦ふに迷めい惑わくをかけていないか？〟〝今度、都会に遊びに来い〟


　それは他愛たわいのない言葉の数々だった。


　しかし整った兄の字で綴つづられたそれらの言葉は、彼に懐なつかしい気分を呼び覚まさせた。


「兄さん──」


　いつの間にか、リューイの目に涙なみだが浮うかんでいた。


　兄はもう、この世界にはいない。


　そして、オルンにもいないのだ。


　彼は死んだのだ。しかもリューイの目の前で。憎にくきクジャルクの剣けんにかかって──。


　そのときの情景を思い出し、改めてリューイの体にふつふつと怒いかりの感情が沸わきあがる。


「クジャルク……待ってろよ……！」


　リューイはそう独り言ごつと、キュッと強く唇くちびるを嚙かみ締めた。


「──？」


　そのとき、ふとリューイは自分宛あての手紙に混じった一枚の紙し片へんの存在に気がついた。


　それは写真だった。絵ハガキではない。スナップ写真だ。


　きっと、封ふう筒とうに手紙とともに同封されていたものだろう。しかし一いつ緒しよに添そえられていたはずの手紙はなくなり、どんな趣しゆ旨しでその写真をリューイに差し出したかは分からなくなってしまっている。


　リューイは写真に目を落とした。


　それは海岸で撮とった写真だった。砂すな浜はま。その奥には印象的な白い灯台が写りこんでいる。


　おそらく季節は夏──海水浴のシーズンか。


　きっと、夏の旅行か何かのときに写したであろうスナップショットだった。


　そして写っている人物は男女二人。男の方は間違いない。雪虎だ。


「兄さん、楽しそうだな」


　リューイは率直にそう思った。顔を寄せ合い、写真に写る雪虎は白い歯をみせて笑っていた。どちらかというとクールな印象のある彼らしくない、心底楽しそうな表情だ。


　恋こい人びと同士──そのツーショット写真から受ける印象は、まさに付き合っている彼氏と彼女の関係だった。そういえば雪虎に彼女がいるという話は聞いたことがない。しかし〝逍遥館の虎とら〟と言われた秀しゆう才さいの彼のことだ、高校ではさぞかしモテモテだったのだろう……リューイと違ちがって。


「──!!」


　ふと、雪虎から隣となりに写った女性に視線を移したリューイは、驚きよう愕がくに写真を持つ手を止めた。そこに写った女性に、そこには存在するはずのない、ある女性の面おも影かげを見たのだ。


「ハルカ!?」


　似ている──リューイは思わず愕がく然ぜんとして息を呑のんだ。


　写真に写った女性は、ハルカに面影がそっくりだったのだ。


　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのハルカとは違い、写真の少女は黒くろ髪かみに黒い瞳の日本人だ。だからパッと見は気づかなかった。しかしよく見ると、その顔は確かにハルカにそっくりだ。


　──なんで、雪虎の写真にハルカに似た女性が写っているのだろう？


　しかもこの写真は現実世界で撮られたものだ。


　リューイの脳のう裏りに数々の謎なぞが湧わきあがり、頭の中が？マークで満たされる。


　さらによく見ると、彼女は車くるま椅い子すに座っていた。その顔には儚はかないような繊細な微笑みが湛たたえられている。自分に微笑みかけるハルカの笑みと同じだ、とリューイは思った。


　ふと、リューイは写真の裏側に、何か文字が書いてあるのに気がついた。


　ペラリとめくり、そこにかかれた文字を確かく認にんする。


〝ユイカと。療りよう養よう所じよにて──〟


　そこには手書きでそう書かれていた。間ま違ちがいない。その筆ひつ跡せきは兄のものだ。


　ユイカ──それがこのハルカに似ている、車椅子の少女の名前なのだろうか？


「ユイカさん……って誰だれですか～？」


　突とつ然ぜん、リューイの背後で声がした。


「っちょわっとォ!?」


　予期せぬ不意打ちに、思わず奇き妙みような叫さけび声をあげて飛び退のくリューイ。


　彼の背後にいつのまにか一人の少女が立っていて、彼の肩かた口ぐちから写真を眺ながめていたのだ。


「リン!?」


　少女はリンだった。


「ちいッス。こんにちは、リューイ先せん輩ぱい！」


　リンはあっけらかんとした笑え顔がおで大おお袈裟げさに敬礼をしてみせ、リューイに挨あい拶さつする。


「な、なんでこんなとこにいるんだッ!?　ここ、男子棟とうだぞッ!?」


　しどろもどろになりながらリューイがリンに怒ど鳴なる。当然だが学生寮りようは男子棟と女子棟に分かれている。風紀上倫りん理り上、二つの棟むねはお互たがいに立ち入り禁止なのだ。


「もちろん忍しのびこんできたんですよ」


　リンが得意げに笑ってウインクをする。リューイは呆あきれて頭を搔かいた。


「ダメだろ!?　先生や風紀係に見つかったら停学モンだぞ!?」


「堅かたいこと言わないでくださいよ。非常事態なんですよ!?」


　そう言ってリンは不意に真面まじ目めな顔になる。


「早くジュノ先輩を捜さがさないと！　一秒たりとも無む駄だにできませんよ！」


　リンがフンッと気合いを入れてガッツポーズをする。リューイは彼女の顔を改めて見返した。よく見るとリンの目は兎うさぎのように赤く、目の下には若じやつ干かんクマができていた。きっと昨日は眠ねむれなかったのだろう。


　リンはリンなりに、大好きな先輩であるジュノの安否を必死に案じているようだった。


　リンはそんな弱さをリューイに見せず、努めて明るい表情で笑う。


「それにリューイ先輩だって、ちょくちょく女子棟に忍びこんでるじゃないっスか～。この前だって、お風ふ呂ろに入ってたジュノ先輩の部屋に無む理り矢や理り押しかけて──」


「お、おい、変なこと言うなよ！　あれはつい興奮してだなァ──」


　リューイは顔を真っ赤にして弁明する。


「何にコウフンしてるんだか～！」


　リンが笑ってリューイの態度を軽くあしらう。そして彼の手から落ちた写真を拾った。


「うわー、リューイ先輩のお兄さん、イケメンですね～。初めて見た～」


　リンは雪虎の容姿に感かん嘆たんしてため息をつく。


「この女ひと、お兄さんの彼女なんですか？」


「あ、やっぱそう思う？」


　リンの感想を聞いて、ますます自分の発想に確信をもつリューイ。


　リンはコクリと頷うなずいて、再び写真に目を落とす。


「二人して海水浴に行くなんて、ずいぶんと深い仲っぽいですよね。しかもここ、日帰りじゃ行ってこられないだろうし。高校生で婚こん前ぜん旅行!?　うわ～！　ダ・イ・タ・ン！」


　リンが写真を見て勝手に楽しそうにはしゃぐ。


「え？　ちょっとリン。君」


　ふと、リューイはリンの先さき程ほどの言葉に引っかかりを憶おぼえ、彼女に言葉を返した。


「この写真を──写した場所を知ってるのか？」


　その質問にリンはキョトンとした顔でリューイを見る。そして「はい」と率直に頷いた。


「この灯台──Ｋ市の海岸にある灯台です」


　リンは写真の背景に写った白い灯台を指差す。


「子供の頃ころ、家族で海水浴に行ったんで憶えてます」


　Ｋ市は太平洋側にある地方都市で、毎年、海水浴客で賑にぎわう観光地だった。確かに都心にあるこの学生寮から旅行すると、日帰りするのは難しい距きよ離りだった。


　思いがけず雪虎の写真の写された場所が判明した。


　しかしそれに何の意味があるのか、リューイにはよく分からない。


　とりあえず、トドロキにこの写真を見せ、意見を聞いてみるか──。


「海水浴か～、いいなァ～、みんなでいきたいな～」


　リンが唐とう突とつにそう言って、遠い目になる。


「そんな場合じゃないだろ？」


　リューイが辛しん辣らつに釘くぎを刺さした。


　そう、そんな場合じゃない。何しろハルカを助けなくちゃいけないし、現実世界ではジュノも行方ゆくえ不明なのだ。二人の安否を願えば、とても悠ゆう長ちようなことは言ってられない。


「そりゃ、まぁ、わかってますけど……来週から夏休みですよ!?　リューイ先輩」


　リンが肩かたを落としてしょげかえる。


「高校生の夏休みって、人生の中でもけっこう大切なポジションじゃないっスか……？」


「僕はこっちの方が大切だ」


　リューイはそう言って、写真を鞄かばんに入れて立ちあがる。


「ち、ちょっと、まってくださいよ！　どこいくんですか、リューイ先輩～！」


　部屋を出て行くリューイを、リンが慌あわてて追いかけた。





　　＊　＊　＊





「お手て柄がらだよ！　リューイ君!!」


　写真を見た瞬しゆん間かん、トドロキが歓かん喜きの声をあげた。


　学生寮からほど近い喫きつ茶さ店てん、そこでリューイはトドロキと待ち合わせた。


「何がお手柄なんですか～？」


　リューイの隣でチーズケーキを食べていたリンが聞く。ついてきたのだ。


「お陰かげでこれから向かう目的地が決まった」


　トドロキは興奮気味に見つめていた写真からリューイとリンの二人へと目線を移す。


「目的地？　どこですか？」


　リューイの質問に、トドロキが満足そうに手に持った写真を見せつけ得意げに笑った。


「もちろん、この写真の場所──Ｋ市だ」


「わぁ、海水浴ですか？」


　リンが楽しそうに身を乗り出す。そのリアクションにトドロキはアハハと笑った。


「これからの季節はいいかもしれないね。よかったら君も一緒に行くかい？　僕が保護者ということなら、高校生の外がい泊はくも一泊くらいは許されると思うよ」


「わぁ！　行きたい行きたい！　ジュノ先輩が帰ってきたら、みんなで行きたいな！」


　リンがにわかにはしゃぎ出す。その反応にトドロキは満足げに頷く。


「じゃあ、なるべくたくさん女友達を誘さそってくれよ。あ、水着持参のこと！　これは譲ゆずれないな、絶対に！」


　アハハとトドロキが笑い、他愛たわいのない冗じよう談だんを吐はく。


「うわ～トドロキさん、エロオヤジだ！　エロエロオヤジ～！」


「ちょっと待て。二十歳はたちそこそこでオヤジはないだろ!?」


　なんだか親しそうにキャアキャアと言い合うトドロキとリン。


「いいかげんにしてください!!」


　怒ど声せいがして、テーブルの上の食器がガシャンと鳴った。


　喫茶店の他ほかの客が、不ふ審しんげに視線を送る。怒鳴ったのはリューイだった。


「いいかげん、教えて下さい。トドロキさん！」


　リューイがトドロキを睨にらんで言う。雪虎のヒントを捜さがせと言ったと思ったら、今度は突然海水浴に行こうなどと、まるで一いつ貫かん性のない言動。そして彼の言葉の意味がまるで分からなかった。しかもその理由を一いつ切さい教えてくれない。秘密主義にも程がある。


「わかった。確かに説明不足だったようだな。すまない」


　トドロキは少しクールダウンし、睨むリューイに小さく息を吐いて頷く。


「といっても、僕の話す内容は、僕の知っている範はん囲いまでだ。当たり前だが──」


　そう言ってトドロキは、写真をテーブルの上に置いてジッと見つめた。


「雪虎のヤツ……やっぱり彼女と付き合ってたのか──」


　ふと、トドロキがポツリと呟つぶやいた。その声はリューイにもリンにも聞こえない、小さな独り言だった。軽けい妙みようそうなトドロキが見せる、一いつ瞬しゆんだけのシリアスな顔。


「この写真は二年前の夏に撮とられた写真だ。当時のオルンはパルミア戦せん役えきと呼ばれる異民族との戦争に明け暮れ、僕たちは鞍上帝に召喚よび出されて活かつ躍やくしている真っ只ただ中なかだった」


　トドロキは当時を思い出すかのように、言葉の一句一句を嚙かみ締しめるように呟く。


「写っている二人は、ご存じ遠藤雪虎。もう一人は恐らく夢久結華ユイカという女性だ」


「ユイカ──」


　リューイは思わずその名前を反はん芻すうする。ハルカに瓜うり二ふたつな女性、ユイカ──。


「ちなみに〝恐らく〟と言ったのは、彼女には双ふた子ごの姉がいるんだ。確か──マイカといったかな？　だから、この写真の女性はそっちのお姉さんかもしれない。まぁ、十中八九、ユイカの方だと思うけどね」


「多分そうですよ。だって後ろにちゃんと名前書いてあるし」


　リンが横から口を出し、写真をめくる。確かに裏には〝ユイカと。療養所にて──〟という言葉が書かれていた。


「この〝療養所〟というのは？」


　リューイが質問する。それに対しトドロキは突然指をパチンと鳴らしてウインクする。


「まあまあ、焦あせらないで。順番順番」


　トドロキが笑い、リューイを宥なだめる。そして再び写真を眺める。


「ユイカは逍遥館高校の生徒だったけど、学生寮の寮りよう生せいではなかったんだ」


　トドロキの目に、懐なつかしそうな光が揺ゆれる。当時を思い出しているのだろう。


　ふとリューイは、その目にピンとくるものがあった。


　もしかしてこのトドロキという人も、雪虎と同様、このユイカという女ひとが好きだったのかもしれない──。


「彼女は生まれつき体が弱かった。しかも不治の病とも言える難病を抱かかえていた。だから満足に授業を受けることもできず、いつも入退院を繰くり返していた」


　トドロキは頭をあげ、難しい医学用語を駆く使しした病名を口にする。


「この写真が撮られた夏。彼女の病状は悪化し、もはやまともに通学さえできない状態になっていた」


　彼女の思い出を語るトドロキはとても辛つらそうな顔をしていた。


　さっきまでのお調子者の顔は払ふつ拭しよくされ、その表情はシリアスそのものだ。


「そしてあの夏、彼女は突とつ然ぜん、学校から姿を消した──」


　トドロキはそう言って、フゥとため息をついた。


「彼女の失しつ踪そうの直後だ。クジャルク──黒神獅郎が鞍上帝を暗殺し〝高校生集団昏こん倒とう事件〟が起きたのは──」


「なんだって!?」


　リューイが驚おどろいて声をあげる。それに応えてトドロキがコクリと頷いた。


「ああ、黒神獅郎の凶きよう行こうの理由は、彼女の失踪と関係があると僕は思っている──」


「で、彼女は──ユイカさんは今、どこにいるんですかッ!?」


　ガタリと椅い子すを引き、リンがテーブルから身を乗り出してトドロキに聞く。


　トドロキは乗り出すリンを「まぁまぁ」と制し、リューイを見て言った。


「それを捜さがすために、今回、君に雪虎について調べてもらったんだよ。リューイ君」


　そう言ってトドロキが小さくリューイにウインクをする。


「高校を卒業しジャーナリストとなった今でも、僕はユイカの行方を捜し続けているんだけど、まったく見つからなかったんだ──まるで何者からか隠れているように」


「隠れている？」


「ああ、だからユイカの居場所を知っているのは、本当に親しい間柄の者だけなんだ」


　リューイは確信した。それは写真の撮られた状じよう況きようについてである。


　恐らく、雪虎は学園からいなくなったユイカに会いに行ったのだ。


　そしてユイカも愛する雪虎にだけ、自分の居場所を知らせた。


　しかし雪虎はこの写真を撮った直後に、クジャルクによる〝高校生集団昏倒事件〟に巻き込まれた。それにより彼はオルンの世界に囚とらわれ、現実リアルに戻もどることができなくなってしまった。つまりこの写真は現実リアルで意識のある雪虎を写した最後の写真ということか──。


　リューイは写真に写る兄、雪虎の顔をじっと見つめた。


　最愛の女ひとと再会し、笑う雪虎の顔には、強い覚かく悟ごと決意が浮うかんでいるように思えた。


「その写真に書かれた〝療りよう養よう所じよ〟に行けば、きっとすべての謎が解ける──」


　トドロキがそう言ってにわかに顔をあげた。その顔には強い決意が浮かんでいる。


「なぜトドロキさんは、そのユイカという女ひとに、そんなに拘こだわっているんですか？」


　リンが聞く。その質問に対し、トドロキがゆっくりと目を瞑つぶった。


「彼女こそ、すべての始まりだからだよ」


　そして彼は目を見開き、小さく呟いた。


「二つの世界を繫つなげ、様々な〝夢〟と〝悲劇〟を創つくった──ね」




　第三章　陰でウゴメク権謀術数!?







　蒼あおい屋や根ね瓦がわらが、暗く沈しずむ曇どん天てんの陽光に鈍にぶく光っていた。


　立ち並ぶ甍いらか。幾いく棟むねもの巨きよ大だいな建物が並ぶ大だい伽が藍らん。統とう国こく一の歴史と規模を誇ほこる古こ刹さつ。


　オルン最大の都市であり統国首都である聖都ディサ、その中央に位置するその建物群は、通つう称しよう〝瑠る璃り聖宮〟と呼ばれている。そこは統国国教であるル神しん教きようの総本山だった。


　その大寺院の一角、中央神しん殿でんの間では、目下、加か持じ祈き禱とうが行われていた。


　神殿といっても、そこは数千人を収容できる、全天候型の大規模な広場だった。現実世界で言えば巨大スタジアムほどの大きさはあろうか。


　そこでは数千人もの僧そう侶りよたちが一いつ斉せいに経を読みあげていた。宮きゆう殿でん中央には巨大な護ご摩ま壇だんが設置され、焚たかれた炎ほのおは天をも焦こがす煙けむりを立ち上らせている。


　そこはまさに神に国家安あん寧ねいを祈いのる宗教の祭典だった。





　その祈禱を見下ろす桟敷さじき席、その最も豪ごう華かな貴き坊ぼう席に、一人の人物がいた。


　着ている服は最高級の法衣。そしてル神教の僧侶の中で一番徳が高いとされる蒼色に染め抜ぬかれている。


　しかしその顔は見えない。何故なぜなら冠かんから垂れた面布によって隠されているのだ。


　ル神教大導師ほどの地位になると、その素す顔がおをめったに他人に見せることはなくなる。


　だからその人物は老人なのか青年なのか、男なのか女なのかも判別できなかった。


「大導師猊げい下か」


　桟敷席にやってきた一人の守門僧侶が、小さく大導師に耳打ちした。


　大導師は蝿はえを払はらうような仕草で、周囲に携たずさえる弟で子しや枢すう機き卿きようたちに人ひと払ばらいを命じる。


　そして一人だけになった大導師の元に、一人の男が現れた。


「ご健勝のこと何よりでございます。ロンギシェル猊下」


　男は床ゆかに膝ひざをつき、頭を擦こすりつけるように貴人の足あし下もとにすがりつく。


「貴き卿けいも元気そうだな。遠路はるばる難なん儀ぎであった」


　ロンギシェルと名前を呼ばれた大導師が返答する。その声は男性だ。まだ若い。


「すべては猊下のご威い光こうと、天主天てん龍りゆうの加護の賜たま物ものでございます」


　そう言って男は尚なおも頭を地面に擦りつける。ロンギシェルはル神教の最高位に位置する大導師。それはまさしく信徒にとって神に等しい位人臣を極きわめた存在に他ほかならない。


「パルミアの政情はどうだ？」


　ロンギシェルが小さく呟く。男は平へい伏ふくしたまま「恐れながら……」と言葉を切り出した。


「その政まつりごと、未いまだ定まらず、天下擾じよう乱らんの渦か中ちゆうにあります」


「アヴァールとの戦いくさに決着が付いたようだな」


　ロンギシェルが刺さすような指し摘てきをする。男はますます恐きよう縮しゆくした。


「猊下の慧けい眼がんは万ばん里りを越こえてあまねく万物を見通されておられますようで──すべては天主天龍への帰き依えを失った蒙もう昧まいなる愚ぐ物ぶつどもの不徳の為なすところでございます」


「もうよい」


　男のもったいぶった言い回しに、少々辟へき易えきした風に頭かぶりを振ふる大導師。


「統国はもはや死龍の軀からだだ。血肉臓ぞう腑ふは腐くさり落ち、数多あまたのおぞましい蛆うじがたかっておる」


　そう言ってロンギシェルは、心底憂ゆう鬱うつそうな声で呟いた。


「我らが教会は新天地を求めておる……それは新たなる次元の異世界だ」


「異世界……ですと？」


　男が聞き返す。その言葉には、にわかに信じがたいという疑いの色が混じっていた。


　ロンギシェルは小さく気分を害した声で、咎とがめるように男に言う。


「すでに我が弟子たちは、その伝道師として異界へと着実に根を下ろしつつある」


　そこまで言ってロンギシェルは言葉を切った。


「お、恐れ入ります！　ぜ、是ぜ非ひとも私めも、その異界にお供しとうございます！」


　男がにわかに声を嗄からして叫さけび、ロンギシェルの足下にすがる。


「足りぬな。そのためには、より一層の徳を積むがよい」


「ははっ！」


　男の返事を聞き流し、ロンギシェルは遠く読ど経きようの進む宮殿の護摩壇を見やる。


「王道楽土に帰依するためには、まずこの世──オルンの蛆どもを掃そう除じする必要がある」


　ロンギシェルが護摩壇から立ち上る煙を見あげて呟つぶやく。


「まずは、教団に仇あだなす魑ち魅み魍もう魎りよう──〝龍仙士ドレイク〟と呼ばれる妖よう怪かいどもを皆みな殺ごろしにしろ。奴やつら異い端たん者の巣くう龍りゆう哭こく塞さいを根絶やしにするのだ」


「ははっ！」


「そして、あの男だ──」


　ロンギシェルの面布の奥の唇くちびるが、忌いま々いましそうに歪ゆがむ。


「クジャルク──奴だけは生かしてはおけん。奴は我が教団の大いなる障害だ」


「クジャルク……!?」


　その名前を聞いて、男がハッと驚き思わず頭をあげる。


「クジャルクとは……あの黒こく猊げい将しよう軍ぐんクジャルクですか!?　まさか生きていたとは……」


「兵を動かせ。今、まさに聖戦の刻ぞ」


　男の顔を見下ろし、ロンギシェルが断言した。


「長老会元げん帥すい権を持つ我が名において聖断を下す。ディサにいる教団の精せい鋭えい〝神しん聖せい旗き幟し兵へい団だん〟二十万を動員するのだ。今こそ我らが力で、四海に天主天龍の威光を轟とどろかせるのだ」


「か、かしこまりました！」


　男がロンギシェルの威光に再び頭を地面に擦りつけ、平伏する。


　ロンギシェルは男に言い放った。面布の奥からゾッとするような冷たい目を光らせて。


「お前も蛆となれ。獅し子し身中の虫となり、やがてパルミアを食い尽つくすがよい」


「はッ！」


「面おもてをあげよ。メスロン──我が可愛かわいい弟子よ」


　その男──メスロンの端たん正せいな顔には、師に対する狂きよう信しん的なまでの熱がこもっていた。
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　リューイが現実リアルに帰ってきた翌日は、一学期の終業式だった。


　午前中のうちに終業式を終え、学生寮りようへと帰ってきた〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバー、リューイ、サク、ヨギ、リン、そしてトモエの五人はロビーに集まっていた。


「で、その〝ユイカ〟に会いに行くのが、〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の次のミッションってか？」


　サクが椅子にふんぞり返ってリューイに言う。あまり乗り気ではないらしい。


　リューイもその質問に、即そく答とうせずにお茶を濁にごした。というのもリューイも本意ではなかったのだ。オルンではハルカ、現実リアルではジュノ──二人の仲間が行方ゆくえ不明なのだ。


「トドロキさんの話では、そのユイカさんに会えば、すべての謎がとけるって」


　リンが言葉を継つぐ。


「クジャルクが鞍あん上じよう帝ていを暗殺した謎。そして彼がハルカさんを拉ら致ちし、リューイ先せん輩ぱいに〝力〟を与あたえた真の目的。そして龍哭塞と学生寮、二つの世界が繫がった謎──」


　リンが指折り数えながら説明する。


「俺は反対だな。とにかく、ジュノを捜さがすのが最優先なんじゃねェの？」


　サクがそう言って皆みなに同意を求める。


「そもそも、俺、あのトドロキっていう奴がイマイチ信用できねェんだよな。なんつーの？　なんかチャラくて軽そうな感じが」


「うわー、アンタが言う？　サク」


　隣となりに座ったリンがすかさずサクにツッコミを入れる。


「んだよ！　文句あんのか!?　つーか、敬語使えよ！」


　サクがリンに嚙かみつく。リンはベーッと舌を出した。


「てめぇ！　ついこの間まで現実リアルでは根暗ブス女だったクセに！　カミングアウトした途と端たん、ナマイキになりやがったな！」


　サクが椅い子すから立ちあがり、リンに摑つかみかかろうとする。リンはその攻こう撃げきをヒョイとかわし「うるさい、バカサク！」と憎にくまれ口を叩たたく。そしてわあわあとケンカを始める二人。


「やめないか！」


　トモエの叱しつ咤たによって、二人はやっと矛ほこを納めた。


　トモエは小さく咳せき払ばらいをして、生徒会長らしく場を仕切って皆に言う。


「ジュノがその〝龍りゆう神じん会かい〟という連中に拉致されて今日で三日目だ。もはや最悪の事態を想定し、警察に連れん絡らくして捜そう索さく願ねがいを出す必要があるかもしれない」


「さ、最悪の事態って……そんなああぁぁ……」


　クールなトモエの発言に、泣きそうな顔になるリン。彼女の意見は残ざん酷こくだが正論だった。


　想像したくない最悪の結末が頭を過よぎり、その場にいる全員の顔から血の気が失うせる。


「ジュノ──」


　そのとき、今まで沈ちん黙もくを通してきたヨギが小さく口を開いた。めったに喋しやべらない消極的な彼女の言葉に、その場にいる皆が注目する。


「どうした？　ヨギ──」


　そう話しかけたサクは、ヨギが一点を見つめていることに気づき、その視線の先を見やった。皆もサクに倣ならい、一斉に振り返る。


　ヨギの視線の先には、学生寮の玄げん関かんがあった。


　そこに立っている一人の少女の姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、リューイは思わず声をあげていた。


「ジ、ジュノ!?」


　そこにいたのは間ま違ちがいない、ジュノだった。


「ただいま」


　ジュノがそう言ってニコリと微笑ほほえむ。


「ジュノ先輩～～!!　うあああああ～～～～～ん!!」


　次の瞬間、リンが感動のあまり思いっきりジュノに飛びかかった。そして顔をぐしゃぐしゃにして泣き笑い、ジュノの体を抱だきしめる。


「ち、ちょっと！　リン、やめてってば！」


「もう！　心配したんですから！　ジュノ先輩ジュノ先輩ィ～～！　うえ～～ん」


　ジュノはその熱ねつ烈れつなリンの歓かん迎げいに困り果てつつ、彼女の胸の中で子供のように泣きじゃくるリンの頭を、いい子いい子と宥なだめるように撫なでる。


「お前……無事だったのか……心配させんなよ」


　身を乗り出したサクが、ため息まじりでジュノの顔を見て苦く笑しようする。トモエもクールな表情にホッとした安あん堵どの色を灯ともした。ヨギは相変わらずの無表情だ。


「みんな……心配かけてゴメン」


　リンを抱きしめつつ、ジュノが皆を見み渡わたし、ペコリと頭をさげた。


　そして最後にリューイと視線を合わせる。


「ただいま。リューイ」


　ジュノはリューイの顔を見つめ、彼に特別な笑え顔がおを向ける。


「おかえり。よかった──」


　リューイはジュノのその視線に応こたえ、深く頷うなずいて皆と同様、安堵の笑顔を浮うかべた。
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「この人は──」


　ジュノはリューイに差しだされた写真を見て、思わず声をあげていた。


「マイカさん!?」


「えっ？　誰だれだって？　ジュノ」


「う、ううん。なんでもない」


　サクの質問に、ジュノは思わず呟いた名前を喉のどの奥にひっこめ、誤ご魔ま化かす。


　学生寮ロビーでジュノを交え、再び〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の今後を決める会議が開かれていた。


「彼女の名前はユイカ。僕の兄さんと付き合っていたらしい」


　リューイに説明され、ジュノは再び写真に目を落とす。


　そこに写っている車くるま椅い子すの少女は、ジュノがつい先ほどまで逢あっていた〝龍神会〟の教祖、マイカにそっくりだ。


　マイカの双ふた子ごの妹──ユイカ。


　やはり、マイカの言っていたことは真実だった。


　ジュノはふと、彼女と別れたときの会話のやりとりを思い出した。


　マイカは軟なん禁きんされた部屋の中で、唯ゆい一いつの外へ通じる天窓を指差して言った。


「私には無理ですけど、貴方あなたならここから逃にげられますか？」


「余よ裕ゆうです。私、子供の頃ころからお転てん婆ばだったから」


　そう言ってジュノは梁はりにぶらさがり、天てん井じようにある天窓へと軽々と飛び移る。


「ありがとうございました。いつかきっと、助けに来ます」


　天窓を見あげるマイカを見下ろし、ジュノは彼女に別れを告げる。


　マイカはジュノに切なる願いを託たくし、深く頭を下げた。


「お願いします。私の妹の力になってあげてください」


「はい。がんばります」


　ジュノはその依い頼らいに深く頷き、快く了りよう承しようをした。





「ジュノ？　どうした？」


　リューイが思し慮りよに耽ふけるジュノの顔を覗のぞきこんで言った。ジュノは慌あわてて顔をあげる。


「あ、いや……で、どうするの？」


　その質問に、サクが両手を頭の上で組んで、椅子にふんぞり返る。


「どうするって……どうするよ？」


　サクが愛あい想そ笑いをする。


「行きましょうよ！　先輩！」


　リンがジュノの手をギュッと握にぎって訴うつたえる。その目はキラキラと光っていた。


「明日から夏休みですし！　海ありますし！　みんなでいきましょうよ！」


「オイオイ、観光旅行じゃねェっての。これだからガキは……」


　サクが呆あきれて横よこ槍やりを入れる。そして二人は相変わらずいつもの口ゲンカを始めた。


「うん。いってみよう──」


　そのとき、ジュノが小さく頷いた。リンとサクがピタリとケンカを止やめる。


「決まりです！　やったー！」


　リンが飛びあがって喜んだ。サクは「しょうがねェなぁ……」と頭を搔かいたが、内心は意外と乗り気な様子が表情から見てとれる。


「では、トドロキからの任務は〝火曜隊チーム・サラマンダー〟に一任しよう」


　そのやりとりを、一歩引いた場所から眺ながめていたトモエが腕うでを組んでジュノたちに言う。


「あれ？　トモエ先輩はいかないんですか？　一いつ緒しよに行きましょーよ～！」


　リンが残念そうに顔を曇くもらせる。トモエは苦笑してリンをクールに諌いさめた。


「私は〝金曜隊チーム・バハムート〟のリーダーだからな。お前たちが不在の間、龍哭塞を守備する必要がある。ただでさえ夏休みは帰省で学生寮りように生徒が少なくなり、兵力が手て薄うすになるしな」


「そんな～」


　リンはブーと口を尖とがらせて拗すねる。


「リューイは？」


　ジュノは隣に座ったリューイに聞く。彼は今まで沈黙を守ってやりとりを聞いていた。


「僕も、断る」


　リューイの答えは断定的だった。その顔には深い決意の色が浮かんでいた。


「今はそれどころじゃないんだ」


「ハルカを助けるまでは、か？　まったく、お前も頑がん固こだねェ……」


　サクが呆れるようにリューイの言葉を継ぐ。その態度にリューイはキッとサクを睨にらんだ。


「笑い事じゃない！」


　にわかに怒おこり出し、サクに詰つめ寄るリューイ。リンが慌てて宥める。


「彼女は、大だい丈じよう夫ぶ──」


　そのとき、再び場に小さく澄すんだ声が響ひびいた。ヨギの声だ。


「どういうことだ？　ヨギ」


　リューイがヨギに向き合い、軽く詰め寄る。ヨギは相変わらずの無表情で呟つぶやいた。


「クジャルクには、ハルカに危害を加えるつもりはない。少なくとも今のうちは」


「どうしてそんなことがわかるんだ？」


　リューイの詰きつ問もんに、ヨギはコクリと頷いて彼の目を見つめる。黒く澄んだ瞳ひとみだった。


「〝幻王印ゲンノウイン〟──」


　その言葉を聞いた瞬間、リューイはヨギの言葉の裏付けを確信した。


　彼女の龍仙具アトリビユート──〝幻王印〟は、普段は彼女の体に浮かんだ刺青いれずみだが、シールのように剝がして他人に〝貼はり付ける〟ことができる。そして貼り付けた刺青同士を使って、まるで携帯電話のように相互会話が可能なのだ。それはつまり、貼り付けた相手の近辺の会話や物音が、遠隔でヨギの耳にリアルタイムに入ってくるということだ。


「ハルカの体に〝幻王印〟を貼り付けてある。彼女に何かあったら、すぐに分かる」


「おお！　さすがはヨギ！　ファインプレイ！」


　サクが手を叩く。リューイもハルカの無事を聞いて、ホッと胸をなでおろした。


「では〝幻王印〟は私の体にも貼って共有させてもらおう。そうすればハルカの身に何かあったら私経由で旅先でも皆みなに連絡ができる」


　トモエがそう言って皆に向かって頷く。


「じゃ、決まりだな」


　サクが威い勢せい良よく立ちあがった。


「よっしゃ、んじゃ早さつ速そく、水着買ってくるか～！　あと花火！」


「あ、てめ～、なんだかんだで行きたかったんじゃないか～！」


「うっせーよ！　せっかく海に行くんなら、楽しんだほうが得じゃねェかよ！」


　そして二人はいがみ合いながらも、キャイキャイと旅行の計画をあれこれ練り始めた。


　なんだか二人は完全に海水浴旅行モードに入っているようだ。


「まったく、遊びじゃないのに……」


　リューイははしゃぐ二人の様子を苦々しく見つめる。相変わらずのシリアスモードだったが、ハルカの無事を知って先ほどまでのピリピリした緊きん張ちようは少しだけ和やわらいだようだ。


「ねぇ、リューイ……」


　ふと、隣となりにいたジュノがリューイの名を呼んだ。


「ん？」


　リューイが振ふり返る。予想外に近い場所に、ジュノの顔があった。


　ジュノ本人もそのリューイとの距きよ離りにびっくりして、あわてて身を引く。


「ご、ごめん」


　ジュノが顔を真っ赤にして下を向いた。


　一方、リューイはキョトンとした顔でジュノを見ている。


「な、なんでもない……」


　なんだろう？　胸がドキドキしている──ジュノは不思議な感覚に支配されていた。


　数日ぶりに会うリューイが、なんだかいつにも増して男らしく感じたのだ。今までの彼は、温和でやさしいがどこか頼たよりなくて、弱々しい印象だった。


　しかし再び会ったとき、彼は別人かと思うほどに逞たくましく、そして決意を持った眼まな差ざしをした精せい悍かんな少年へと変へん貌ぼうしていた……と、ジュノは思った。実際はどうだか知らないが。


「ジュノ」


　リューイはいつもの気さくな態度で、ジュノの名を呼ぶ。


「〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のリーダー復活！……だね」


　リューイがそう言ってジュノに右手を差し出した。


「あ、う、うん──」


　ジュノはドギマギしながらリューイの手を握り、握あく手しゆする。力強く温かかった。


　思わず視線を逸そらし、顔を赤くして小さく俯うつむくジュノ。


（バカ。何、意識してんの？　もう！）


　少女は心の中でそう独り言ごち、毒づく。


　そして同時に彼女はふと、別れ際にマイカが彼女に託した言葉を思い出していた。


　──もしかしたら、貴方は再び夢を見ることができるようになるかもしれない。


　もしそれが叶かなうなら、自分は再びオルンにて龍仙士ドレイクとして活かつ躍やくできるのだろうか？


　……リューイと一緒に。


（動機が不純！）


　そんなとりとめもない発想をして、ジュノは人知れず自分の頭を自分で叩たたいた。
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　どしゃぶりの雨が降っていた。


　雨でぐしゃぐしゃにぬかるんだ轍てつに足をとられ、ついに馬は前足から崩くずれ落ちた。


　そして泥どろ飛ひ沫まつを巻きあげ、どうっと地面に倒たおれこむ。そして間もなく絶命した。


　何千里の距離を休みなく走り続けていれば無理もない。馬は満まん身しん創そう痍いだったのだ。


「ちいィ！　役立たずの駄だ馬ばがッ！」


　馬に乗っていた男が忌いま々いましそうに死んだ馬に対し辛しん辣らつな文句を吐はく。


　主人に忠誠を誓ちかい共に戦場を駆かけた愛馬に対して、それはあまりに薄はく情じような弔ちよう辞じだった。


　馬を捨て、男は道なき道を歩き出す。


　ボロボロの外套マント、フードの下の顔は、かつては女のように美しかったのだろう。しかし今は跳はね返った泥と汚よごれによってみすぼらしく変わり果て、醜しゆう悪あくに歪ゆがんでいる。


　男はアヴァールの封ほう王おう、ビスキスだった。


　タシュケルクの戦いにおいて惨ざん敗ぱいを喫きつしたビスキスは、戦場から脱だつ兎との如ごとく逃げ出していた。幸いバルガの最後の抵てい抗こうによって敵パルミア軍の包囲が遅おくれ、間かん一いつ髪ぱつでビスキスは脱だつ出しゆつに成功したのだ。


　捲けん土ど重ちよう来らい──そのときのビスキスは慚ざん愧きの念を胸に誓っていた。


　しかし、事態は彼の思うようには転ばなかった。


　這ほう々ほうの体ていでアヴァール本土へと蜻蛉とんぼ返りし、州都ネズビアに帰き還かんした彼を待っていたのは、歓かん迎げいの声でも、温かいパンとスープでもない。雨のように降り注ぐ矢の嵐あらしだった。


　アヴァール大たい侯こう国こくは、ビスキスから君主の称しよう号ごうを剝はく奪だつしたのだ。


　それは王おう妹まいリュシーダ一党の謀む反ほんだった。


　王妹といってもビスキスとは血のつながりなどない。そもそも彼はその美び貌ぼうと狡こう知ちを武器に、大侯領の相続人である侯爵夫人を籠ろう絡らくして王位を手に入れた成りあがり者である。


　その品性卑いやしい男の台頭に、宮きゆう廷ていの貴族たちは内心で彼を蛇だ蝎かつの如く憎にくんでいたのだ。


　そしてその反はん抗こう心が、今回の敗戦により爆ばく発はつした。


　いままでビスキスに媚こびへつらい、ときには靴くつを舐なめてまで従った門もん閥ばつ貴族や荘しよう園えん領主は、掌てのひらを返したように、彼を糾きゆう弾だんし、放ほう逐ちくした。


　アヴァールの〝匪ひ王おう〟が王位を剝奪され、ただの匪ひ徒ととなったのだ。


　そしてビスキスは帰るべき自国を追われ、放ほう浪ろうを余よ儀ぎなくされた。


　戦場を脱出したときに同道した十数騎きの部下たちは、ときに追っ手に殺され、ときに自ら脱だつ走そうし、ついには誰だれもいなくなっていた。


「ちくしょう！　俺を誰だと思ってやがる！　どいつもこいつも、俺をコケにしやがって……！　殺してやる！　皆みな殺ごろしにしてやる……！」


　まるで何かに獲とり憑つかれたように、ブツブツと恨うらみの言葉を吐き続けるビスキス。


　もはや泥に塗まみれた男の顔には、威い厳げんと自信に満ちた若き征せい服ふく者の面おも影かげはなかった。


　そのときビスキスは見た。


　太たい鼓このようなどしゃぶりの雨の音、雨に煙けむり遮さえぎられる視界。


　その飛ひ沫まつのベールの向こうに、いくつもの影が揺ゆらめいたのだ。


　それは、数十騎の騎馬の一団だった。


「だ、誰だッ!?」


　自分を追うアヴァール軍だと思い、ビスキスはヒステリックな金切り声をあげる。


　騎馬はビスキスのすぐ前までやってきて、蹄てい鉄てつを鳴らして立ち止まった。


「アヴァール封王、ビスキスとお見受けする」


　騎馬の先頭の者が、下馬することなく馬上から声をあげた。


「な、何者だッ!?」


　ビスキスが思わず身を硬かたくする。そして懐ふところに隠かくした短刀の柄つかを握にぎりしめた。


　しかし騎馬たちはビスキスに襲おそいかかろうとはしない。どうやら追っ手ではないらしい。


「──!!」


　雨に煙る視界に、その騎馬と馬上の兵士の姿を見た瞬しゆん間かん、ビスキスは驚おどろきのあまり言葉を失った。その兵装に見覚えがあったのである。


　浅あさ葱ぎ色いろに染め抜ぬかれた外套マント。その縁ふちには白銀の装そう飾しよくがあしらわれている。そして目を刺さすような黄金色の全身装甲鎧フルプレート・アーマー、そして槍やりと剣けん。全すべての装備が最新にして最高級だった。


「神聖旗幟兵団!?」


　そう。彼らはル神教〝神聖旗幟兵団〟──。


　それは統国に生まれた男子なら一度は憧あこがれる、ドルクルス統国最高の権けん威いと実力を持つ精せい鋭えい兵団だった。総勢二十万。その全員が鍛きたえられた敬けい虔けんなル神教信者からなる僧そう兵へい団。彼らは普ふ段だんはル神教聖地である聖都ディサにあって統とう帝ていの禁軍の役目も果たしている。


「しかし何故なぜだ!?　神聖旗幟兵団の結集は、ここ五十年なかったはずだ……」


　ビスキスはワナワナと震ふるえながら、目の前にいる英えい雄ゆうの集団を見やる。


「すみやかにご同行願おう。猊げい下かのお召めしだ」


　騎き兵へいの男──神聖旗幟兵団の部隊長らしき男はビスキスの質問を無視し、彼に言い放つ。


「なんだと!?　猊下だと!?　ち、ちょっと待て！」


　ビスキスは驚き、馬首を返して雨の中を消えていく騎兵の後を必死についていった。





　雨の降りしきる野営地に、一ひと際きわ大きく豪ごう華かな幕屋ゲルがあった。


　中には西域製の豪ごう奢しやなカーペットが敷しかれ、神聖旗幟兵団の金の軍装が二列になって整然と並んでいる。そしてその列の奥に、椅い子すに座る一人の男の姿があった。


「お前は──」


　神を信じないビスキスでさえ、その男の威厳は感じとれた。それほどに、椅子に座る男は不思議な神秘性を発散していた。しかしその顔は蒼あおい面布によって隠されて見えない。


　ビスキスはピンときた。この男が、神聖旗幟兵団を束ねる〝猊下〟なのだと。


「〝匪王〟ビスキス──逢あいたかったぞ」


〝猊下〟がそう言って、ビスキスを手招きする。ビスキスはゴクリと唾つばを飲みこむ。


「ほう、凶きよう相そうだな。決して来世を期待できぬ宿業だ」


　恐おそる恐るカーペットを踏ふんでやってくるビスキスの顔を眺ながめて、そう呟つぶやく〝猊下〟。


「フン、そいつは覚かく悟ごの上さ　猊下さんよ」


　ビスキスが虚きよ勢せいを張る。その不敵な態度に、フフフと〝猊下〟は鷹おう揚ように笑った。


「拙せつ僧そうはル神教大導師ロンギシェルと申す」


〝猊下〟が自己紹しよう介かいし、軽く会え釈しやくをした。


　ロンギシェル──その名前にビスキスは聞き覚えがあった。


　聖都ディサにて幼き統帝を擁よう立りつし、傀かい儡らいとして奉たてまつった張本人。国民の総数に匹ひつ敵てきするドルクルス統国国教であるル神教の最高の地位を持つ〝大導師〟──五つの大侯領が分ぶん離り独立し、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよするオルンにおいて、中央政権で未いまだその権威を保ち続ける為い政せい者しや。


「フン、誰だと思ったら腐くさった龍りゆうの軀むくろにたかる蛆うじか！」


　ビスキスがあらん限りの侮ぶ蔑べつをこめて睨にらむ。落ちぶれても彼の反骨心は顕けん在ざいだった。


「やんごとなき大導師猊下が、こんな辺境くんだりに何の用だ？　行楽や遊興にしては、ちと物々しいぜ」


　ビスキスが挑ちよう発はつする。しかしロンギシェルの鷹揚とした態度は変わらない。


「ビスキス、よく聞け。これは聖戦だ。天主天てん龍りゆうの威い光こうと慈じ悲ひを、信しん仰こうを失ったこの北の煉れん獄ごくの大地に染み渡わたらせる。大いなる巡じゆん礼れいと伝道の旅ぞ」


「フン、よくいうぜ。欲よくに塗れた生なま臭ぐさ坊ぼう主ずどもが」


　ビスキスがペッと泥の混じった唾を床ゆかに吐き出した。


　彼のその態度を見やり、ロンギシェルが隠された面布の奥の口角をニヤリとあげる。


「〝匪王〟ビスキス。狡知にして淫いん蕩とう。破は戒かいの限りを尽つくす罪人よ。しかし天主天龍はあらゆる罪を許し、万ばん民みんを平等に極楽浄じよう土どへといざなう。いわんや悪人をや──」


　朗々と呟くロンギシェルの説教は、まるで経文のようなリズムを持っていた。


「ビスキス。貴き卿けいが望むなら、教団への帰き依えを融ゆう通ずうつかまつろう」


　不意にロンギシェルが椅子から立ちあがった。そしてビスキスの元へ歩を進める。


「お断りだ。抹まつ香こう臭くさい坊ぼう主ずになるくらいなら、地じ獄ごくに堕おちて醜女しこめを抱だくのを選ぶぜ」


　ビスキスがロンギシェルの勧かん誘ゆうを一いつ笑しように付した。


「そうか、残念だ。貴卿は良き駒となる逸いつ材ざいと思ったのだが──」


　そしてゆっくり、〝猊下〟は自らの面布に両手をかけた。


「──では、力ずくでまいろう」


「何!?」


　刹せつ那な、ロンギシェルの面布がゆっくりとめくりあげられた。


　そしてその下にある彼の素す顔がおを見た瞬間、ビスキスはゾクっと背筋を凍こおらせ、それと同時に、まるで蛇へびに睨まれた蛙かえるのように全身が硬こう直ちよくするのを感じた。


　彼の──ロンギシェルの瞳ひとみが、真っ直すぐにビスキスの瞳を捉とらえる。


　その瞳からは、怪あやしい金色の光が不自然なほどの光量を伴ともない、照射されていた。


「な、この──力は──!?」


　その金の光を直視した瞬間、ビスキスの全身に電でん撃げきを受けたような衝しよう撃げきが駆け巡めぐった。


　そしてゆっくりと彼は意識を失っていく。まるで麻ま酔すいが全身に回るように、体の自由が奪うばわれる。しかしその感覚は何故か心地ここちよく、背徳の快楽を伴ともなう危険な官能に満ちていた。


「この力──馬ば鹿かな──お、お前は──も、もしや──!!」


　その言葉を最後に、ビスキスの意識は消しよう滅めつした。


「さあ、まどろむ夢を見るがいい。永遠に醒さめぬ悪夢を──」


　倒れこむビスキスの肢し体たいを見下ろし、ロンギシェルは小さくほくそ笑えんだ。




　第四章　夏の夜空は喜怒哀楽!?







「オイ、コラ！　サク！　もたもたするな～ッ！」


　発車ベルのけたたましい音とともに、リンの声がホームに響ひびいた。


「って、オイ、待てよッ！」


　両りよう肩かたに大きなボストンバッグを抱かかえ、ガラガラとキャリーケースを引っ張りながら、サクは間一髪、閉じる電車のドアの隙すき間まから車内に滑すべりこむ。


「ふう、ギリギリセーフ！」


　リンが額の汗あせを拭ぬぐうフリをして、ホッと胸を撫なで下ろす。


　ガタンと車体が揺れて、電車はゆっくりと動き出した。


「もう、ノロマ～！　乗り遅れたら置いてくかんね！」


　リンが戸と袋ぶくろに寄りかかるサクに向けて口を尖とがらせる。


「何言ってんだよ！　だったら自分の荷物くらい自分で持てよ！」


　サクがゼエゼエとあがった息を整えながら、両手に余る大量の荷物をドサリと床に置いた。そして自分を批難するリンに、怒いかりを露あらわに食ってかかる。


「まったく、人に荷物持たせやがって！　先せん輩ぱいを何だと思ってるんだっつの！」


「だってジャンケンに負けたの、サクじゃん。自じ業ごう自じ得とく！」


　そう言ってリンがベーッと舌を出す。その態度にサクの怒りが爆ばく発はつし、「うるせえ、このガキッ！」と、リンの頭を抱えこみヘッドロックをした。


「い、いててててててて！　やったな、バカサク！」


「だまれ！　オタク女！」


　互たがいに罵ば倒とうし合い、じゃれあうように格かく闘とうを始めるリンとサク。


「ちょっと、うるさいってば！　他ほかの人に迷めい惑わくでしょ!?」


　にわかに二人に叱しつ咤たの声が降りかかり、二人がにわかに背筋を伸のばす。


　声の主はジュノだった。ジュノとリューイ、それとトドロキとヨギは、物を網あみ棚だなに載のせ、四人にん掛がけのボックス席に座るところだった。


　リューイたちの住む街のターミナル駅から発車する早朝の急行列車。


　その電車は都心を抜け、太平洋側の海岸へと抜ける路線だった。


　夏休みになって間もない某ぼう日じつ。〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の現実での新任務ニユーミツシヨンが、ついに始動した。


　それは目的地であるＫ市へと赴おもむく、一いつ泊ぱく二日の旅であった。


「まったく、遊びじゃないのよ？　ちゃんとしてよ、もう！」


　ジュノは呆あきれたようにため息をつき、座席に腰こしを落とす。


「そうそう、そうこなくちゃな～」


　サクはそう言って、ニヤリと笑ってジュノの顔を覗のぞきこむ。


「な、何よ……」


　ジュノは少しだけ戸と惑まどい、サクのニヤケた顔をキッと睨み返す。


「帰ってきてから、なんか妙みように大人しくなった気がしたからサ。やっと戻もどったみてェだな。それこそ〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のリーダーってかんじだぜ。その怒ど鳴なり声と鬼おにみてェな顔！」


　サクが得意げに笑う。


「やっぱジュノはそうこなくちゃな！」


「バカッ!!」


　ジュノは再びサクを叱咤する。サクはすかさず「シーッ」と人差し指を唇くちびるにあてた。


　車内にいる数人の他の客が、ジロリとジュノの方を睨んだ。


「す、すみません……」


　ジュノは慌あわてて口をつぐみ、顔を赤くして身を小さくした。


「はははは」


　窓側奥にいたトドロキが、そのやりとりを見て楽しそうに笑った。





　その様子はどう見ても、仲良し高校生たちの海水浴旅行だった。


　目的地のＫ市までは、途と中ちゆうの数回の乗り継つぎを含ふくめ、電車に揺ゆられて約四時間。昼過ぎには到とう着ちやくする予定だ。


「問題はＫ市のどこに、その〝療りよう養よう所じよ〟という場所があるか、だな──」


　トドロキが皆みなを見み渡わたして言う。そしてリューイの持っていた雪ゆき虎とらの写真に目を留めた。


　この旅の目的──それはこの写真にうつった〝ユイカ〟という女性を探すこと。そして彼女はＫ市のどこかにあると思われる〝療養所〟にいるらしいのだ。


「普ふ通つうに住所を調べればいいんじゃないっスか？　ネットとかで」


　サクが言う。しかしトドロキは首を振ふった。


「甘いよ、サク君。そんなんで見つかったら苦労しないよ～。残念ながらＫ市にそれらしい施し設せつはなかったんだ。恐らくこの〝療養所〟という言葉も、雪虎とユイカの間でしか通用しない、一種の隠いん語ごか何かだったんだろう」


「じゃあ、どうやって調べるんですか？」


　リューイが真面まじ目めな顔でトドロキに言う。


　それに対しトドロキは、両手をヒラヒラと振って乾かわいた笑い声をあげた。


「う～ん、どうやって調べようかなァ～？　とりあえず、行ってみて考えよう～」


　なんとも適当な返答に、リューイはアングリと口を開く。


「まぁ、向こうで宿も予約してるし。探す時間はタップリとあるよ。焦あせらない焦らない」


　トドロキは呑のん気きにそう言って、被かぶっていたパナマ帽ぼうを顔に載せ、座席に寄りかかる。そして瞬またたく間にグーグーとイビキをかいて居い眠ねむりを始めた。


　そのあまりに能天気な態度に、リューイは呆れて頭を搔かいた。まったく、このトドロキという男は頼たのもしいのか頼たよりないのか良く分からない人だ……。


「あッ！　海だ！」


　そのとき、リンがにわかに声をあげた。


　その声の先を見やる一同。


　車窓に映った鬱うつ蒼そうとした茂しげみが途と切ぎれ、風景に青々とした水平線が広がった。


「わぁ、きれい──」


　ジュノが思わず声をあげる。


　快晴の空の下、夏の陽光を浴びて、大おお海原うなばらの水面はキラキラと無数の光を反射していた。





　　＊　＊　＊





「いやっほおおおおい!!」


　青い空から降り注ぐ太陽に、歓かん喜きの声が轟とどろいた。


　どこまでも続く白い砂すな浜はま。その砂のカーペットに小さな足あし跡あとをつけて、一人の少女が海に向かって走っていく。


　リンだった。花はな柄がらのフリルスカート付きのビキニ。女の子らしい可愛かわいいデザインの水着は、彼女の発育途と上じようの体型によく似合っていた。彼女はまるで子供のようにはしゃぎ、大きな浮うき輪を抱えて、波打ち際ぎわに突とつ進しんしていく。


「うおおおお!!　待て、一番乗りは俺だッ！　先輩にゆずれバカ！」


　リンを追い越こそうと後ろからサクが猛もう追ついをかける。サクもサーフパンツに着き替がえていた。


「「うぐはあ～ッ!!」」


　そのときザパーン！　と大きな波がやってきて、バシャバシャと海に突つき進む二人の頭上に襲おそいかかった。二人は波に足をとられ、仲良く海面に顔を突っ込ませる。


「どわ～ッ！　冷たい！　まだ冷たいッ!!」


「というか、痛いいいいいいいッ!!」


　ザバッと顔をあげたサクとリンはお互いに顔を見合わせて、歯をガチガチと震ふるわせて頷うなずき合った。海開きしたといっても、冷夏による影えい響きようで水温は例年よりも低く、砂浜には海水浴客もまばらだった。


「おいリン！　水泳で勝負だ！　あのポールまで行って帰ってきたら勝ちな！」


「おうよっ！　負けたらスイカ割りのスイカ奢おごれよー、サク！」


　二人は意気投合し、ザバッと海に潜もぐる。


　そしていきなり競泳対決を始めた。早くも海を思いっきり堪たん能のうしているようだ。


「……なんか、子供みたい」


　砂浜で、レンタルしてきたビーチパラソルを広げながら、ジュノが異様なテンションで騒さわぐ二人を呆れて眺ながめ、呟つぶやく。


「子供なんだよ」


　パラソルの下にレジャーシートを敷しきながら、リューイがそれに答えた。


　Ｋ市に到着するやいなや、リンとサクの強ごう引いんな主張により一行は海岸へとやってきた。


「完全に、目的を忘れてるよな、アイツら……」


　リューイが水面ではしゃぐ二人の影かげを見やり、苦々しい顔になる。


「はっはー。いいじゃないか。〝戦士の休息〟ってやつさ！　いや〝仙士の休息〟か！」


　背後で声がした。そこにはトドロキが立っていた。


「今まで龍りゆう哭こく塞さいを守るため、みんな死ぬ覚かく悟ごで頑がん張ばってきたんだ。少しくらい骨休めしてもバチは当たらないさ」


「……っていうか、トドロキさん。その格好……」


　トドロキの姿を見たリューイがおもわずゲッソリする。彼はキレコミの激しい超ちよう極ごく小しようのブーメランパンツ一丁だったのだ。


「どうだい!?　この肉体美！　ふふふふふ！」


　そう言ってトドロキはフザけてボディビルのポーズをする。確かに引き締しまった筋肉質な体のトドロキに、その水着は抜ばつ群ぐんに似合ってはいるのだが、少々露ろ出しゆつが激し過ぎる。


「どうだい？　オ・ト・ナの魅み力りよくって感じだろ!?　ジュノ君！」


「誰だれがオトナですかっ──」


　ジュノが叫さけぶ。


「ッ──!?」


　しかしその拍ひよう子しに、彼女は思わずトドロキの強調された股こ間かんの膨ふくらみを直視してしまった。瞬しゆん間かん的に茹ゆでダコのように顔を真っ赤にするジュノ。


「もう！　し、知りません!!」


　そう叫び、ジュノはプイッとそっぽを向いた。


　トドロキは「高校生にはちょっと刺し激げきが強いかな？」と言って、大笑いをした。


「……トドロキさんって、ホントに伝説の龍仙士ドレイクだったんですか？」


　リューイが愉ゆ快かいそうに笑うトドロキを、横目でジトッと見て呟いた。





「みなさん、なにやってるんですか～!?」


　砂浜を走り、リンがやってきた。どうやらサクとの勝負に勝ったらしい。


「ジュノ先輩も早く早く～!!」


　リンは日ひ陰かげに座るジュノの元にやってきて手を引っ張った。


「いや……私は……」


「何言ってるんですか!?　先輩も水着、もってきたんでしょ～？」


　グイグイと腕うでを引っ張るリンに対し、困ったような顔をするジュノ。


「私はいいよ。ここでリューイとヨギと三人で見てるから」


「ええ～！　ジュノ先せん輩ぱいと遊ぶの楽しみにしてたのに～」


　リンが口を尖とがらせて拗すねる。まるで駄だ々だっ子のようだ。


「それに、水着を披ひ露ろうしたの私だけって、そんなの恥はずかしいですよ～！」


「僕もいるよ」


　横から露ろ出しゆつ狂きようのトドロキが口を挟はさむ。しかしその場にいる全員が彼を完かん璧ぺきに無視した。


「……しょうがないなぁ。じゃあ、海に浸つかるだけよ」


　リンの熱ねつ烈れつな勧かん誘ゆうを受けて、ジュノが渋しぶ々しぶ立ちあがる。


「やったー！　更こう衣い室はあっちです！」


　リンが手を叩たたいて喜び、ジュノに着替えを促うながす。ジュノはリューイをチラリと見た。


「リューイはどうする？」


「僕はここにいるよ」


　リューイが誘さそいを固辞する。そもそも海水浴をするつもりもなかったので、水着自体を持ってきていなかったのだ。


「そっか……ちなみにヨギは──」


　ジュノはチラリと、パラソルの影に座るヨギの方を見やる。


「結構」


　ヨギは読んでいる文庫本から目をあげることなく、相変わらず無表情無感動に呟く。


「……だよね」


　ジュノが苦く笑しようした。海水浴に来たにも拘かかわらず、ヨギのスタンスはまったく学生寮りようと変わらない。日焼けとは無む縁えんの白い肌はだと、この暑さの下ではありえない長なが袖そでとロングスカート。しかし暑そうなそぶりも見せず、ただ黙もく々もくと文庫本を読んでいた。


「じゃ、いってくるね、リューイ」


「いってきまーす！」


　リンに急せかされ、ジュノは砂浜へと去って行った。





「リューイ君」


　ジュノとリンが去り、静かになったビーチパラソルの下。


　波の音と潮風を心地ここちよく味わいながら、物思いに耽ふけるリューイの背中に声が跳はね返った。


　その声はトドロキだった。トドロキはリューイの隣となりに腰こしをおろし、彼と視線を合わせることなく、彼の見ている水平線を同じく見やった。


「せっかくの旅行だ。リューイ君ももっと楽しんだら？」


　トドロキがリューイを心配するように言う。しかしリューイは首を振った。


「そんな気分にはなれないんです」


「龍哭塞の召しよう喚かん者──ハルカちゃんだっけ？」


　トドロキはリューイの胸の中を支配する憂ゆう鬱うつの原因である少女の名前を呟く。


「オルンで大切な人が危険な目にあっているのに、そんなことを忘れたように旅行を楽しんでる。みんな薄はく情じようだ！……とか思っているのかい？」


「そ、そんなことありません！」


　トドロキの指し摘てきは図星だった。リューイは彼の顔を見やる。


　意外なことにトドロキの顔は真しん剣けんだった。逡しゆん巡じゆんし、苦笑するリューイ。


「……頭では分かってるんです。今、僕がジタバタしたって、ハルカを助けることはできないって……だけどやっぱり、みんなのように気持ちの切り替かえができなくて……」


「みんな同じだと思うよ」


　トドロキが小さく断言した。


「えっ？」


　リューイが再びトドロキを見やる。トドロキは白い歯を出してとびきりの笑え顔がおを見せた。


　兄さん──？


　一いつ瞬しゆん、リューイはトドロキの笑顔に、雪虎の面おも影かげを見たような気がした。


「サク君もリンちゃんも、みんな君と同じさ。彼らだってハルカちゃんの安否を一時も忘れてなんていないよ。ただ、彼らは怖こわいだけなんだ。だからはしゃいで忘れたいんだ」


「怖い？」


「オルンは君たち高校生には過か酷こく過ぎる。暴力、闘とう争そう、死、そして別れ。そんな残ざん酷こくな事こと柄がらが、あの世界ではあまりに近くに存在し過ぎている──」


　トドロキがそう言ってハァとため息をついた。


「この物語は、悲劇なのかもしれない──」


　トドロキの呟きはリューイに向けた言葉ではなく、独り言のようだった。


　まるで自分自身に言い聞かせるような。そしてこれからの決意を表明するような──。


「二つの世界がつながることは、あってはならない間ま違ちがいだったんだ──」


「そんなことありません！」


　リューイがにわかに叫んだ。


「僕はオルンに行けたことを良かったと思っています。確かに今まで〝役立たず〟って言われて馬ば鹿かにされてたけど、龍哭塞には僕を必要としてくれる人がいる。そう──」


　ハルカがいる──。


　その言葉を叫ぼうとして、リューイはとっさに言葉を飲みこんだ。


　そうだ。ハルカに出で逢あえたこと。それは何にも変え難がたい素す晴ばらしい宝物じゃないか。


　悲劇？　確かにあの世界は戦乱の世。過酷な戦争は多くの悲劇を生むだろう。


　でも、僕はこの物語が悲劇だなんて思わない。何故なぜなら、愛する人に出逢えたから──。


「果たして、本当にそうなのか？　リューイ君」


　トドロキが言った。まるでリューイの心を見み透すかしたような言葉だった。


「…………」


　トドロキのその真しん摯しで鋭するどい視線に、リューイは狼ろう狽ばいし、そして激しく逡巡していた。





「お、おまたせ……」


　二人の会話は、彼らの前に現れた少女によって中断された。


　リューイとトドロキが同時に、陽光を遮さえぎって目の前に立つ少女の姿を見あげる。


　そこにはジュノが立っていた──水着姿で。


　思わずリューイは言葉を失い、彼女の肢し体たいをポカンと見あげてしまった。


　それほどまでに、ジュノのプロポーションは完璧だったのである。


　マリンボーダーのホルタービキニ。その水着から溢あふれんばかりの豊満なバストとくびれたウエスト。中学時代からあらゆるスポーツで鍛きたえられた彼女の健康的で引き締まったボディは、太陽の光を浴びてまばゆいほどに輝かがやいていた。


「グゥレレレレィト!!」


　いきなりトドロキが立ちあがってビシッと親指を立てる。先ほどリューイと話していたシリアスさはどこへやら、鼻の下をビローンと伸のばし、だらしなく弛し緩かんした笑顔でジュノを舐なめるように見回す。


「あの……あんまりジロジロ見ないでくれます？」


　ジュノは真っ赤になってトドロキのエロ視線ビームを必死にかわそうとする。


「いやいや！　そんな素晴らしいオッパ……いや、健康的な体、隠かくしとくなんてもったいない！　それにしても最近のＪＫは発育がいいッ！」


「あ、またエロオヤジ発言ッ！」


　ジュノの背後からヒョイとリンが顔を出し、トドロキを指差し糾きゆう弾だんする。


「リューイ……どう？」


　ジュノは赤面し、伏ふし目がちにリューイに聞く。


「う、うん、い、いいと思うよ……似合ってるんじゃないかな……あはははは……」


　リューイは目のやり場に困りながら、努めて冷静にそう言い返した。


「……ジロジロ見過ぎッ！」


　ジュノがちょっと毒づき、リューイの二の腕を軽くつねる。


「いたたたた……」


　なんだかデジャ・ヴュを感じるシチュエーションだ……とリューイは思った。


「ジュノ！　お前、やっぱ胸あんな～！　ズバリＥ！　いやＦか!?」


　いつのまにかサクもヒョイと顔を出し、スケベ心丸出しでジュノをジロジロと見る。


「あ、そうだ。ジュノ、サンオイル塗ぬってやろうか？　紫し外がい線はお肌はだの敵だぜ!?」


「そんなことよりジュノ君、準備体操しようか？　ストレッチを手伝ってあげよう！」


「あ！　なんだよ！　ズルいぞこのエロジジイ！」


「馬鹿者！　僕は保護者として、皆みなの安全を管理する責任があってだな！　あ、そうだ。ジュノ君、何かあると危険だから泳ぐときは後ろにピッタリついてってあげよう。できれば平泳ぎでヨロシク」


「つーか、その発想がオッサン丸出しなんだよ！」


　新旧・お調子者ブラザーズの息つく暇ひまのないセクハラ波状攻こう撃げき。そして二人はジュノの目の前で間ま抜ぬけな漫まん才ざいのような、しょーもないいがみ合いを始める。


「いい加減にしろッ!!」


　とうとうキレたジュノは、二人を相手に立て続けに華か麗れいな一本背負いを決める。


「「どぶらはッ!!」」


　お調子者ブラザーズは、まるで『犬神家の一族』の死体のように、二人仲良く四本の脚あしを突つき出し、頭から砂すな浜はまへと沈しずんだ。





　　＊　＊　＊





「ふぅ……」


　ジュノはゆっくりと湯船に体を沈め、小さくため息をついた。


　チャポンと心地ここち好よい水の音が、立ちのぼる湯気の中に消えていく。


　垣かき根ねから見える風景には、雄ゆう大だいな海原うなばらが広がっている。水平線に沈みつつある夕日が、ジュノの顔と裸ら体たいをオレンジ色に染めていた。


　海水浴でひとしきり遊んだ後、日も傾かたむいた頃ころ合あいでビーチパラソルをたたみ、皆はトドロキの予約した宿にチェックインした。


　そこは海岸沿いにある、鄙ひなびた旅館だった。


「しがない駆かけ出しのジャーナリストじゃ、これが精せい一いつ杯ぱいだよ～」とトドロキが言った通り、そこは豪ごう華かとは言い難い安宿だった。


　しかし質素だが清潔で、ジュノは夏の旅にはピッタリな風ふ情ぜいの宿だと思った。


　そして何より、小さいながらも海の見える露ろ天てん風ぶ呂ろ温泉があるのが素晴らしい。
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　ジュノは荷物を部屋に置くと、その足で女湯にやってきたのだ。


「あ、ちょっと焼けちゃったかな……」


　湯船の下に透すけて見える自分の裸はだかを見て呟つぶやくジュノ。胸むな元もとや腰に、うっすらとビキニのラインが白く浮うかんでいた。


　日焼け止めをちゃんと塗ればよかった……ジュノは小さく後こう悔かいする。


　一人きりで入る露天風呂。貸切状態の温泉は、とても開放的で気持ち良かった。


　ジュノは体の力をゆっくりと抜ぬく。浮ふ力りよくでプカリと体が浮き、仰あお向むけの状態でジュノは湯船の中をたゆたった。


　リラックスした彼女の脳のう裏りに、いろいろな思考が駆け巡めぐっていく。


〝私の果たせなかった夢を、貴方あなたに見て欲しい──〟


　彼女は、教団の軟なん禁きん施し設せつで出会ったマイカの言葉を思い出していた。


　彼女はジュノに、一つの依い頼らいを託たくした。


〝私の妹の力になってあげてください〟


　妹というのは、双ふた子ごの妹、ユイカのことに間違いはない。


　そしてジュノが学生寮りように帰ってきたとき、トドロキから〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の次の任務の話を聞いて、彼女は人知れず驚きよう愕がくした。


　ジュノと同じ目的──彼らも〝ユイカ〟を探そうとしていたのだ。


　それは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなのだろうか？──わからない。


　なにか目に見えない不思議な運命に操あやつられているような気もする。


〝ユイカ〟という、謎なぞの引力を持った存在に──。


「とりあえず、探してみるしかない、か。〝ユイカ〟さんという女ひとを──」


　ジュノが小さく呟き、上体を起こす。パシャンと小さく水が跳はねた。


「お！　すげー！　露天風呂じゃん！」


　そのとき、高い竹の垣根の向こうで、けたたましい声が聞こえた。


　声の主はサクだ。きっと男湯に入ってきたのだろう。


「なんだ、混浴じゃないのか。こいつは残念！」


　今度はトドロキの声だった。まったくあの二人は性しよう懲こりもなく……ジュノは呆あきれ果てる。


「オイ！　こっちこいよ！　リューイ！」


　サクがリューイを呼ぶ。三人仲良く温泉タイムらしい。


「僕は体洗うだけでいいよ」


　リューイの控ひかえめに答える声がする。


「ま～だそんなこと言ってんのか!?　いい加減、旅行を堪たん能のうしろっての！」


　サクが呆れた声をあげる。


「それともナニか？　恥はずかしいのか？　ははァン、さてはお前アレだな？　アレ」


「な、何言ってんだよ！　違ちがうよ！」


　サクのニヤケた声の挑ちよう発はつに、リューイがにわかに焦あせって叫さけぶ。


「おや？　リューイ君、アレなのか？　でも心配することはない。日本の成年男子の半数はアレだ」


「だから、違うっていってるじゃないですかッ!!」


　トドロキの横からの声に、リューイが激しく動どう揺ようして叫んだ。


（バカ！　丸聞こえだっつーの！）


　ジュノが小さく毒づく。男湯の会話は女湯のジュノの耳にまで完全に筒つつ抜ぬけなのである。


（まったく……デリカシー無さすぎ！）


　そう呟くと、彼女は顔を真っ赤にしてブクブクと湯船に顔を沈める。


　それにしても──。


（……………………アレって何のこと？）


　ってバカ！　そんなことはどーでもいい!!　何を考えてるんだ!?　私は！


　ジュノは自分の頭を叩たたいて一人ツッコミをした。





「──綺き麗れいな夕日だな」


　ふと、男湯が静かになったかと思ったとき、リューイの声がジュノの耳に聞こえてきた。


　ジュノも女湯から見える夕日を見やる。沈みゆくオレンジ色の陽光が、海原にキラキラと反射していた。確かに、その情景は美しい絵画のようだった。


「ハルカにも、見せたいな……」


　ふと、リューイの独り言が、夕方の潮風の混じった空気を伝ってジュノの耳に届いた。


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ジュノの胸がドクンと跳ねた。


「ハルカ──」


　それは今まで、分かっていながら忘れようとしていた事実、そして彼女の感情だった。


　ハルカ──ジュノはその清せい楚そで優ゆう雅がな笑え顔がおを思い出す。


　しかし、ジュノの中で彼女のイメージがだんだん、ぼやけつつあることに気づいた。


　あわてて必死に彼女との思い出の記き憶おくを引っ張り出そうと努力する。


　だが、ジュノはその行こう為いの無意味さを痛感して愕がく然ぜんとなった。


「そうか──私はもう、ハルカには会えないんだ……」


　オルンで死んでしまったジュノは、もう二度とオルンに行くことはできない。つまりこれから一生、ハルカに直接会うことはできないのだ。


　オルンと現実リアル──二つの世界は、近いようで遥はるかに遠い。


　ジュノは熱気で火ほ照てった形のいい胸の膨ふくらみの上に手を置き、グッと握にぎり締しめた。


　そして以前にリンが言っていた言葉を思い出していた。


〝ハルカさんはオルンの人、夢でしか逢あえない異世界の人。リューイ先せん輩ぱいは高校生でハルカさんはお姫ひめ様、どう考えても付き合えっこありません──！〟


　そう。リューイはハルカのことを愛している。


　ハルカもきっとリューイのことを愛している。


　でもその間には、何万光年離はなれた星と星よりも遠い〝世界〟の断絶が横たわっている。


　それはとても残ざん酷こくな運命なのだ。


　どうやっても抗あらがえきれぬ運命なら、いっそ、諦あきらめてしまった方が楽かもしれない。


　諦めて、失って、そして忘れてしまえばいい。それが一番、幸福なのだ。


　そのときジュノの心の中に、微かすかな情念の炎ほのおが灯ともった。


　それと同時に、彼女の胸に、ひとつの着想が湧わきあがっていた。


　──オルンと現実リアル、繫つながった二つの世界の結びを断たち切り、断絶する。


　そしてすべてをリセットし、普ふ通つうの学生寮りよう生せい、元の普通の高校生に戻もどる。


　それが二つの世界に住むすべての者にとって、最も幸せな結末なのかもしれない──。


「そうすれば、リューイはきっと──」


　その後のセリフを呟こうとして、ジュノは慌あわてて言葉を飲みこんだ。


　それはあまりに我わが儘ままで、利己的で、醜みにくい言葉だったからだ。


「……最低」


　ジュノは自己嫌けん悪おに塗まみれ、小さく肩かたを震ふるわす。


　しかし反面、心の奥底で、はっきりと自覚していた。


　──その醜い自分が、だんだん隠かくせなくなってきている。


　リューイと再会し、彼のことがどんどん好きになっていくのに比例して──。


　でも、リューイはハルカのことを愛している。


　ハルカもきっとリューイのことを愛している。


　そして私は──。


「私は……私は、どうしたらいいんだろう……」


　熱い湯船の中で、ジュノは溢あふれる切なさと悲しみに、小さく裸体を震わせた。
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　中庭の中央には、小さな古い噴ふん水すいがあった。石造りの噴水は朽くち果て、もはや給水設備も機能していない。ただ、藻もの張った水面が、鏡のように青い空を映していた。


　その水鏡の青空に、少女の顔が入りこむ。


　ハルカだった。ハルカは噴水の縁ふちに腰こしを下ろし、ただ黙だまって水面をジッと見つめていた。


「リューイさん……」


　不意に彼女の胸に、懐なつかしく切ない感情がこみあげてくる。


　それは龍哭塞でリューイたちと過ごした日々の思い出だった。


　リューイの笑った顔、怒おこった顔、困った顔、悲しい顔。彼の表情のすべてが、彼女の肩にのしかかっていた皇女としての重圧を、噓うそのように癒いやしてくれる魔ま法ほうだった。


　逢いたい──リューイさんに。


　今まで気がつかなかったが、私はリューイさんを愛している──。


　臥が龍りよう渓けいに軟なん禁きんされて初めて、ハルカは日々胸に募つのっていく彼への想おもいを自覚した。


「お姫さん、退たい屈くつか？」


　ふと、ハルカに話しかける声があった。振ふり向くと男が一人、彼女へと歩いてくる。


　瘦やせて小こ柄がらな男だった。名前はカルマパ。


　今やクジャルクの唯ゆい一いつの部下で、彼と同じ鞍あん上じよう帝ていに召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクだった。


「俺は退屈で死にそうだ」


　そう言ってカルマパは大きな欠伸あくびをした。小男で顔立ちはお世辞にもハンサムとは言えないが、よく見ると彼の顔には独特の愛あい嬌きようがあった。


　クジャルクに拉ら致ちされてから今まで、ずっと恐きよう怖ふに戦おののいていたハルカにとって、それは微かな安あん堵どの発見でもあった。


「ちょっくら外に出て、何か暇ひまつぶしになるモンでも探してきたいんだが、なんせこの世界には、ゲームもマンガもないからなァ」


　カルマパがおどけた様子で言う。道化師のような物もの腰ごしだ。


「ゲーム？　マンガ？　何ですか？　それは……」


　ハルカが聞き返すと、カルマパがフヒヒ、と笑う。


「あ～あ、連れん載さいしてたマンガの続き、どうなったか気になるなァ。ゲームの新作も結局、遊ばず終じまいだったし。あっちの世界に帰れなくなって、それだけが心残りだぜ」


「貴方あなたも、あちらの世界の人なんですね？」


「もちろん。俺の本名は道みち重しげ文ふ美み彦ひこ。学生時代は漫まん研けんの部長だったんだぜ～」


　そう言ってカルマパが自じ慢まんげに胸を叩く。ハルカは少し心を許して口元に笑みを見せた。


「文美彦さんですか……いいお名前ですね」


「よせよ。照れるじゃねェか。しかもそいつは捨てた名だ」


　カルマパが照れるように頭を搔かいた。


　ハルカの幽ゆう閉へい生活の待たい遇ぐうは、思うほど悪くなかった。食べる物に不自由はなく、生活の自由も保障されている。もちろんあくまで屋や敷しきの敷地内のみではあったが。


　この屋敷に軟禁されて早、二十日が経たとうとしている（オルンの時間は現実の五倍のスピードで過ぎる）。その間クジャルクは、この場所でずっと動かなかった。その沈ちん黙もくは何かの機会を待っているようにも思えたし、誰だれかから隠れているようにも思えた。


「監かん禁きん生活は快適……じゃないだろうがよ。悪いがもう少し付き合ってくれ」


　カルマパはハルカにおどけてウインクする。


「文美彦！」


　そのとき、カルマパの頭に雷かみなりが落ちた。ハルカが見ると、中庭を見下ろすテラスに黒い鎧よろいの影かげが躍おどっていた。クジャルクだ。


「くだらん無む駄だ話をするな」


「へいへい～」


　クジャルクの有無も言わさぬ威い圧あつ感かんに、カルマパがヘラヘラと笑って謝る。


「じゃあ、またな。お姫さん」


　そう言ってカルマパがハルカにウインクをした──瞬間。


　ヒュッ、と一いち陣じんの風が、カルマパとハルカの間に巻き起こった。


　それはハルカの顔の前をギリギリに掠かすめて、飛んできた一本の矢だった。


　次の瞬間、立て続けに数本の矢がハルカの周辺の庭の地面に突つき刺ささる。


「──!?」


　見あげた空に、夥おびただしい数の矢が飛来しつつあった。それはまっすぐ錐きりのように鋭するどい殺傷力をもって、ハルカたちのいる中庭に降り注ごうとしている。


「お姫さん、こっちだ！」


　カルマパが血相を変えてハルカの手を摑つかんだ。そして矢の猛もう襲しゆうから身を隠すため、室内へと走り出す。意味もわからず、言われるままにハルカもカルマパの後に続いた。


　矢の先には炎が燃えていた。火矢だ。


　炎は中庭の枯かれ草くさに引火する。瞬またたく間に中庭が炎に包まれた。


　それは突とつ然ぜんの外敵の襲しゆう撃げきだった。撃うたれた矢の本数から、相当の大軍であろう。


　最初、ハルカはその攻こう撃げきが自分を救出に来た龍哭塞の軍勢だと思った。しかしそれはすぐに否定された。龍哭塞の軍なら、人ひと質じちのハルカの命を顧かえりみないような、こんな無差別な強きよう襲しゆうは絶対にしない。予告もない火矢の嵐あらしは、この屋敷にいるすべての者を問答無用で殺さつ戮りくする明確な殺意が籠こもっていた。


「ボス！」


　カルマパが悲鳴混じりにテラスにいたクジャルクの名を呼ぶ。


　クジャルクが顔をあげ、矢の飛んできた方向を見やる。


　テラスからは屋敷の外が一望できた。夥しい数の軍勢が屋敷を取り囲んでいる。


　その軍装は浅あさ葱ぎ色いろの外套マントと金の鎧。そしてたなびく軍旗には龍りゆうの紋もん章しようが描えがかれていた。


　ル神しん教きよう精せい鋭えい僧そう兵へい部隊──神しん聖せい旗き幟し兵へい団だん。


「フン、小こ賢ざかしい真似まねを」


　クジャルクが呟つぶやき、柳りゆう眉びを微かに顰ひそめる。


「統とう帝てい家の聖域、臥龍渓に兵を進めるとは──教団も焼きが回ったか。禁きん忌きを犯おかしてまで、この俺を亡なき者にしたいらしい」


　クジャルクが吐はき捨てるように言う。


　この地──臥龍渓は、統とう国こく三百年の歴史で一度も軍隊の侵しん犯ぱんを許さなかった。ル神教最高神、天主天てん龍りゆうとその末まつ裔えい、統帝の威い光こうが及およぶ限り、この地は神聖不ふ可か侵しんな聖域であるはずだった。だからこそクジャルクはハルカを拉致し、身をひそめる場所に選んだのだ。


　しかしその掟おきては今、破られた。


　しかも他ほかならぬ、神の守護者であるはずの神聖旗幟兵団によって──。


「やはり貴様か──ロンギシェル」


　クジャルクが神聖旗幟兵団を率いているであろう、老ろう獪かいな大導師の名を呟く。


「異い端たん者を殺せ！」


　屋敷の外から金切り声があがった。クジャルクがその声のする方を見やる。


　クジャルクの視線の先、遠く屋敷を取り囲む神聖旗幟兵団の先頭に立ち、軍を指揮する男の顔が見えた。その男の顔にクジャルクは見覚えがあった。


「お前は──ビスキス」


　神聖旗幟兵団の一団を率いるのは、間ま違ちがいない、アヴァールの封ほう王おうビスキスだった。


　しかし、何故なぜ──？


　クジャルクが自問する。彼の性情からいって、ロンギシェルの傘さん下かに降くだるとは考えづらい。しかし今、兵を率いて自分を追いたてるビスキスの顔を目まの当たりにして、クジャルクはその真相を瞬しゆん時じに理解していた。


　彼の顔に狂きよう気きが浮うかんでいたのだ。


　かつてのビスキスの顔ではない。その顔は何かに獲とり憑つかれたかのように虚うつろで、そして何の理性も持ち合わせていないような恍こう惚こつと混こん濁だくに満ちていたのだ。


「なるほど。ロンギシェル、こいつがお前の能力か──」


　クジャルクは吐き捨てるように言うと、漆しつ黒こくの外套マントを翻ひるがえしテラスから退去していく。


「カルマパ！　退路を開け！」


「了りよう解かいでさァ、ボス！」


　カルマパはハルカの手を強ごう引いんに引き、屋敷の廊ろう下かを走る。


「──!?」


　そのとき踊り場に数人の影が躍った。それは屋敷に潜せん入にゆうした神聖旗幟兵団の刺し客かくたちであった。ル神教神聖旗幟兵団の中には、特とく殊しゆな訓練を受けた集団もいる。卓たく越えつした殺人術と格かく闘とう術を持ったそれらの暗殺部隊アサシンたちが、数十人単位ですでに屋敷に潜入していたのだ。


　三人の暗殺部隊アサシンが、得物の匕首あいくちを輝かがやかせてハルカとカルマパに襲おそいかかった。


「ぐはぁッ!!」


　刹せつ那な、階段に血ち飛沫しぶきがあがった。しかしその血はハルカやカルマパのものではない。攻撃した暗殺部隊アサシンのものだった。


　暗殺部隊アサシンは、背中から一いつ瞬しゆんのうちに両断されていた。


　崩くずれ落ちる男たちの背後で剣けんを構える漆黒の鎧の男──。


「クジャルク！」


　ハルカが叫さけぶ。クジャルクは剣の血ち糊のりを飛ばし、顎あごでハルカとカルマパに指図をする。


「こっちだ」


　ハルカはもはや思考停止になりながら、唯い々い諾だく々だくとクジャルクの後についていく。もはや逃にげる余よ裕ゆうもなかった。


　途と中ちゆう、数人の暗殺部隊アサシンが彼の行く手を阻はばんだが、クジャルクは一いち撃げきにして彼らを斬きり捨てる。彼の進む後にはたちまち死体の山が築かれていく。驚おどろくべき剣の腕うでだった。


　泣く子も黙だまる戦場の鬼おに、黒こく猊げい将しよう軍ぐんの名は伊達だてではない。慈じ悲ひも躊ちゆう躇ちよもなく、神かみ業わざで敵を一刀両断するその姿は、悪あつ鬼き羅ら刹せつの如ごとく鬼き気き迫せまっていた。


　そして三人は廊ろう下かの行き止まりまでたどりつく。


「道を開け」


　クジャルクがカルマパに命令をする。カルマパが「あいよ」と言って前に歩み出た。


　そして彼は懐ふところから一本の豪ごう華かな装そう飾しよくの棒のようなものを取り出す。それは筆だった。


　カルマパの唐とう突とつな行動の理由を、ハルカは既すでに知っていた。


　この筆こそ、龍仙士ドレイクカルマパの龍仙具アトリビユート──〝異相筆イソウヒツ〟


　その能力は筆によって書かれた〝円〟が異空間につながる〝穴〟となる能力。


　その〝穴〟をくぐることで、何万里の距きよ離りを一瞬に移動できる。かつてハルカもこの能力によって、クジャルクに龍哭塞から拉致されたのだ。


「急げ。追っ手がやってきた」


　石いし壁かべに筆で円を書くカルマパに、クジャルクが急せかすように声をかける。


　その直後、カルマパの書く筆の手元、そのギリギリ横にザクッと一本の矢が刺さった。


　追っ手が後方から矢を射ったのだ。カルマパは肝きもを冷やし、振ふり返る。


「あッ!?」


　その瞬しゆん間かん、カルマパの目に、飛んでくる二射目の矢がスローモーションで映った。


　そしてその矢は、まっすぐ、背後にいたハルカの胸を狙ねらっていたのだ。


「お姫ひめさん!!」


　それはきっと反射神経だった。カルマパ自身、自分自身の行動を理解していなかっただろう。カルマパはとっさにハルカの前に躍おどり出し、彼女を突き飛ばしていた。


　ザクッと鈍にぶい音がして、カルマパの胸に矢が貫かん通つうした。


　突き飛ばされて床ゆかに転がったハルカは起きあがり、そして瞬時に理解する。


　カルマパは、ハルカを庇かばって矢の餌え食じきとなったのだ。


「ふ、文美彦さんッ!?」


　ハルカは彼の名を呼んで、血ち塗まみれになって痙けい攣れんするカルマパの手をとる。


「し、しっかりしてください！　文美彦さんッ!!」


　必死に叫ぶハルカ。しかし傷は致ち命めい傷しようだった。ヒューヒューと息を漏もらすカルマパ。


「お姫さん……ありがとよ……名前で呼んでくれて……」


　そう言ってカルマパはうっすらと涙なみだを浮かべ、そして瞳どう孔こうを開いた。絶命したのだ。


「愚おろかな男だ」


　背後でクジャルクが吐き捨てるように呟く。


「クジャルク！　あなたは──！」


　そのあまりに薄はく情じような物言いに、ハルカは激げき昂こうしてキッと彼を睨にらむ。


　クジャルクはハルカを無視し、無言で踵きびすを返して敵が包ほう囲い網もうを敷しく廊下へと歩きだす。


「ど、どこへ行くのです!?　クジャルク！」


「地じ獄ごくさ」


　叫ぶハルカに、クジャルクがそう答えた。


「〝異相筆〟がなくなった以上、強きよう行こう突とつ破ぱしかあるまい──」


　それはクジャルクの大きな誤算だった。カルマパの能力があれば、どんな奇き襲しゆうであろうと、大軍勢が襲ってこようと、簡単に逃げることができる。


　しかし彼が死んだ今、クジャルクは実力行使で退路を切り開かなければならない。


「本気を出していく必要がありそうだ」


　そう言いながら腰こしからもう一本の剣を抜ぬき放ち、二刀流となるクジャルク。大小の曲刀シヤムシールは業物の銘めい刀とう。これが彼の本来得意とする戦せん闘とうスタイルだった。戦せん役えきで数千数万の敵を殺した、無敵の武装だ。


「厩うまやに脱だつ出しゆつのための馬を待機させてある──」


　そう言って素す顔がおに漆黒の兜かぶとを装着し、ガシャリと面めん頰ほおを下ろす。


「そこまで行くまでに、さて、何人を殺せるだろうな？」


　そう言ってクジャルクは笑った。その口調はまるで散歩に行くように楽しそうだ。


　狂気の沙さ汰ただ──ハルカは思った。


「お前はどうする？　ハルカ」


　クジャルクは小さくハルカに振り向いて言い放つ。


「俺と来るか、それともここで死ぬか？　好きに選ばせてやる」
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　その言葉に、ハルカは言いようのない敗北感に打ちひしがれた。


　もとより彼女に決定権はなかったのだ。


　私はここで死ぬわけにはいかない。リューイさんの──龍哭塞のみんなのためにも。


　今はクジャルクについていくしかない。


　たとえ彼が憎にくくとも──。


「わかりました。貴方あなたの後についていきます……」


　その言葉に、クジャルクは満足そうに頷うなずく。


「はぐれるな」


　クジャルクは漆黒の外套マントをはためかせ、修しゆ羅らとなって阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄へと歩を進めた。





　　＊　＊　＊





　ヨギの携けい帯たい電でん話わがけたたましく鳴り響ひびいたのは、日も落ちた宵よいの口だった。


　Ｋ市の海岸。日にち没ぼつ直後の砂すな浜はま。


　そこでリューイたち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバーは、花火を楽しんでいるところだった。


　サクとリンは、打ちあげ花火や派手な噴ふん出しゆつ型の花火に立て続けに点火して無む邪じや気きにはしゃぎ、リューイとジュノとヨギはひっそりと線せん香こう花火を楽しんでいる。トドロキは缶かんビールを片手に「青春だねェ～」と、高校生たちのイベントを微笑ほほえましそうに眺ながめていた。


　ヨギのポケットの中にある携帯電話がコールされたのは、そんな最中だった。


「はい」


　無表情で携帯電話を耳に当てて応答するヨギ。


　不意にリューイは、電話をしているヨギの目が、小さく動どう揺ように揺ゆれるのを見た。


　そしてポトリと、ヨギの持っていた線香花火の種が砂浜に落ちる。


「どうしたの？　ヨギ」


　ジュノが訝いぶかしげにヨギの顔を覗のぞきこむ。ヨギは表情を変えずリューイを向いて、言った。


「ハルカが──襲われた」


「なんだって!?」


　リューイは思わず絶ぜつ叫きようし立ちあがっていた。


　そのあまりの怒ど声せいに、はしゃいでいたサクとリンがピタリと固まり、リューイを見る。


「襲われたってどういうことだ!?」


「わからない」


　リューイが激しい剣けん幕まくでヨギに詰つめ寄る。しかしヨギは首を振った。


　ヨギに電話をしたのは、学生寮りようにいるトモエだった。


　トモエは龍哭塞にログインし、守備巡じゆん回かいをしている最中に、ヨギの〝幻王印ゲンノウイン〟から、ただならぬハルカの悲鳴を聞いたというのだ。


　そしてバタバタと人の入り交じる音と悲鳴──〝幻王印〟から聞こえてくるその音は、ハルカの身に何か危険な異変が起きていることを端たん的てきに示していた。


「何があったんだ!?　ハルカは無事なのか!?」


　リューイは尚なおもヨギに怒ど鳴なる。その顔は、苦く渋じゆうに塗まみれて歪ゆがんでいる。


「ごめんなさい」


　ヨギが小さく謝る。謝られても困る──リューイはそう思った。


　そもそもヨギを責めてもしょうがない。


　彼女がすべてを知りようがないのは、リューイも分かっていた。〝幻王印〟によってもたらされる情報は音だけ。その場の情報を完全に収集するのは難しい。


　今、分かるのは〝ハルカの身に何か起こっている〟それだけなのだ。


「くッ──！」


　突とつ然ぜん、リューイが砂を蹴けって走り出した。全速力で。


「リューイ！　どこいくの!?」


　ジュノが立ちあがり、リューイの背中に叫ぶ。


「きまってるだろ!?　帰るのさ！　オルンに!!」


「無む茶ちやだ！　今何時だと思ってるんだ!?」


「関係ない!!」


　トドロキの制止を振り切り、リューイは暗くら闇やみを駆かけていく。


「リューイ!!」


　ジュノも走った。二人の走る背中が暗い砂浜の闇に混じり、そして消えていった。





　　＊　＊　＊





　宿の近くにある最も寄より駅は、無人駅だった。


　地方ならではの木造の古めかしい駅舎だ。消えかけの蛍けい光こう灯とうがチカチカと点てん滅めつしている。


　リューイは宿に帰って荷物を摑つかみ、転がるように駅へと走ってきた。


　時刻表を見ると、まだ都心行きの列車は終わっていなかった。


　次の到とう着ちやく時間は──十五分後。


　よし、帰れる──。


　リューイは胸をなでおろす。しかしその安あん堵どはすぐに否定された。


　時刻は夜の八時を過ぎている。途中の乗り継つぎが果たしてどこまであるだろうか？


　電車で都心に戻もどるのは難しいかもしれない。そうなったらタクシーに鞍くら替がえするか──。


　リューイは財さい布ふを開いた。しかし高校生の所持金などたかが知れている。


　この所持金じゃ、タクシーで目的地に着くのも厳しいかもしれない。


　そしたら最終手段──歩いて帰るしかない。それでもきっと明日の朝までには──。


　リューイは財布をグッと握にぎり締しめ、きつく唇くちびるを嚙かんで覚かく悟ごを決めた。


「リューイ！」


　そのとき、リューイの背中に声がぶつかった。


「ジュノ……」


　振り向くとそこにはジュノがいた。慣れないビーチサンダルで走ったせいで、普ふ段だんにも増して息があがり、ハァハァと肩かたで息をしている。


　無人の駅舎、薄うす暗ぐらい蛍光灯の下。二人の視線が交こう錯さくした。


　ジュノが円つぶらな瞳ひとみでリューイをじっと見つめ、そして決意したような顔で呟つぶやいた。


「……私も行く」


　息を整えながら、ジュノは真しん摯しな思いを胸にこめ、リューイへと歩み寄る。


「君は宿に戻るんだ。学生寮には僕一人で帰る」


　しかしその申し出にリューイは首を振った。


「なんでッ!?」


　刹せつ那な、リューイが驚おどろくほどジュノは爆ばく発はつするような叫さけび声をあげた。


　彼女はリューイに詰め寄り、彼の腕うでを摑む。


「なんでよ!?　なんで!?」


　激しい形相で、ジュノはリューイの両手を摑んで叫ぶ。指が食いこみ、痛いくらいの力だった。そしてジュノの大きな目が、みるみるうちに涙で潤うるんでいく。


「私が──」


　そしてジュノは言葉を喉のどに詰まらせ、そして小さく呻うめいた。


「私が、オルンにいけない……役立たずだから……!?」


　その言葉を口に出した瞬しゆん間かん、ジュノの目からポロポロと涙が零こぼれだした。


「リューイ、はっきり言って！〝私はもういらない〟って！　オルンに行けない〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバーなんて、もう必要ないって！　そうでしょ？　リューイ!!」


　情けなくて、恥はずかしい──ジュノはそう思った。


　激しい自己嫌けん悪おに塗れ、それでも彼女はその言葉を吐はき出さずにはいられなかった。


「違ちがう──」


　今のリューイにとって、その答えが彼女に言える唯ゆい一いつの言葉だった。


「僕は、ハルカを助けたい……それだけだ。これは僕の戦いなんだ……」


「そんなことない!!」


　ジュノが再び叫んでいた。声を嗄からして。


「ハルカがどうなったって、それはオルンのことでしょ!?　リューイには関係ない!!」


　激高してそう叫んだ瞬間、ジュノはハッと息を呑のんだ。


　言ってしまった。ついに──。


　次の瞬間、今度はリューイがジュノの手を握った。先ほどのジュノの力を上回る力で。


「関係ないってどういうことだ!?　ハルカは友達だ！　僕にとっても、君にとっても!!」


　リューイの目が怒いかりに燃えていた。顔を紅潮させ、ジュノを睨にらむ。


　しかしジュノはその怒りをまともに受け、目を逸そらすことなくリューイを見み据すえる。


「……私は、もう、君の友達なんかじゃない……友達じゃ嫌いやなの」


「えっ──」


　怒おこるリューイの顔に、ハッと一いつ瞬しゆんの狼ろう狽ばいの色が浮うかんだ。


　そして次にジュノの唇から漏もれた言葉が、リューイの心を抉えぐった。


「君のことが、好き──」


　そう叫び、ジュノはリューイの胸むな元もとに体を預けた。


「──!!」


　リューイの息が止まった。


　その理由をリューイはしばらくの間、理解できなかった。


　初めての感かん触しよく。初めての体験。リューイとジュノ、お互たがいにとっての──。


　そう、それは彼らのファースト・キスだった。


　半ば強ごう引いんに、ジュノは自らの唇をリューイの唇に押し当てたのだ。


　刹那──時間が止まった。


　点滅する二つの影かげが、一つに重なる。


　そして駅舎の中は沈ちん黙もくに支配された。


　蛍光灯がジジジ……と音を立て、明かりに誘さそわれた蛾ががコンコンと電球にぶつかっている。静せい寂じやくの中でその微かすかな音だけが、この世界を奏かなでるＢＧＭだった。


　いつまでそうしていただろう。一瞬のようでもあり、永遠のようでもあった。


　リューイは何も言えなかった。そして何もできなかった。


　ただジュノのその、柔やわらかく温かい唇の感触が、彼の全身を支配していた。
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　ジュノは触ふれ合った唇を名残なごり惜おしそうにそっと離はなし、そしてリューイの目を見た。


「ごめん……こんなことして……驚いたよね……」


　恥ずかしそうに目を伏ふせ、小さく謝るジュノ。そして意を決して彼を見た。今まで愛を交わし合っていた、目の前にいる最愛の人の顔を。


　──君がハルカのことが好きなことは百も承知。


　でもそれでいい。私はリューイのことが好き。それだけは君に知って欲しかった──。


　ジュノの胸にたくさんの言葉が溢あふれ出す。しかし大好きな少年の瞳を見た瞬間、それらの言葉はすべて飽ほう和わして破は裂れつし、言葉となって口から出すことができなくなっていた。


　しかしかろうじてジュノはたった一つの言葉を、なんとか紡つむぎ出した。


「行かないで……リューイ」


　言った瞬間、彼女の頰ほおに涙なみだが流れた跡あとがキラリと光った。


「…………」


　リューイは目を閉じ、小さく顔を逸らした。そして悲しそうに呟く。


「…………ごめん」


　それがジュノに対する、彼の答えだった。


　不意に二人の体が離れた。身を引いたのはリューイだった。


「あ──」


　慌あわてて伸のばしたジュノの手が、虚むなしく空を摑む。


　リューイはジュノから離れ、無人の改札の方へと歩を進める。


　改札の先にはプラットホームがある。そしてそこへとやってくる列車が向かう先には、学生寮──そしてオルンがあった。


「…………いってくる」


　リューイは踵きびすを返した。それが彼の答えだった。


　その背中を見やり、ジュノはキュッと唇を嚙む。


　ホームへと歩き出すリューイ。二人の距きよ離りがゆっくりと、確実に遠くなっていく。


「リューイ……」


　ジュノが呟いた。もはや言葉もなく、彼女はただ黙だまって彼を見ているだけだった。


「おい、リューイ！」


　そのとき、不意にジュノの背後で声がした。リューイとジュノが同時に振ふり向く。


「サク!?」


　そこに立っていたのはサクだった。いつの間にいたのだろう。先さき程ほどの二人の行こう為いの一部始終を見ていたのだろうか？　ジュノの顔に恥じらいと狼狽が浮かぶ。


「サク、違うの、これは──」


　何か言い訳をしようとしどろもどろになるジュノ。しかしサクはそんな彼女を無視し、強引に二人の間に割って入り、そしてリューイと対たい峙じする。


「リューイ、ちょっとまてよ。このまま行っちまうつもりか？」


　サクが言う。そして彼の鼻はな面づらに顔を近づけ、眼光鋭するどくガンを飛ばした。


　いつものニヤケた表情ではない。その顔には迫はく真しんの怒りが宿っていた。


「サク、まって！」


　そのピリピリとした雰ふん囲い気きに、ジュノが思わずサクを制止しようとする。


「ジュノ、お前は口出しするな！」


　サクはジュノを一いち瞥べつし激しく叱しつ咤たした。いつものサクらしくない、その攻こう撃げき的で命令的な態度に逡しゆん巡じゆんし、思わず立ち止まるジュノ。


　サクはリューイを怒りの形相で睨みつけた。


「サク──」


　リューイが目の前に立つ親友の名前を呼んだ──刹那。


　ガツッと、鈍にぶい音が駅舎の中に響ひびき渡わたった。


「ツッ──！」


　体を反らしよろけるリューイ。たまらず崩くずれ落ち、改札口の手て摺すりを摑んで体を支える。


　サクはそんなリューイの姿を、拳こぶしを握ってじっと睨んでいた。


　サクがリューイの頰を、その拳でしたたか殴なぐったのだ。


「リューイ、おめーの気持ちは分かってる！　ハルカちゃんを助けに行くのを止めるつもりはねェ！」


　サクが叫んだ。そして頰に走る痛みに顔を歪ゆがめるリューイを見下ろす。


「それに、〝ジュノの気持ちも考えろ〟なんて、ドラマみてェなカッコイイセリフを言うつもりもねェ」


　サクはチラリとジュノを見る。突とつ然ぜんのサクの行動に、ジュノはただ呆あつ気けにとられていた。頰を伝う涙も乾かわき、その大きな目でサクとリューイを交こう互ごに見ている。


「リューイ。別にお前のことが嫌きらいなわけじゃねェ。むしろ一番の友達だと思ってる」


　サクがリューイに向き直って言葉を継つぐ。ジュノの視線を背中に感じ、サクは胸を締しめつけられる思いで唇くちびるを嚙かんだ。


　サクは学生寮りように来たときからずっと、ジュノのことが好きだった。


　片思い──サクはすでに諦あきらめている。そして彼はジュノがリューイのことを好きなことも知っていた。だからこそ──。


「だからこの一発は、俺がただ、なんとなくムカついたから殴っただけだ！」


　そう言ってサクは、リューイを殴った右の拳をつきつけた。その拳には、リューイの頰の感触と、小さな痛みがまだ残っていた。


「自分勝手なヤツ……」


　リューイが苦く笑しようして立ちあがった。


「おめーほどじゃねェよ！」


　サクが言う。そして二人はお互いに向き合い、そして小さく苦笑し合った。


　二人の間にあった緊きん張ちよう感かんが、少しだけ氷解する。


「〝ユイカ〟を探す旅は俺たちにまかせろ。悪わりィがもう少し旅行を堪たん能のうさせてもらうぜ」


「うん、頼たのんだ」


　リューイが苦笑して頷うなずくと、サクもフフンと笑った。


　そのとき、遠くで小さく踏ふみ切きりのカンカンカンという音が響いた。


　都心に向かう上り電車がやってきたのだ。


　その音に気づいて、リューイは投げ出された鞄かばんを摑つかむ。


「ごめん。いってくる」


　リューイはそう言い残すと、プラットホームへと踵を返す。


「リューイ！」


　サクが尻しりのポケットから何かを取り出し、不意に投げた。リューイがワンハンド・キャッチしてそれを見ると、それはサクの財さい布ふだった。


「お前、金ないんだろ？　タクシー代の足しにでもしな」


　サクがそう言ってニヤッと笑う。


　リューイは「ありがとう」と謝辞を言って、財布を懐ふところにしまった。


「あ、言っとくが、貸すだけだぞ!?　あとで利子つけて返してもらうからな！」


　サクが慌てておどける。リューイはフフと笑って「分かった」と返事をした。


　電車がホームにやってきた。ゴトンとブレーキがかかり、プシューッと自動ドアが開く。


　リューイはプラットホームから、列車へと足を踏ふみ入れた。


　刹せつ那な、ジュノと視線が交こう錯さくする。


「リューイ……また、学生寮で……会おう」


　ジュノが呟つぶやく。その言葉に深く頷くリューイ。


「うん」


　プシューッと音がして、ドアが閉まった。そしてゆっくり、列車が動き出す。


（ずっと、待ってるから──）


　ジュノが最後に発したその言葉は、走り出した列車の中にいたリューイに、ついに聞こえることはなかった。
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「以上、西城じよう壁へきの補修工事に伴ともなう人員と諸経費の見積もりとなります」


　持っていた書類の束の内容を読み終えた。男は龍りゆう哭こく塞さいの防衛を指揮する中隊長だった。


「ご苦労だった。内容に問題はない」


　テーブルの向かいに座った美少女が、中隊長に渡された書類を手に取りペラリとめくる。


　少女と中隊長は龍哭塞の執しつ務む室にいて、城じよう塞さい補修工事の会議をしていた。


「本来は城内で行う工事には、すべて殿でん下かの承しよう認にんが必要なのですが──」


　男が困ったように言葉を詰つまらせ、龍哭塞の指揮官代理である少女に懇こん願がんの目を向ける。


「わかっている。私の方でなんとか便べん宜ぎを図るから心配するな」


　少女は苦笑し、クールな態度でそう答えた。パッと明るくなる中隊長の顔。


「了りよう解かいしました。では早さつ速そく作業にとりかかります」


　喜び勇んで部屋から飛び出していく中隊長。少女はその様子を顧かえりみることなく、また別の案件へととりかかった。


　少女──トモエは多た忙ぼうだった。


　ハルカが拉ら致ちされて二十日以上が経たつ。その間、龍哭塞は停てい滞たいと焦しよう燥そうの只ただ中なかにあった。


　何より、兵士の掲かかげる旗頭となるハルカが行方ゆくえ不明なのだ。兵士の士気の低下は防ぎようがない。しかも現実リアルの高校は夏休みに突とつ入にゆうしている。学生寮の龍仙士ドレイクたちは、各々実家に帰省したり、アルバイト、夏期講習など。現実の雑務に追われて、オルンにログインする余よ裕ゆうがどんどんなくなってしまっていた。


　結果、いつもは四、五人の龍仙士ドレイクが常時交代制で龍哭塞を警備しているのが、最近は多くて一人。日によっては誰だれもいないという事態も起きてしまっている。


　トモエはその持ち前の責任感から、空いた穴を補うべく大車輪で仕事を行っていた。


　お陰かげで彼女は龍仙士ドレイク以外の一いつ般ぱん兵士からも絶大な信しん頼らいを受け、もはやハルカの代理として龍哭塞の主あるじといっても過言ではない地位にいる。


　現実リアルでも、オルンでも、トモエの仕事は人を束ねるリーダーだった。


　しかし果たしてハルカのいない龍哭塞が、どれだけ自主独立を保てるものやら──。


「不幸中の幸いは、平和だということだな──」


　アヴァールとの戦い以降、特に目立った戦いは起きていない。お陰で龍哭塞は腰こしを据すえて兵士の訓練や城塞の補修工事などに専念する余裕ができた。


　トモエは机から立ちあがり〝龍仙士ドレイクの塔とう〟にある執務室の窓から外を眺ながめる。


　いつもは活気溢あふれる龍哭塞の内うち廓くるわも、なんだか人もまばらで寂さびしい印象があった。


「失礼する」


　不意に執務室の扉とびらがノックされ、ガチャリと開いた。


　トモエが振り向くと、そこに腰に剣けんを下げ鎧よろいを着こんだ隻せき眼がんの女戦士が立っていた。


「アルディエル」


　女戦士はアルディエルだった。ハルカの親衛隊長を務める、代々統とう帝ていに仕える生きつ粋すいの武人であり、龍哭塞きっての剣の達人だ。


　アルディエルは埃ほこりと泥どろで汚よごれた外套マントを身に纏まとっていた。その出いで立ちは、長い旅路を終え、つい今しがた龍哭塞へと帰ってきたことを示していた。


「どうだった？」


　トモエが神しん妙みような口調でアルディエルに問う。


　それに対し、アルディエルは厳しい顔で首を横に振ふった。


「残念ながら、殿下の行方は分からず仕じ舞まいだ」


　アルディエルが苦しげに答える。その態度にトモエはハァと小さくため息をついた。


　残念ながら、ハルカ捜そう索さく隊の第一回捜索活動は無む駄だ足あし──か。


　ヨギの〝幻王印ゲンノウイン〟からハルカの身に危険が迫せまっている〝音〟を聞いたのが五日前。


　トモエは慌あわてて現実リアルにログアウトし〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の任務遂すい行こう中のヨギに電話をした。そしてそのままトンボ返りでオルンに戻もどり、アルディエルと緊きん急きゆう会議を開いて、ほぼ徹てつ夜やで作戦を練っていたのだ。


　幸い、その後の幻王印の連れん絡らくによって、ハルカの身の危険はどうやら回かい避ひされたらしいことが分かった。そもそもハルカが死ねば、彼女の体に貼はりついた幻王印は消しよう滅めつするとヨギが言っていたので、幻王印がまだ利用できるということは、最低限ハルカの体の無事だけは保証されていることになる。


　会議を重ねたトモエは、アルディエルに頼んで行方不明のハルカの捜索隊を組織した。


　パルミア、クシャーニア、メルギニア──彼女は足を棒にして、オルン各地を放ほう浪ろうし、情報を集めた。しかしハルカを捜さがす決定的な情報は、ついに見つけることはできなかった。


「しかし旅先で、妙みような噂うわさを聞いた」


　アルディエルが唐とう突とつに話題を変えた。


「噂？」


　トモエが聞き返す。アルディエルは眉まゆを顰ひそめて声のトーンを落とした。


「聖都ディサにて、ル神しん教きようの僧そう兵へい団──神しん聖せい旗き幟し兵へい団だんが動員、出動したらしい」


「神聖旗幟兵団？」


　生あい憎にくトモエはその名を聞いたことがなかった。しかしアルディエルの口ぶりと態度で、それがいかに特異で異常事態かを察することができた。


「恐おそらく、軍を率いているのは大導師ロンギシェル」


「ロンギシェル？」


「ル神教〝長老評議会〟の一角で、最高位の高こう僧そうだ。教団の軍事権を一手に所有している武ぶ闘とう派はの筆頭。どこの馬の骨とも分からない現統帝を擁よう立りつし、教団が統とう国こくの政権掌しよう握あくに成功したのも、ロンギシェルが裏で糸を引いたからとも言われている」


「つまり統国を操あやつる影かげのフィクサーということか……不気味だな」


　トモエが神妙にそう分ぶん析せきする。


　アルディエルはにわかに鎧を鳴らして興奮気味に主張した。


「もう一度、殿下の捜索を行う。今度は統帝領まで足を延のばすつもりだ」


　そう言って気色ばむアルディエル。


「ああ、だが、とりあえず休んだ方がいい。疲つかれを癒いやすのが先決だ」


　トモエはアルディエルを励はげまし、宥なだめ、そして労ねぎらった。


　アルディエルは踵きびすを返し、執務室を退出していく刹那、不意に振り返った。


「トモエ、お前には感謝している」


　アルディエルがフッと笑い、トモエに向かって呟く。


「何だ？　いきなり」


　トモエが笑う。しかしアルディエルは真しん剣けんな顔でトモエを見み据すえて言った。


「遊び感覚でこの城にやってくる龍仙士ドレイクが大半の中で、お前だけは違ちがう。ハルカ殿下がいない今も龍哭塞がかろうじてまとまり、軍の体ていを保てるのは、一ひと重えにお前のお陰だ」


　そして女戦士は慇いん懃ぎんに礼をした。龍哭塞の兵士の正式な軍礼だった。


「これからも龍哭塞軍の指導者として、宜よろしく頼たのむ」


「やめてくれ」


　トモエが苦く笑しようする。そして自じ嘲ちよう気味に口を曲げて、呟いた。


「私はただの生徒会長……そんな器うつわじゃない」


　その言葉を聞き流し、アルディエルが去っていく。


「トモエ、お前も休め。殿下の湯ゆ殿どのを使うといい。親衛隊長が直々に特別に許可しよう」


　最後にそう言い残し、女戦士は労うようにトモエに笑え顔がおを向ける。


「ああ、ありがとう、アルディエル」


　トモエはその笑顔に答え、強こわ張ばったクールな表情を少しだけ綻ほころばせた。





　　＊　＊　＊





　濃のう密みつな乳白色の湯気が立ちこめた湯殿に、チャポンと小さな水音が響ひびいた。


　龍哭塞の内廓にある衆議塔と併へい設せつされた城館。そこは普ふ段だんはハルカが生活をするエリアだった。その一室にある湯殿は、ハルカと彼女の身の回りの世話をする従者の女性だけが利用する浴場だった。


　広い湯殿は、湖の水が地熱で温まった天然温泉だ。たっぷりの水量を湛たたえる大きな湯船に、今、白く美しい背中がぼんやりと浮うかびあがっていた。


　トモエだった。トモエは一人、湯殿を利用させてもらっていた。


　オルンに召しよう喚かんされた〝龍仙士ドレイク〟は食事も睡すい眠みんも必要なく、したがって汗あせや垢あかによる汚れも排はい泄せつしないが、やはり砂混じりの風が吹ふくこの辺境の地にいると、どうしても体が埃に塗まみれてしまう。なので現実同様、風ふ呂ろは彼らにとってもリラックスできる場所だった。


　まさしく〝仙士の休息〟。


　トモエは誰もいない風呂を満まん喫きつし、生まれたままの姿で体を湯に浮かせて力を抜ぬいた。


「ハルカの身が無事だといいが──」


　乳白色に沈しずむ天てん井じようを見あげ、トモエは小さく独り言ごつ。


「まずはハルカ捜索隊の人員と予算を確保して──」


　トモエは呟つぶやきながら頭の中でめまぐるしくソロバンを弾はじく。龍哭塞の逼ひつ迫ぱくした予算と不足した人員をなんとか工面し、再び捜索隊を組織するのは、気の遠くなる労力が必要だ。


　ふと、そんなことを考えていたトモエが、湯船の中で自嘲まじりに苦笑した。


「フッ。私の性しよう分ぶんだな……いつでも、こんなことを考えている……」


　責任感──現実リアルでも、オルンでも、彼女の双そう肩けんにはいつもリーダーとしての責任が重く伸のし掛かかってしまう。きっと彼女の厳しく真面まじ目めな性格が、自然と周囲から頼たよられるオーラを醸かもし出してしまうのだろう。


　本当は、そんな人間じゃないのに……。


　トモエ自身、そんな自分の性格と立場を忌いま々いましく思うことが良くある。誰かに頼りたい、全すべてを放ほうり出して逃にげてしまいたいと思うときも一度や二度ではない。


　私なんかより、幼おさな馴な染じみのジュノの方が、ずっとリーダーとしての能力と器うつわがある──。


　私は単に、相手とのコミュニケーションが苦手な人間なだけ──。


〝クール・ビューティ〟〝頼れる生徒会長〟〝鉄の女〟──皆みなから自分につけられた、そんなニックネームが、トモエにとってはたまらなく嫌いやだった。


　あれこれと考えるうち、トモエはついウトウトと湯船の中で目を閉じた。


　居い眠ねむり──といっても、寝ねているわけではない。そもそも寝ていることで世界オルンにやってきている龍仙士ドレイクが居眠りするわけがない。が、このときトモエは、睡眠に近い瞑めい想そう状態に陥おちいっていた。それほどまでにトモエは疲れていたのだ。


　不ふ眠みん不ふ休きゆうのこの十日間で彼女の体は、想像を超こえる疲ひ労ろうが溜たまっていた。


　久しぶりのリラックス・タイム。


　トモエは「ふぅ」と息をつき、ダラリと四し肢しを弛し緩かんさせて湯船に大の字になる。


「こんな姿、死んでもリンには見せられないな。生徒会長の威い厳げん失しつ墜ついにも程ほどがある」


　自嘲気味にフフフと笑い、抜ばつ群ぐんのプロポーションを水面に浮かばせるトモエ。


「誰もいない……な、よし」


　そう言って、彼女は楽しそうに小さな声で歌を口ずさみ始めた。


　いつもクールで冷れい徹てつな印象のトモエが歌う鼻歌。その曲目は意外なことに最近流行のアイドルソングだった。しかもその歌声は、かなり調子外れの音おん痴ちだ。


　それは一人きりだからできる、トモエのリラックスした本来の姿だった。


　普段の凛りんとしたトモエからは想像できない、誰にも見せない彼女の意外な一面。


　ちなみに彼女の趣しゆ味みはカラオケ。しかし友人知人とは一度も行ったことはない。生徒会長の威厳を保つため、音痴は彼女の厳重に隠かくすべきトップシークレットなのだ。


「今度、ヒトカラでもいってみようか──」


　トモエはそう呟き、いかに逍しよう遥よう館かんの生徒に目もく撃げきされないように密ひそかにカラオケボックスに行くか、その〝秘密潜せん入にゆう作戦〟の青写真をあれこれと考え始める。


　パシャン──そのときトモエの耳に、微かすかに水の跳はねる音が聞こえた。


「誰だれだ!?」


　歌声を止め、トモエがバシャッと湯船で上体を起こして叫さけぶ。


　裸ら体たいの美少女は乳白色の湯気の先に目を凝こらした。


　影が揺ゆらめいた。しかも数人──誰かが湯殿に立ち入ったのだ。


「何者だ!?」


　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に、トモエは身を硬かたくする。そしてすぐにハッと気づいた。今、彼女は全裸なのだ。思わず羞しゆう恥ち心しんに胸と股こ間かんを手で隠す。


　目の前の影の姿が露あらわになった。


「お前達は!?」


　彼らは兵士だった。龍哭塞に詰つめていた友軍。メスロン率いる〝パルミア解放軍〟──ハルカ率いる龍哭塞軍と、〝黒こく耀よう台だいの盟約〟によって同盟関係にある集団だ。もちろん先の〝タシュケルクの戦い〟では、共に馬を並べた戦友たちでもある。


　兵士は数十名。完全武装でトモエのいる湯殿へと侵しん入にゆうしてくる。彼女を包囲しようとするその行動には、完全な敵意と悪意がこもっていた。


「よ、寄るなッ！」


　トモエが叫ぶ。そしてハッと息を呑のんだ。


　しまった！　龍仙具アトリビユートが──ない！


　致ち命めい的てきな失策だった。トモエは脱だつ衣い場に自らの龍仙具アトリビユートである〝冷瓏剣レイロウケン〟を置いたままにしていたのだ。


　トモエが狼ろう狽ばいする間にも、ジリジリと包ほう囲い網もうを狭せばめてくる〝パルミア解放軍〟の兵士たち。その顔は皆、下げ卑びた笑みに歪ゆがんでいる。


「こいつあ眼福だぜ！　まさしく天てん女によ様のような肌はだだァ！」


「たまんねェな、オイ！　順番だぜ!?　順番！」


　兵士たちが舌なめずりをしてトモエの体を舐めるように見つめる。


　その顔は皆、情じよう欲よくに囚とらわれた醜しゆう悪あくな形相だった。


　トモエはゾッとして恐きよう怖ふに顔を強張らせる。そして最悪の事態を想像し戦せん慄りつした。


「手て荒あらな真似まねはするな！」


　そのとき兵士達の背後から一いつ喝かつが響いた。驚おどろいて声の方を見やるトモエ。


「姦かん淫いんは許し難がたき罪。天主天てん龍りゆうの天てん罰ばつが下くだるぞ！」


　色情に狂くるう兵士たちを叱しつ咤たし、トモエの元へと歩み寄る一人の男。


「お前は──!?」


　トモエはその顔を見た瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくした。


「メスロン！」


　男はメスロンだった。〝パルミア解放軍〟のリーダーで、本来なら共に龍哭塞を守る同志であるはずの青年指導者──。


　メスロンは、必死に両手で隠そうとするも、隠しきれずにこぼれ出るトモエの白い裸体を眩まぶしげに眺ながめ、整った顔を歪ませて笑った。


「フン、龍仙具アトリビユートがなければ、やはりただの女だな」


「貴様、裏切ったのか!?」


　トモエが叫ぶ。しかしその罵ば倒とうをメスロンは心地ここちよい微び風ふうのように受け流した。


「勘かん違ちがいをするな。殿でん下かと統国に対する忠誠心は、このメスロン、変わることはない」


　身につけた外套マントを、武士の情けとばかりにトモエに無造作に放り投げるメスロン。


　トモエはそれを受け取り、すばやく身に纏まとって裸はだかを隠す。


「では何故なぜだ!?」


　そのとき、メスロンはトモエの鼻先に一枚の羊皮紙をつきつけた。


　それは豪ごう華かな薔薇ばら文字で書かれた書簡だった。しかも龍の印が施ほどこされている。


「これは──？」


「ル神教〝長老評議会〟の勅ちよく書しよだ。〝龍仙士ドレイクナル異い端たんノ輩やからヲ断罪セヨ〟──貴様達はもう、この世界に必要のない存在なのだよ。龍仙士ドレイク」


　そう言ってメスロンが、恍こう惚こつの表情で天に祈いのって呟いた。


「すべては天主天龍の御み名なの下もと、大導師猊げい下かの御ご聖せい断だんのままに──」


　その顔には、狂きよう信しん者特有の倒とう錯さくした優ゆう越えつ感がうっすらと浮かんでいる。


　助けて──！


　恐怖に震ふるえる彼女はもはやクールな生徒会長ではなく、一人のか弱き少女となっていた。
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「も、もう一回言ってくれ……ヨギ！」


　トドロキの顔に、驚愕の色が浮かんでいた。彼の前には、無表情のヨギがいた。


　ヨギは手に持った一枚の写真に目を落とし、小さく消え入りそうな声で呟く。


「〝ユイカ〟のいる場所は分かっている。すべてはこの写真が証明している」


「ど、どういうこと!?」


　ジュノも横から声をあげる。サク、リンもヨギを見る。全員がヨギに注視した。


　温泉旅館で一夜を過ごした次の日の早朝。朝食が配はい膳ぜんされた旅館の食堂。


　テーブルを囲み、皆は今日一日の行動について作戦会議をしているところだった。


　その議題はもちろん〝この町のどこかにいるはずの、ユイカという女性を探す〟こと。


　朝食をとりながら始まった会議の最中に、ヨギからその言葉は飛び出したのだ。


　ヨギはテーブルに手に持っていた写真を置く。


　その写真はリューイから託たくされた、彼の押入れからでてきた例の写真──雪ゆき虎とらとユイカが写ったスナップショットだった。


「この写真は〝療りよう養よう所じよ〟で撮とられたと書かれている」


　そう言ってヨギは写真をめくり、裏に書かれた文字を確かく認にんする。


　そこには恐おそらく雪虎が書いたと思われる達筆な字で〝ユイカと。療養所にて──〟と書かれていた。


「この写真の背景に、灯台が写っている」


　ヨギは再び写真を表に戻もどし、皆に写真を見せる。寄り添そう二人の背景には、今、皆がいるＫ市の海岸と、白い灯台が写りこんでいた。


　ヨギはふと、旅館の食堂にある窓を見やった。


　旅館は海沿いに建っていて、そこからも写真に写った灯台が一望できるのだ。


「この角度で灯台の見える場所は──きっとこの旅館よりも北側」


「そうか!!」


　ヨギの言葉を聞いた瞬間、トドロキが勢い良く立ちあがった。テーブルの上の食器がガチャンと音を立てる。


「そういうことか！　なるほどなるほど！」


「ど、どういうことだよ？　オッサン」


　霧きりが晴れたように晴れ晴れとした顔のトドロキに、隣となりに座ったサクが口を尖とがらせる。


　トドロキはフフンと得意げに鼻を鳴らし、皆を見み渡わたして説明を始めた。


「写真に写った灯台と、今、そこの窓から見える灯台を見比べてごらん。ほとんど変わりはないが、色々と相そう違い点があるはずだ」


　そう言われ、皆は言われた通り、キョロキョロと写真と風景を交こう互ごに見る。


「あ、なんか、岸がん壁ぺきの形とか、灯台の横にある建物の場所とかが違ちがう～」


　リンの発見に、トドロキは「ビンゴ！」と指をパチンと弾はじく。


「そう、つまり同じ灯台でも、見えている角度が違うんだ。この写真と同じように、あの灯台が見える角度は──」


「な～るほど。もっと北、つまり、ここより北側にこの〝療養所〟があるってことか！」


　サクがやっと合点がいったように手を叩く。ジュノも納なつ得とくして頷うなずく。


「この写真とまったく同じ角度で灯台が見える場所を探す。そこに目的地である〝療養所〟があるってことね」


「ビンゴ！　チェックアウトしたら、さっそく捜そう索さく開始だ！」


　トドロキが得意げに言って椅い子すに座る。そして急いでガツガツと朝食を食べ始めた。


「どうだ？　やはりプロのジャーナリストは着眼点が違うだろ!?　尊敬したまえ君たち」


「つーか、ヨギが見つけたんだろ？　手て柄がらを横取りするなよ……オッサン」


　サクがジトッと横目でトドロキを見る。


　トドロキは「ははは……」とバツが悪そうに笑って、カツカツと箸はしを鳴らして卵かけごはんを口の中に搔かきこんだ。





　　＊　＊　＊





　リューイが学生寮りように到とう着ちやくしたのは、空が白み始めた翌日の早朝だった。


　自室へと駆かけこみ、ベッドに潜もぐりこむ。そしてリューイは龍哭塞へと〝ログイン〟した。


　光となって飛来し〝召しよう喚かん〟されたリューイは、龍哭塞の城じよう壁へきから内うち廓くるわを見下ろす。


「──？」


　ふと、リューイは城塞の様子がいつもと違うことに気づいた。


　いつもは冶や金きんの金かな槌づちの音が絶えない小町廓くるわの喧けん噪そう、あちこちから立ち上る炊すい事じの煙けむり──活気溢あふれるはずの城じよう塞さい内が、まるで死んだように静かなのだ。周囲に当直の兵士もいない。


　城塞内は、水を打ったような静せい寂じやくに支配されていた。


「お～い！」


　リューイは階段を降りながら、声を張った。


「誰かいないのか!?　トモエ？　アルディエル！」


　しかし返事はなく、リューイの声は木こ霊だまとなって石いし壁かべに反射する。


　おかしい──リューイは直感的に、城塞内で起きているただならぬ事態を察知した。


「何があったんだ──？」


　そう呟つぶやいた瞬間、リューイの向かう内廓の方向から何やら騒そう然ぜんとする人々の声が木霊した。





「な、なんだって──!?」


　内廓に通じる通用門を潜くぐった瞬間、リューイは信じられない光景を目まの当たりにした。


　龍哭塞の中央広場。そこには、大勢の兵士たちが、無言のまま集まっていたのだ。


　様子がおかしい──。


　リューイは、その広場にいる兵士たちの様子を間近で見て、激しい違い和わ感かんを覚えた。


　そこにいるのは皆みな、龍哭塞の兵士たちではない。


「パルミア解放軍……？」


　そう、広場に集まっていたのはパルミア解放軍の兵士たちだった。


　ついこの間まで、龍哭塞の守護に協力してくれていた仲間たちである。


「他ほかの人たちは……？」


　リューイはキョロキョロと群衆の間を縫ぬって周囲を見渡す。しかしそこにいる兵士たちの中に、馴な染じみの顔は皆かい無むだった。ハルカに従う龍哭塞生え抜ぬきの仲間たちは、まるで神かみ隠かくしにあったように、城塞からいなくなっていたのだ。


「何があったんだ……？」


　そう呟こうとしたリューイは、不意に驚愕に息を呑のみこんだ。


　広場の中央に、信じられない光景を目の当たりにしたのだ。


　それは、禍まが々まがしいモニュメントだった。


　かつてサーラルがこの城塞を陥かん落らくさせたとき、ハルカを処しよ刑けいしようとした内廓の特設舞ぶ台たい。そこに一本の太い丸太が柱となって立てられていた。丸太は十字に交差され、そこには一人の人物が縛しばられ、兵士たちの晒さらし者になっていたのだ。


「トモエ!?」


　リューイが名を叫さけぶ。それはトモエだった。


　彼女は縛られた両手両足の枷かせにより、丸太の十じゆう字じ架かに磔はりつけにされていた。


　まるで、江え戸ど時代に行われた隠れキリシタンの処刑法のような光景──。


　トモエはぐったりと頭こうべを垂れ、死んだように動かない。元は美び麗れいだった龍仙士ドレイクの衣い装しようはあちこち破れ、白い裸はだかが晒されている。そしてその素す肌はだには、痛々しい生傷や痣あざの痕あとが無数に浮うかんでいた。激しい拷ごう問もんを受けたことが一目で分かる惨むごたらしさだった。


　そう、ここは今、まさに残ざん酷こくな処しよ刑けい執しつ行こうの舞台だったのだ。


「な、なんてことを！」


　リューイは愕がく然ぜんとして、そして同時に激しい怒いかりに叫ぶ。


「龍仙士ドレイクだッ！　龍仙士ドレイクがいるぞッ！」


「異端者の仲間が来たぞッ！」


　リューイに気づいた解放軍の兵士が、一いつ斉せいにリューイを見た。


　そして彼の周囲に殺さつ到とうし、武器をつきつけ、グルリとリューイを取り囲む。


「な、なんだ!?　なんなんだ!?」


　リューイは意味も分からぬまま、剣けんを突つき立てられて追い詰つめられる。


「無む駄だな抵てい抗こうはやめろ！　妙みような動きをしたら、ハリネズミにしてやるッ！」


　解放軍の中隊長がそう言ってリューイに槍やりをつきつける。


「貴様も壇だん上じようで、磔になれッ！」


　リューイは無抵抗のまま、じりじりと武器によって追い詰められ、広場の中心──トモエの磔になった舞台へと追い立てられる。そして無む理り矢や理り、舞台へとあげられた。


「殺せ！　殺せ！　異端者を殺せ！」


　にわかに解放軍の兵士から、シュプレヒコールがあがった。「殺せ」の合唱が龍哭塞に轟とどろく。その口調は何かに獲とり憑つかれたかのように熱ねつ狂きよう的だった。


　なんだこいつらは!?　普ふ通つうじゃない──狂きよう気きの沙さ汰ただ。


「同どう胞ほう諸君よ、静せい粛しゆくに！」


　そのとき、兵士たちの声を制する大声が響ひびいた。


　解放軍のリーダー、メスロンだ。


　メスロンは両手をあげ、広場にいる数千の部下に対し、高らかに声を張りあげる。


「我らパルミアの民たみは、長き迫はく害がいと戦せん禍かの下もと、臥が薪しん嘗しよう胆たんの地じ獄ごくを味わった！　長き戦乱の中、故郷を失い、家族を失い、友を失い、すべてを失った我々に残されたものは、唯ゆい一いつ、ル神教の篤あつき信しん仰こうのみである！」


「おお！」と、メスロンの演説に同意し、歓かん声せいをあげる解放軍の兵士たち。


「今こそ、偉い大だいなる天主天てん龍りゆうの御み名なの下に、この地に王道楽土をもたらす神の威い光こうを実現させるのだ！」


　メスロンはまるで舞台役者のように大おお袈裟げさな身み振ぶり手振りと迫はく真しんの演技で兵士たちを先導する。まるで自分で自分に酔よっているかのような、倒とう錯さくした陶とう酔すい感かんが彼を支配していた。


　リューイはその光景を舞台の上から眺ながめ、そして青ざめた。


　間ま違ちがいない。これは反乱だ。


　つまりパルミア解放軍のクーデター──パルミア解放軍は獅し子し身中の虫となり、難なん攻こう不ふ落らくの龍哭塞を、胎たい内ないから食い破ったのだ。


「龍哭塞に巣くう魑ち魅み魍もう魎りようを殺せ！　奴やつらは統国の平和を脅おびやかす異い端たん者だ！」


　クーデターの首しゆ謀ぼう者しや、メスロンが高らかに宣言し、兵士たちを煽せん動どうする。


「ハルカは──ハルカはどうなるんだ!?」


　リューイがメスロンに向かって叫んだ。しかしその訴うつたえをメスロンは一笑に付す。


「フン、もはや無能な為い政せい者しやを我々は必要としていない。統国統帝の威い信しんは地に堕おち、その神性など、我らが大導師猊げい下かの足元にも及およばないだろう」


　メスロンが不敵に笑う。そして壇上のリューイと磔にされたトモエを見やった。


「我々はもはや、統帝の血統と貴様ら龍仙士ドレイクの力など必要としていない！」


　リューイたちを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで一いち瞥べつすると、兵士に向かって宣言するメスロン。


「さぁ、まずは怪あやしい詐さ術じゆつで人心を惑まどわす、異端者〝龍仙士ドレイク〟を血祭りにあげるのだ!!　彼らは我らを惑わし、互たがいに殺し合いを仕向ける悪あつ鬼きの化け身しん！　統国の仇かたきぞ!!」


　その声に、兵士のテンションが一ひと際きわ高くなる。


「異端者を殺せ！」「異端者を殺せ！」「殺せ！」


　そのフレーズを合言葉に、あちこちで松明たいまつに火が灯ともった。


　リューイは戦せん慄りつした。その篝かがり火びは間違いなく、壇上のトモエを火ひ炙あぶりにするために掲かかげられたものだったのだ。


　まるで中世ヨーロッパの魔ま女じよ狩がりだ──リューイは思った。


　今まで龍仙士ドレイクの力を信しん奉ぽうし、畏い敬けいの念を払はらっていた兵士たちが、掌てのひらを返したように自分たちを断罪し、処刑しようと迫せまりくる。それは異常な光景だった。


「やめろッ！」


　リューイの叫びは、数千の軍勢の熱狂の前にとって、もはや焼け石に水だった。


　松明の火をつきつけられ、リューイはじりじりと磔たつ刑けいにされたトモエの元へと追い詰められていく。


「……う……」


　そのとき、リューイの耳元でうめき声が聞こえた。慌あわてて振ふり向くリューイ。


　トモエだった。トモエは虫の息になりながら、蚊かの鳴くような声を唇くちびるから漏もらす。


「トモエ！　しっかりしろ！　大だい丈じよう夫ぶかッ!?」


　リューイは磔刑にされたトモエにすがり、必死に彼女の意識を呼び覚ますべく声を張る。


「遠えん藤どう……リューイか？」


　トモエの意識は朦もう朧ろうとしていた。


「すまん……龍哭塞を……守れなかった……」


「トモエ……死ぬな！　しっかりしろッ！」


　リューイは磔の丸太に縋すがり、トモエの束そく縛ばくを解こうと必死になる。しかし縄なわは彼女の四し肢しにきつく食い込み、どんなに足あ搔がいても解き放つことはできない。


「私は……生徒会長……失格だ……」


　そのときトモエがうなだれた顔をあげ、蚊の鳴くような声でリューイに言った。


「私の……龍仙具アトリビユートを……使え……」


　そしてトモエは霞かすむ目で視線をリューイから外した。そして見やった先には、自身が磔になった十字架にモニュメントのように括くくりつけられた一本の剣けんがあった。


　それはトモエの龍仙具アトリビユート、〝冷瓏剣〟だった。


　それを見た瞬しゆん間かん、リューイの頭に絶望的な状じよう況きようを打破する一いち縷るの策が閃ひらめいた。


「わかった。君の力、少し借りるよ」


　リューイはトモエにそう告げると、十字架からトモエの剣を摑つかみとる。


「貴様ッ！　妙な動きをするなッ！」


　中隊長が叫んだ。舞台の下では数千の兵士が武器を構え、リューイを包囲している。


「黙だまれッ!!　お前たち、絶対に許さない!!」


　リューイが吠ほえた。そしてにわかに左手にトモエの剣を構え、そして右手の掌を突き出して天に掲げる。


「はあああああああああああああああッ!!」


　リューイが気合いをこめた瞬間、その右手の掌から〝光〟が解放される。


　それは夥おびただしい光量で放出される赤い光──リューイの龍仙具アトリビユートだ。


「〝龍帝珠リユウテイジユ〟！　トモエの龍仙具アトリビユートの力を吸い取れッ！」


　リューイがそう叫んだ瞬間、今度は左手に持っていた剣が反応を示した。


　剣身から白く輝かがやく光が放出したと思うと、その光はリューイの右手の赤い光に吸い取られ、そして混じり合い、光の共鳴を起こして周囲に飽ほう和わしていく。


「い、異端者が妖あやかしの術を使うぞッ！」


　兵士たちが逡しゆん巡じゆんして叫んだ。


「殺せッ！　突とつ撃げきッ!!」


　命令一声により、前衛の兵士たちが槍を構えて一気に舞台へと駆かけあがった。


　隙すき間まのない矢や衾ぶすまが、発光するリューイの体を串くし刺ざしにするべく殺到する。


「ウラアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　次の瞬間、舞台の上で何かが弾はじけ、砕くだけた。


　それはまるで、巨きよ大だいなガラス細工が粉々に砕ける音と現象に似ていた。


　キラキラと飛び散る水すい晶しようのような煌きらめき。そして破は裂れつのパーティクル。


　舞台の上ではまるで時間が止まったように、兵士たちが一いつ瞬しゆんのうちに硬こう直ちよくしていた。


　そう、リューイの光をその体に受けたその瞬間──！


「な、なんじゃこりゃあッ!?　こ、こ、凍こおっちまってる!?」


　兵士の一人が悲鳴をあげた。みると彼の下半身が、完全に硬直して固まっていたのだ。


　そしてその全身に、ピキピキと凍とう傷しようが広がっていく。やがて兵士は完全に氷結し、そしてバラバラと体が崩くずれるように砕け去っていく。


　そう、それは比ひ喩ゆではない。舞台の上のすべての兵士が凍っていたのだ。


　瞬間的な急冷れい却きやく……まるで液体窒ちつ素そのプールに沈しずんだように。


　兵士たちの体は瞬時に氷のオブジェとなって固まり、そして砕け散ったのだ！


「トモエの龍仙具アトリビユート──冷瓏剣！」


　リューイが叫んだ。そう、その現象は本来はトモエの持つ龍仙具アトリビユートの能力だった。


　冷瓏剣。剣身に触ふれた物体の熱を奪うばい、絶対零れい度どにまで冷却する能力。


　そしてその能力がリューイの〝龍帝珠〟に吸収・コピーされた結果、彼は絶対零度の凍とう結けつ能力を、さらに倍加させてその右手の珠たまに装そう塡てんしたのだ。


　まさにリューイだからこそ可能な、大だい必ひつ殺さつ技わざ。


　龍帝珠＋冷瓏剣の、ダブル龍仙具アトリビユート攻こう撃げきだ!!
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「怯ひるむな！　殺せえええええッ!!」


　兵士たちが一斉にリューイに襲おそいかかる。


「くるなッ！　殺されたいか!?」


　リューイが叫さけぶ。しかしその警告は無駄だった。狂きよう信しん者となった兵士はリューイの龍仙具アトリビユートの威い力りよくや脅きよう威いに、もはや何の躊ちゆう躇ちよもしなかったのである。


「うおおおおおおおおッ!!」


　リューイは覚かく悟ごを決め、右手に発光する龍帝珠を完全解放する。


「はあああああッ!!」


　そして渾こん身しんの力をこめて舞ぶ台たいの床ゆかを殴なぐった。


　次の瞬間、舞台がバラバラに崩ほう壊かいした。そしてその氷結現象は舞台に留とどまらず、ピキピキとまるで南極の氷山の崩壊の如ごとく、リューイを中心にして広場の地面へと伝でん播ぱしていく。


　殺到する数千の兵士の足が、ピタリと止まった。


「ば、バカなッ!?　あ、足が……!?」


　兵士たちが狼ろう狽ばいする。走り出した足が地面に貼はりつき、一歩も動けなくなったのだ。


　それはリューイの冷瓏剣の力だった。彼は地面の水分を凍結させることで、兵士たちの足を地面に吸着させ、数千の大軍の疾しつ駆くを瞬時に、完全に止めたのである！


「馬ば鹿かな真似まねはやめろ！　これ以上抵てい抗こうするなら、ここにいる全員を凍とう死しさせるぞ！」


　リューイが一いつ喝かつする。ハッタリではない。龍帝珠と冷瓏剣の相乗効果をフルパワーで発動させれば、龍哭塞とそれに隣りん接せつする湖のすべての水さえも凍結することができるだろう。


「大人しく龍哭塞から出ていけ！」


「ふははははははははははははは！」


　そのとき、リューイの降こう伏ふく勧かん告こくに被かぶさり、高笑いが木こ霊だました。


　リューイがキッと声のする方を睨にらむ。そこにはメスロンがいた。


「凄すさまじい力だ！　まさしく妖かしの力！」


　メスロンは逆転されたこの状況にも拘かかわらず、その顔に変わらぬ狂きよう気きと恍こう惚こつを絶やさず、高笑いを続ける。


「確信したぞ！　やはり貴様らは神に背そむく異端者だ！　龍仙士ドレイクはこの世に存在してはいけない悪あく魔まなのだ！　大導師猊下の言は正しかった！」


　ヒャヒャヒャと火がついたように笑うメスロン。そのあまりに不気味な態度に、リューイは逡巡して唾つばを飲んだ。


「何がおかしい!?」


「コ・ロ・セ!!」


　メスロンが目を剝むいて叫んだ。


　その刹せつ那な、リューイの上空に飛来する影かげが、キラリと逆光に煌めいた。


　それは剣を携たずさえ、リューイめがけて突とつ進しんする一人の戦士の姿だった。


「うわッ!?」


　ドカッと地面に剣が突つき刺ささる。リューイは突とつ然ぜんの不意打ちに反射神経をフル活用し、ギリギリで転がって、強きよう襲しゆうを回かい避ひした。


「だ、誰だれだッ!?」


　リューイは焦あせって体勢を立て直す。そして改めて自分を襲った刺し客かくの顔を直視した。


　その顔を見た瞬間、リューイは金かな縛しばりのようなショックに襲われた。


「そんな……ば、馬鹿なッ……!?」


　リューイの唇がワナワナと震ふるえる。


　信じられない……何故なぜ……君が……!?


「アルディエル!?」


　そこにいたのはハルカの親衛隊長、アルディエルだった。アルディエルは無言で剣を構え直し、リューイを殺そうと彼との間合いを詰つめてくる。問答無用だった。


「馬鹿なッ!?　何故、君が!?　メスロンなんかに……!?」


　ありえない、とリューイは思った。アルディエルは生しよう涯がいを賭としてハルカに仕える統国の宿将。ハルカと龍哭塞を愛する想おもいは誰よりも強い。そのアルディエルがハルカを裏切り、メスロンたち解放軍に与くみするとは──！


「アルディエル!?　何故だッ!?　何故──!?」


　彼女に向かって叫んだ瞬間、リューイとアルディエルの視線が交こう錯さくした。


　違ちがう──！


　アルディエルの目を見た瞬間、彼は確信した。


　彼女の目が壮そう絶ぜつな狂気に彩いろどられていたのだ。そこに普ふ段だんの彼女が持つ理性的な瞳ひとみの光はもはやなかった。それは混こん濁だくし朦もう朧ろうとした、まるで死人の瞳のようだったのだ。


　アルディエルは裏切ってなんかいない。


　彼女は操られている！　何者かに、何か得体の知れない力で──！


　そう思った瞬間、アルディエルが動いた。そして一瞬のうちにリューイの懐ふところに入る。


「あッ──！」


　叫んだときにはもう遅おそかった。


　油断したリューイに龍仙具アトリビユートを発動する余よ裕ゆうはなかった。


　狂気に支配された彼女だが、その抜ばつ群ぐんの剣けんの腕うではまさしく彼女のものだった。


　アルディエルは剣の柄つかを、したたかリューイのみぞおちに叩たたきつける。


「うっ!!」


　鈍にぶい痛みが全身を駆け巡めぐる。リューイの視界が黒い靄もやで霞かすんだ。一瞬の出来事だった。


「……そ……そんな……」


　リューイはそのまま、たまらず地面にうつ伏ぶした。全身から力が抜ぬけていく。


「ト……トモエ……」


　霞む視界に磔はりつけにされてうなだれるトモエの姿が映った。そして自分を攻撃した、狂気に操あやつられたアルディエルの顔──。


「ヒャハハハハハハ!!　でかしたぞアルディエル！　さすがは統国一の忠臣！」


　メスロンの耳みみ障ざわりな高笑いが、遠く耳じ朶だに不快に木霊していた。





　　＊　＊　＊





〝療りよう養よう所じよ〟は、Ｋ市の北側の海岸沿いにあった。


　その建物は立派な日本家屋だった。


　およそ〝療養所〟という言葉は相応ふさわしくない、いかにも旧家という佇たたずまいの大だい豪ごう邸ていだ。


　トドロキが呼び鈴りんを鳴らすと、間をおいてインターホンから声がした。


「どちらさまでしょう？」


　声は、年かさの女性の声だった。声は落ち着いていて品がある。


「東京から来たトドロキというものですが、こちらに〝ユイカ〟さんが療養されていると聞いて、ご訪問させて頂きました」


「…………」


　トドロキの声に、インターホンからの声がしばし沈ちん黙もくする。


「……お引き取りください。こちらに〝ユイカ〟なる者はいません」


　声がピシャリと返答した。有無も言わさぬ態度だった。


　トドロキの顔が曇くもる。どうやら一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。


　しょうがない。実力行使といくか？　この間の〝龍りゆう神じん会かい〟の施し設せつのときのように──。


　トドロキがそう覚悟を決めようと皆みなに振ふりかえった瞬しゆん間かん。


「マイカさんに聞いて来ました！」


　ジュノが叫んだ。そしてトドロキを押しのけて、インターホン口に顔を近づける。


「彼女に頼たのまれたんです！　〝ユイカ〟さんと会うようにと──」


　ジュノがそう告げると、インターホンの声こわ色いろがにわかに変わった。


「マイカ──!?」


　訪おとずれる沈黙。そして次の瞬間、ゴウンゴウンと音を立て、自動式の門もん扉ぴが開いていく。


　それは屋や敷しきの住人が、ジュノたちの訪問を受け入れた意思表示だった。


　ジュノたちは顔を見合わせ、互たがいに頷うなずき合いながら、豪ごう華かな日本庭園の続く屋敷の敷しき地ち内へと歩いて行った。





　玄げん関かん口で応対したのは一人の老婦人だった。白髪しらがを美しく結ゆい、留とめ袖そでの着物を着た品のいい老婦人だ。恐おそらく先ほどのインターホンの声の主だろう。


　老婦人はジュノたちの顔を見て、納なつ得とくしたように頷いた。


「どうやら教団の者ではないようですね──」


　そう言って女性は皆を応接室に案内した。


「夢ゆめ久ひさの家にようこそ」


　老婦人は、何十畳じようもあろうかという広大な応接室に皆を座らせ、玉ぎよく露ろを出して挨あい拶さつする。


「夢久……？」


「私は、夢久ヱイカと申します。この夢久の家の主あるじをしております」


　そういって丁重にお辞じ儀ぎをするヱイカと名乗った老婦人。


「私たちは──」


　自己紹しよう介かいをしようとして口を開いたジュノに、ヱイカはふとその言葉を制して言った。


「存じあげております。逍遥館の生徒さん方でしょう？」


「な、何故それを──？」


　ジュノたちが呆あつ気けにとられていると、ヱイカと名乗った老婦人が、コクリと頷いて言った。


「いつか来ると思っていました──この日が来るのを、私どもはずっと待っていたのかもしれません」


「どういうことっスか？」


　サクがヱイカに聞く。その質問には答えず、ヱイカは小さく玉露を啜すすった。


「マイカは──元気ですか？」


　その質問に、ジュノはコクリと頷く。


「元気です……でも……」


「教団の虜とりことなっているのでしょう？」


　ヱイカが悲しそうにポツリと呟つぶやく。どうやら彼女はマイカの身の上を知っているらしい。


（マイカって誰だよ？）


　隣となりにいたサクが、ジュノを肘ひじでつついてヒソヒソ話をする。


「あれ？　言ってなかったっけ」


「聞いてねェよ！」


　サクが声を荒あらげる。今度はリンが横から「し～っ！」と唇くちびるに指を当て、サクを諫いさめた。


「あなた方が今日、ここにいらした理由はすでに存じております」


　玉露をテーブルに置き、そして静かに呟くヱイカ。


「あなた方の身に起きた全すべての出来事の初まり。その原因が、ここにはあります」


　意味深にそう言って、老婦人は伏せた目をあげてジュノたちを順番に見やった。


「貴方あなたがたは、逍遥館学生寮りようの寮りよう生せい。〝第二の門〟──ユイカの力によって異世界へと導かれた者たちでしょう？」


「〝第二の門〟!?〝第二の門〟というのはどういう意味ですか──？」


　トドロキが不可解に眉まゆを顰ひそめて聞く。ヱイカの言葉は意味不明だった。


　質問には答えず、不意にヱイカが立ちあがった。


「さあ、こちらです」


　老婦人は振り返り、背後の襖ふすまに手をかける。


　その行動に皆が戸と惑まどっていると、ヱイカは皆に向かって頷き、そして言った。


「逢あいにきたのでしょう？──〝ユイカ〟に」





　その部屋は、屋敷の最さい奥おうにあった。


　何重にも施せ錠じようされた扉とびらの奥は、さながら〝開かずの間〟といった様相だ。


　その扉を開くと、そこは広く古い立派な洋室だった。


　部屋の真ん中に豪華な安楽椅い子すがあった。そしてそこには一人の少女が座っていた。


「ハルカちゃん!?」


　その少女の顔を見た瞬間、サクが大声をあげる。


　無理もない。サクはマイカを知らないのだ。ジュノでさえマイカを見たときには、ハルカに瓜うり二ふたつのその顔に驚おどろきの声をあげたものだ。


　ジュノはそのハルカ似の女性が〝ユイカ〟であることを確信した。


〝ユイカ〟の面おも影かげは、ハルカに似ていると同時に、マイカにもそっくりだったのだ。


「この子が〝ユイカ〟です。ユイカはマイカの一卵性の双ふた子ご──どちらも私の孫です」


　ヱイカはそう言って安楽椅子をグルリと回し、ユイカの顔を皆にお披ひ露ろ目めする。


　まるで人形だ──ジュノはそこにいる美少女を見て思った。


　その感想には理由があった。目の前にいるユイカは、まるで死んだように動かなかったのだ。目は閉じられ、驚くほど美しい肌はだは生気が宿っていないように白い。安楽椅子に座る少女は、まさに西洋のビスク・ドールのようにピクリとも動かずに眠ねむっていた。


「やはり、まだ病気が……？」


　トドロキがヱイカに向かって聞く。


　そういえばトドロキが前に言っていた。ユイカは難病にかかっているのだと。


「あなたは？」


　ヱイカがトドロキに聞いた。ユイカの病状を知る人物がいたことが意外だったらしい。


「申し遅おくれました。僕はトドロキと言います。……ユイカさんの、同級生だった者です」


　トドロキが背筋を伸のばして礼れい儀ぎ正ただしく自己紹介する。


　ヱイカは「ああ」と納得したように頷いた。


「病気は快方に向かっています。主治医の話では普ふ通つうに歩けるまでに回復しているとか」


「では何故なぜ……？」


　トドロキは、白はく蠟ろうのように動かないユイカを見やって聞く。


　その質問にヱイカは少し逡しゆん巡じゆんし、そして意を決したように呟いた。


「彼女の心は、ここにはないのです。彼女は今も、世界の〝境界〟を彷徨さまよっています」


「世界の──境界？」


　その言葉は、その場にいる全員を戸惑わせた。あまりに不可解な答えだった。


　ヱイカはフゥと一つ大きく息を吐はき、そしてとつとつと語り出した。


「私たち夢久の家系は、代々不思議な力を宿していました。まだ医学が発展していない時代では狐きつね憑つき、犬神憑きの家系と言われ、迫はく害がいされたこともございます」


　ヱイカはそう言って、ふと視線を上へと移した。


　壁かべの鴨かも居いにズラリと白黒写真が並べられていた。それは夢久家代々の当主の肖しよう像ぞうだった。


「その力は様々あれど、先祖代々、共通することは〝夢を見る〟ということです」


「夢──？」


　ジュノがオウム返しする言葉に、ヱイカは小さく頷く。


「〝夢〟によって、違ちがう世界を見る。違う世界へと訪問する──私たち夢久の一族は、先祖代々〝異世界〟を覗のぞき、導くことをその宿命とした〝門の番人〟なのです」


「そ、それはつまり──」


　にわかにトドロキが声をうわずらせる。


「はい。あなた方が異世界へと導かれる〝門〟である逍遥館高校学生寮。その場所が異界に通じる原因を作ったのは、すべて私の孫、ここにいるユイカの能力なのです」


　その言葉を聞いた瞬間、室内が水を打ったように静まり返っていた。





「ユイカは……姉のマイカと違い、子供のころより病弱な子でした。二人とも両親を早くに亡なくし、私が女手一つで育てた子たちです」


　ヱイカが愛いとしい孫まご娘むすめの昔話を始める。どこか苦しく、寂さびしそうな口調だった。


「そしてあの子は……ユイカは、一族の中でも類たぐいまれな〝力〟を持った子でした」


「その〝力〟というのが……？」


　トドロキの合いの手に、ヱイカが強く頷く。


「夢久の者の力は人それぞれ。単に夢の中で異世界を〝覗く〟だけの者もいれば、自分自身で異世界へと〝訪問〟することのできる者もいます。そしてユイカは、異世界の〝門を開く〟という一族の中でも稀け有うな力を持っていたのです」


「それはつまり──」


「任意の場所を〝門〟にして、異世界と繫つなげる力です。その〝門〟が開けば、ユイカ以外の〝力〟のない者も、その影えい響きよう力によって異界へと〝訪問〟することができる。つまり他者を巻きこむほどの〝力〟を持っているということです」


　そこまで聞いて、ジュノもサクもリンも、ついにヱイカの話の真意を理解した。


「つまり、彼女の〝力〟が発動した場所が、逍遥館の学生寮だった……と？」


　その質問に、ヱイカはコクリと頷いた。


「あの子の為ためを思い、都会の高校に進学させたのが、そもそもの間ま違ちがいだったのかもしれません……都会での生活は、この子が〝力〟を発動させるきっかけとなる、興奮と刺し激げきに満ちていたのでしょう……」


　ヱイカは、死んだように眠る安楽椅子の美少女に向かい、愛おしい顔をする。


　老婦人は深い慚ざん愧きの念を刻んだ皺しわを眉み間けんに溜ため、そして天を仰あおいだ。


「〝門を開く力〟を持った者は、夢久の長い歴史の中でもユイカを含ふくめ、たった二人だけです。もう一人は、およそ六十年前──」


　そう言ってヱイカは再び視線を上へと向ける。ジュノたちも振ふり返って見あげた。


　ヱイカが見つめる先は、立ち並ぶ鴨居の写真の中にある一人の肖像だった。


　その写真に写った人物は、他の写真の顔ぶれより一ひと際きわ、若い。学生服を着た少年だ。


「夢久龍たつ雄を──私の兄にあたる者です」


　ヱイカはそう言って、古めかしい白黒写真の中の少年を眺ながめて言った。


「彼は結局、異世界へと旅立ち、そしてついにこの世界へと帰っては来ませんでした」


　そう言ってヱイカは肖像から目を落とし、皆みなを見み渡わたす。


「あちらの世界では、バータル──仙せん龍りゆう帝ていという名で知られています」


「なんだって!?」


　トドロキが再び声をあげていた。


　バータルというのは、オルンの歴史で三百年前に、オルン全土を統一した英えい雄ゆうの名だった。そして四海を統すべる大だい帝てい国こく、ドルクルス統国を建国した始し皇こう帝てい。偉い大だいなる第一代統帝の名である。諡おくりなは仙龍帝。神話伝承ではいずこからか現れた天主天てん龍りゆうの御み子こと言われている。


「つまり、仙龍帝バータルは、我々と同じ現実リアルの人間だったということか……！」


　トドロキが真実に身を震ふるわせる。その横で、ジュノはハッとあることに気づいた。


　統国の皇女ハルカは、仙龍帝バータルの血を引く彼の末まつ裔えい。そしてユイカとマイカもまた、バータルだった夢久龍雄という男の血けつ縁えんである。


　つまり、彼女らの血のルーツは同じなのだ。


　ハルカとユイカ、マイカの顔が瓜二つなのは、彼女らが血を分けあった肉親だから。


　そして同時に、ハルカたち統国統帝家の者だけが、現実世界から龍仙士ドレイクを呼び出す〝召しよう喚かん者〟であることも自おのずと理解できる……とジュノは思った。


　つまりすべては〝血〟──超ちよう常じようの力を持つ夢久という一族の〝血〟が、二つの世界を超こえて惹ひかれあい、共鳴したことにより、ユイカの創つくりだした〝門〟を開く鍵かぎとなったのだ。


「学生寮で起きた悲しい事件や物語、そのすべてのきっかけは、ユイカの──夢久の血のせいでございます」


　そう言って、老婦人は皆に対し、丁重に頭を下げて謝罪した。


「どうか勘かん弁べんしてください」


　老婦人の白髪しらが頭あたまを見つめる皆は、何も言えずただ沈ちん黙もくを保つだけだった。





「もうひとつ、ヱイカさんにお聞きしたいことがあります」


　しばらくの沈黙の後、口火を切ったのはトドロキだった。


「あッ──」


　そのとき、部屋の隅すみにいたリンが小さく声をあげた。


「どうしたの？」


　ジュノがリンの驚いた顔を見やる。彼女はマントルピースの上にある、一つのフォトフレームを食い入るように見つめていたのだ。


「この写真が、どうしたの？　リン」


　何の気なしに、ジュノもそのフォトフレームを見る。するとたちまち、ジュノの顔にリンと同じ驚きよう愕がくの表情が浮うかんだ。


「この人は──」


　その写真は三人の顔が写っていた。そのうち二人はハルカにそっくりな双子の姉妹──マイカとユイカだ。まだ幼さの残る顔は中学生ぐらいのときに撮とられたものらしい。


　そしてその二人の間に写った三人目の人物。その顔にジュノは見覚えがあったのだ。


「ク、クジャルク──!!」


「なんだって!?」


　ジュノが呼んだ名前に、サクが反応する。サクは奪うばうようにフォトフレームを手に取り、食い入るようにその顔を見つめた。


「こいつが──クジャルクなのか!?　でも……なんで、ここにこいつが写ってるんだ!?」


「僕の聞きたいのは、そのことです」


　そのとき、トドロキが冷静な口調でそう呟つぶやいた。そして詰きつ問もんするようにヱイカを見やる。


　ヱイカは観念したように首を振った。


「クジャルク──あちらの世界ではそう呼ばれているらしいですね。獅郎シロウは──」


「し、知ってるんですか？　クジャルクのこと！」


　リンの質問に、ヱイカはコクリと頷うなずく。


「獅郎は、この屋や敷しきの隣となりに住んでいました。マイカとユイカとは、物心ついたころからの幼おさな馴な染じみです。子供の時分は、そこの庭でよく一いつ緒しよに遊んでいたものです」


　ヱイカはそう言うと、懐なつかしそうな眼まな差ざしで部屋の窓から見える日本庭園を眺める。


「あの日──マイカとユイカが高校進学の願書を出そうとした日──」


　ヱイカが遠い目をして、思い出すように喋しやべり出す。


「獅郎は私に言いました。〝おばさん、心配はいらない。俺が一緒についていき、ユイカの面めん倒どうを見る〟と。〝彼女に都会を見せたいんだ〟──と」


「それは、つまり──」


「今思えば、獅郎はきっとユイカが好きだったんでしょう。子供の頃ころから、ずっと」


　ヱイカはふと悲しそうな顔をして俯うつむいた。


「そんな獅郎のユイカへの愛情が、人様を巻きこみ、あんな事件を起こしてしまった」


「……そういうことか」


　突とつ然ぜん、トドロキが呟いた。その顔には苦く渋じゆうが浮かんでいる。


「そういうことだったのね……」


　そのとき、今までずっと沈黙を守っていたヨギがついに口を開いた。


　皆はびっくりして、部屋の隅にいる無表情の美少女を一いつ斉せいに見る。


「ど、どういうことだってばよ!?」


　サクが慌あわてて聞き返す。ヨギはその冷ややかな目に、真実を見み据すえる強い意志を宿しながら、小さく語り出した。


「二年前──オルンの世界では十年前。黒くろ神がみ獅郎──クジャルクによって、ハルカの父、鞍あん上じよう帝ていの暗殺事件が起きた。私とトドロキ先せん輩ぱいは偶ぐう然ぜんにもオルンにログインしていなかったけれど、オルンにログインしていた人たち──遠えん藤どう先せん輩ぱいや鬼き堂どう凱ガイ、その他ほかたくさん。彼らは現実世界に帰ってこられなくなり、オルンにその魂たましいを取り残されてしまった」


「世に言う〝高校生集団昏こん倒とう事件〟というやつさ」


　トドロキが補足する。ヨギは頷いて言葉を継ついだ。


「皆を巻きこんでまでクジャルクが鞍上帝を暗殺した理由、その理由は、私たちにとってずっと謎なぞだったの。確かに鞍上帝を殺せば、クジャルクの龍仙具アトリビユート〝龍皇石リユウコウセキ〟はその力を最大限に引き出すことのできる最強の龍仙具アトリビユートとなる。でも──」


　いつものヨギとは思えない饒じよう舌ぜつぶりだった。その説明に皆が食い入るように耳を傾かたむける。


「そもそもなぜ彼が最強の龍仙具アトリビユートを手に入れたいと欲ほつしたのか？　そして彼がその最強の龍仙具アトリビユートを手に入れてまで行おうとしている目的は？　多大な犠ぎ牲せいを払はらってまで──」


　そこまで言って、ヨギがふと視線をあげる。


　彼女の視線の先には、人形のように沈黙を保つ、眠り姫スリーピング・ビユーテイが座っていた。


「彼女を目覚めさせる。それが彼の目的なのね──」





「恐おそらく、その推理は正しいでしょう……」


　老婦人が静かに言った。


「彼女は今、生きても死んでもいない状態にあります」


「生きても死んでもいない状態？　そ、それってどういうことっスか!?」


　サクが慌てて聞く。ヱイカが死んだように眠るユイカの顔を眺めて言った。


「ユイカの力が目覚めたことで〝第二の門〟が開き、学生寮りようが異世界と繫がりました」


　ヱイカはユイカの冷たくなった動かない手にそっと自分の手を重ねる。


「その〝力〟の発動は、元々病弱な彼女の身体からだと精神を、まるで病びよう魔まのように蝕むしばんでいったのです」


　そして老婦人はキッと中空を睨にらんだ。そしてワナワナと震えながら、辛つらそうに呟く。


「ある日、とうとう〝力〟は暴走し、彼女は永遠の眠りにつきました。そしてその魂は、現実と異世界の境界に閉じこめられたのです……学生寮の〝門〟を残したまま……」


「じゃあ、この子を助けるには、どうすれば……？」


　サクがにわかに声をあげ、ヱイカに聞いた。


「その方法を探し続けたのが、クジャルクよ」


　その質問に答えたのはヨギだった。


「クジャルクは、絶大な龍仙具アトリビユートの力が、彼女を〝境界の世界〟から引き戻もどす力になると確信している。だからこそ鞍上帝を殺し、自らの〝龍皇石〟の力を収しゆう斂れんした」


　ヨギはその目に迫はく真しんの光を湛たたえ、そして断定する。


「そして自分と同じ力を持つリューイの〝龍帝珠〟に力を与あたえ、実験を施ほどこしたのよ。将来、ユイカを助けだす力の提供者となることを見こんで──」


「そういうことか……」


　サクが呟いた。そしてグッと拳こぶしを強く握にぎって力を込める。


「だからって……だからってよォ。たとえ好きな女のためとはいえ、他人を犠牲にしてまで、そんな恐ろしいことができんのかよ!?　普ふ通つう！」


　サクの声には怒いかりが籠こもっていた。


「奴やつなら、するだろう」


　しかしサクの怒りを隣にいたトドロキが無情にも切り捨てる。


　トドロキは遠い追つい憶おくの中、高校時代のことを思い出していた。


　黒神獅郎──彼のことを思い出すとき、トドロキはいつも彼の目を思い出す。


　冷たい目──まるで絶望と諦てい観かんが入り混じった、世界のすべてを否定するような、冷れい徹てつにして鋭えい利りな目。しかしその冷たい瞳ひとみの奥底には、ゾッとするほどの熱く燃える情念と感情が渦うず巻まき、そして燃え盛っていた。


　雪虎も、トドロキも、ヨギも。当時の龍仙士ドレイクは、溢あふれるほどの才能に満みち溢れていた。彼らは学生でありながら、強く勇ゆう敢かんな仙士たちだった。


　しかし彼だけは違ちがう。どこか異質な、そして危険な雰ふん囲い気きを持つ男。


　きっと、たとえ地球上の数十億、すべての人々が死に絶えようとも、彼はその決断に微み塵じんの躊ちゆう躇ちよなどしないだろう。


　それが愛する者のためならば──。


「クジャルク──黒神獅郎はそういう男だ」





　どれほどの時間が流れただろう。


　夢久家の最さい奥おうの間で、皆みなは沈黙のままじっと立ちつくしていた。


　明かされた真実。ユイカの存在。二年前の事件。そしてクジャルクの野望──。


　この旅で明かされた真実は、その場にいる皆の心に深く、重くのしかかっていた。


「──ッ!?」


　突然、ヱイカはピクリと何かに気づくように反応した。


　眉まゆを顰ひそめ、ジッと目を閉じて、何やら小さく唸うなっている。


「ど、どうしました!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　ジュノが慌てて老婦人の肩かたを抱だき、背中をさする。


　ヱイカは息を切らしながら、近くの椅い子すに座った。苦しそうな表情だった。


「もしかして、ご婦人──」


　トドロキが厳しい目でヱイカの顔を覗のぞきこむ。


「貴方は、〝覗く力〟を持っているのでは？」


「……その通りでございます」


　トドロキの指し摘てきに、ヱイカは青い顔をしてコクリと頷いた。


「私も夢久の女。ユイカには到とう底てい及およびませんが、少しばかりの〝力〟がございます。その力によって、時々白昼夢のように〝あちらの世界〟の情景を見るのでございます」


　ハアハアと息を切らし、顔面蒼そう白はくになりながらヱイカが汗あせを拭ふく。


「もしかして……何か、あちらの世界で異変が……!?」


　ジュノの質問に、コクリと大きく頷くヱイカ。


「民衆たちの狂きよう気き。逆巻く炎ほのお。そして磔はりつけにされた少年と少女──」


　ワナワナと震ふるえながら、ヱイカは白昼夢で見た光景を皆に説明する。


「恐らく、場所は──龍哭塞……」


「なんだとッ!?」


　サクが血相を変えて叫さけんだ。


「それってリューイと……トモエのことか!?」


　額に玉のような汗を浮うかべ、ゆっくりと頷く老婦人。その場にいる皆に戦せん慄りつが走った。


「た、助けにいかねェと！」


　サクが叫び、部屋から飛び出そうとした。トドロキがそれを羽は交がい締じめにして止める。


「ちくしょう！　離はなせよ！　オッサン!!」


「お、おちつくんだサク君！　ここがどこだと思ってる!?　学生寮に戻るには、半日はかかるぞ!?　向こうの世界では二日以上の時間が経たつ。とても間に合わない！」


「じゃあ、どうすればいいんだよッ!?」


　サクが壁かべを拳で思いっきり叩たたく。激しい怒りはサクだけではない。リンは半泣きになり「どうしよどうしよ」とオロオロと駆かけまわり、ジュノは絶望的な顔で青ざめている。


「……ここから、異世界に行くことができます」


　不意に、戸と惑まどう皆に向かって、小さな声が響ひびいた。


　その声はヱイカだった。ヱイカは椅子にもたれかかり、疲つかれた表情を隠かくしつつ皆を見る。


「ど、どういう意味ですか!?」


　トドロキが聞く。ヱイカはゆっくりと頷うなずき、そして決意したように言った。


「この夢久の屋や敷しきにも〝門〟があります。私の兄、夢久龍雄が六十年前に開いた〝第一の門〟です」


「そうか！」


　トドロキが手を打って合点する。


〝門〟はかつて二回開いた。六十年前、仙龍帝バータルとなった夢久龍雄が開いた〝第一の門〟。そしてユイカが開いた〝第二の門〟。〝第二の門〟は逍遥館高校学生寮に存在するが、〝第一の門〟は、ここ、夢久龍雄の生家である夢久家の屋敷に存在するのだ。


「もうかれこれ六十年も〝門〟を通った者はおりません。しかし、あなた方なら……」


　ヱイカが戸惑いつつ、皆に一いち縷るの望みを伝える。


　この屋敷で夢を見ることで、学生寮同様、皆はオルンに召しよう喚かんされることができるのだ。


「よっしゃ！　そうと決まれば早さつ速そく、寝ねるぜ！」


　サクが奮起して和室に走り出す。どうやら布ふ団とんを敷しきに行ったらしい。


「私も私もッ！」


　リンがその後に続く。


　他人の家でずいぶんと厚かましい態度だが、この際しょうがないだろう。


「僕も久し振ぶりに、龍仙士ドレイクとしての腕うでを見せるか！」


　トドロキが腕をまくってそれに続く。ヨギも静かに続いた。


　ふと、トドロキは部屋に残ったままでいる残りの一人──ジュノの姿が目に入った。


　ジュノは何やらモジモジと、その場に立ちつくしている。


「あれ？　ジュノ君、君は──？」


「トドロキさん、皆を連れて早くオルンに！　私はここで待ってるから……」


　ジュノがはにかんだ笑え顔がおでそう答える。トドロキはジュノの心情を理解した。


「そうか、君は……」


　ジュノはオルンですでに死んでいるのだ。つまりもう向こうの世界には召喚されない。


　ジュノは仲間外れになった寂さびしさを紛まぎらわすよう、気き丈じように振ふる舞まい、ニコリと笑った。


「お願い。リューイを助けてあげて」


「……わかった」


　トドロキは頷く。そして踵きびすを返して部屋から出ていこうとした。


「──心配はいりませんよ。ジュノさん」


　そのとき、ジュノの背中に、凛りんとした声が跳はね返った。


「え──？」


　声の主はヱイカだった。彼女はジュノに労いたわるようなやさしい声を投げかける。


「いっておいでなさい。心配はいりません」


「でも──」


　意味が分からず躊躇するジュノに、ヱイカはやさしい口調で呟つぶやいた。


「〝新たな門を通るものは、新たな夢を見る。門は人の夢を紡つむぎ、夢は人を異い邦ほうの世界に導く。人の数だけ、そして門の数だけ、夢はある──〟」


　それは何か呪じゆ文もんのような文言だった。


「兄である夢久龍雄の言葉です」


　ヱイカはジュノの目を見つめて、そして言った。


「〝第一の門〟を通れば、貴方は再び、オルンに召喚されるでしょう。たとえ過去にオルンで命を落としていても」


「ほ、本当ですか!?」


　ジュノは思わず叫んでいた。


　信じられなかった。


　私が──もう一度オルンに行ける!?


　そして同時に思い出した。それは、この場所を紹しよう介かいしてくれたマイカの言葉だった。


　──もしかしたら、貴方あなたは再び〝夢〟を見ることができるようになるかもしれない。


　その言葉は真実だったのだ！


　ジュノの胸に、言いようのない喜びが込みあげてきた。


　その喜びは涙なみだとなって、目め尻じりから頰ほおに零こぼれおちる。


　私も、もう一度、夢を見てもいいんだ──。


　ジュノは嬉うれしさに咽むせびながら、顔を両手で覆おおってしゃくりあげる。


　そして同時に、その唇くちびるから伝わる、リューイの顔を思い浮かべて胸を熱くさせる。


　リューイ──。


「そうと分かれば、ジュノ君、急ぐぞ！」


　トドロキが叫んだ。ジュノはハッとなり、急いで目尻の濡ぬれた涙を擦こすった。


　そうだ。泣いている暇ひまなんてない。


「ヱイカさん、ありがとうございます！」


　老婦人に謝辞を伝え、ジュノは踵を返す。ヱイカは申し訳なさそうな顔でそれに答えた。


「夢久の恥はじの後始末、貴方がたにお任せするのは心苦しいのですが──」


「かまいません。これは私たちの選んだ道……ですから」


　ジュノは振り返り、そう言って笑った。


「では、失礼します。お元気で。ユイカさんも──」


　ジュノは安楽椅子に座った眠ねむる美女に挨あい拶さつし、そして駆け出した。


　その胸に、一縷の希望を秘めて。


　リューイ、待ってて──。





　　＊　＊　＊





「異い端たん者を殺せ！」「異端者を殺せ！」「異端者を殺せ！」


　大合唱が、大地を鳴動させていた。


　喉のどを嗄からして歓かん呼こするのは、龍哭塞の内うち廓くるわにいる数千のパルミア解放軍の兵士たち。徒ただならぬ異常な熱気と狂気の坩堝るつぼの中、リューイは意識を取り戻もどした。


「くっ！」


　全身にギリギリと食いこむ荒あら縄なわの痛みに、リューイは自分がトモエ同様、磔になったことを悟さとる。リューイとトモエは並んで二本の十じゆう字じ架かとなって舞ぶ台たいに晒さらされていた。


　眼下には数千の兵士たち。その中にはアルディエルや、顔なじみの龍哭塞の兵士たちも混ざっている。皆、一様に呆ぼう然ぜんとして自我を失ったような死人のような顔つきだ。


　それは異様な光景だった。集団催さい眠みん、集団洗脳──きっと、何者かの力により、数千の兵士たちは全員、ゾンビのような理性のない狂きよう信しん者となってしまっていたのだ。


「火を放てッ！」


　部隊長の合図とともに、掲かかげられた松明たいまつの炎が十字架の下に敷しき詰つめられた藁わらの山に引火する。乾かわいた藁は、辺境の風を受けてあっというまに燃え広がった。


　燻いぶし出される煙けむりによって、リューイは激しく噎むせた。目に沁しみて開けていられない。


　もはや抵てい抗こうする気力も尽つき果てていた。


　隣となりを見やると、自分同様に磔にされた、惨むごたらしい傷を負ったトモエがいた。


　トモエは早々に気を失ったらしく、目を閉じてぐったりと肢し体たいを弛し緩かんさせている。


　気を失っている間に死ぬのなら、その方が幸せかもしれない──。


　リューイは諦てい観かんにも似た忸じく怩じたる思いを、溢あふれ出る涙とともに流した。


　ハルカ、ごめん──。


　リューイが小さく唇を嚙かむ。


　ジュノ、君にも謝らなくちゃいけないな……。


　彼の閉じられた目め頭がしらの裏に、ハルカの笑顔とジュノの笑顔が交こう互ごに映し出される。


　結局、僕は〝役立たず〟だ──。


　リューイは、今まで何度も嚙みしめてきたその後こう悔かいを、再び嚙みしめた。


　しかしおそらくこの後悔も、今回が最後になるだろう──。


「おお！」


　リューイが死を覚かく悟ごしたつぎの瞬しゆん間かん、城内がにわかにどよめいた。


　どよめきは波は及きゆうし、その声はやがて「異端者を殺せ！」の大合唱を覆い尽くす。


　な、何があったんだ──!?


　リューイは状じよう況きようを把は握あくすべく、煙に燻いぶされ閉じた瞼まぶたを必死で開く。


　そして青い空を最初にその視界にとらえた瞬間、信じられない光景を目もく撃げきした。


　青空に、幾いく重えもの影かげが躍おどっていた。


　それは人だった。


　上空から飛来する数人の人影。


　一、二、三、四、五──合計五人。


　五人は互たがいに手を結び、まるで未み確かく認にん飛行物体のように断続的に瞬間移動を繰くり返し、だんだんと地表に近付いてくる。


　リューイはハッと気づく。その能力は間ま違ちがいない──。


　瞬間移動──リンの〝絶影鈴ゼツエイリン〟!!


「リューイ！　トモエッ！」


　そのとき、天空から怒ど声せいが響いた。


　そして空に躍る影の一人から、激しい光が放出される。


　その光はやがて大きい球体となり、まるでミサイルのように眼下にいる解放軍の戦列へと爆ばく撃げきされた。


　爆ばく発はつ音が轟とどろき、悲鳴とともに数十人の兵士たちが吹ふき飛ばされる。凄すごい威い力りよくだった。


　光の爆ばく裂れつ弾だん──サクの〝錬光環レンコウカン〟!!


　リューイはついに、その能力者たちの姿を確認した。


　彼の目に、煙で流れていたそれとは異質の涙が流れ、頰を伝う。


　助けに来てくれた……のか!?


「リューイ！　なんだその格好はァ？　ったく、俺たちがいねェと、な～んもできネェんだな、お前！」


　広場の中心に着地した少年がリューイの元へと駆かけ寄り、磔はりつけにされたリューイを見あげて皮肉っぽく笑う。そして小さくその掌てのひらに〝錬光環〟の光を練成し、発射した。


　龍仙具アトリビユートの威力をうけ、たちどころに消し飛ぶ火ひ炙あぶりの炎ほのお。


「サク、お前……来てくれたのか!?」


「私もいるよ～」


　そのとき、リューイの背後に瞬間移動したリンが、彼の両手を縛しばる縄なわを短刀で切り落とす。ドサリと床ゆかに落とされ、リューイの体は自由になった。


「リン！」


　そしてすぐに横を見ると、トモエの体も十字架から下ろされているところだった。


　それをサポートしているのは、無表情な少女と、ニヤケた青年。


「ヨギ！　トドロキさん！」


　リューイは感謝の意をこめ、二人の名を呼ぶ。


「大だい丈じよう夫ぶ。気を失っているだけ」


　ヨギはボロボロになったトモエを介かい抱ほうしながら、リューイたちに彼女の無事を伝える。


「やぁ、ただいま。なかなかドラマティックな登場だったろ？」


　トドロキはリューイに振り返り、ニコリと笑った。


「ピンチのときに遅おくれて登場する！　これ、ヒーローの鉄則ゥ！」


　リンがビシッとポーズをつけてかっこつける。


「うおおおおおおおッ!!」


　そのとき舞台に駆けあがる一団があった。パルミア解放軍の中隊たちだ。リューイとトモエの処しよ刑けいを妨ぼう害がいされた彼らは怒いかりにまかせ、まるで雪崩なだれのように大勢で迫せまりくる。


「異端者の仲間が増えたぞォォォォ!!　殺せェェェェェェェェェェ!!」


　その声はもはや狂きよう気きを通り越こしている。完全なる亡もう者じやの群れだ。


「な、なんだこいつら!?　ヤベェぞ!?」


　サクが、兵士たちのあまりの異様さに「ゲッ」と逡しゆん巡じゆんする。


　もはや問答無用。相手が龍仙士ドレイクだろうが誰だれだろうが、彼らは死ぬまで戦うだろう。


「うわッ!!」


　迫り来る狂信者たちに、思わず身構えるリューイ。


　そのとき狂信者の先頭集団の体に、にわかに炎が巻きあがった。


　それは瞬間的な自然発火だった。


「緋燕扇ヒエンセンッ！」


　次の瞬間、リューイの背後から、凄すさまじいまでの突とつ風ぷうが駆け抜ぬけた。


　突風は灼しやく熱ねつの熱気を含ふくみ、旋せん風ぷうとなって、数百の狂信者たちを襲おそう。


「ぐおおおおおッ!!」


　兵士たちは火ひ達磨だるまになり、次々と舞台から転げ落ちていく。


　その龍仙具アトリビユートの攻こう撃げきを目まの当たりにして、リューイはハッと息をのんだ。


　灼熱の炎を自在に操あやつる、この絶大な龍仙具アトリビユートの力──。


　この力は──！


「まさか──!?」


　リューイはゆっくりと振ふり返る。


　そして熱風を発したその張本人を目の当たりにする。


　そこにいたのは、赤い壮そう麗れいな衣い装しようを着て、大きな扇おうぎを構えた美少女。


　そう──彼女は──。


「ジュノ!?」


　信じられなかった。そこにはジュノがいたのだ。龍仙士ドレイクの姿で！


　かつて龍哭塞の攻こう防ぼう戦せんで胸に致ち命めい傷しようを負って絶命したジュノが、再びオルンへと〝復活〟した。リューイは目を擦り、何度もその姿を見直す。


「まさか……夢じゃないのか!?」


「バーカ、夢だからここにいるんだろ！」


　隣でサクが呆あきれたように笑った。リンも「上手うまい！　座ざ布ぶ団とん一枚！」と爆ばく笑しようする。


　ジュノがクスリと小さく微笑ほほえみ、そして上うわ目め遣づかいで恥はずかしそうにリューイを見た。


「ただいま……」


　そして顔を赤らめ、小さく、そう呟つぶやいた。


「お、おかえり……」


　リューイに言えることは、それだけだった。


　何故なぜ？　どうして？　疑問はたくさんある。しかし、ジュノが再びオルンにやってきた。その事実が、リューイの胸をただ、嬉うれしさでいっぱいにしていた。


「おっと、皆みなさん、感動の再会はここまで！　敵さんが来ちゃうよ～！」


　トドロキがそう言って、指で眼下を指し示す。


　広場にいたパルミア軍第二陣じんが、舞台に押し寄せてきていたのだ。


「よ～し、いっちょ、一暴れすっか！」


「やったるぜ～！　トモエ先せん輩ぱいのカタキ！　ぜってー許さないからッ！」


　リンとサクが同時に不敵に笑い、自信満々でそれぞれの龍仙具アトリビユートを発動する。


　戦せん闘とうモードになった一いつ騎き当とう千せんの龍仙士ドレイクたちが、一いつ気き呵か成せいに数千の兵士に対たい峙じした。





「待ちたまえッ！」


　軍勢と龍仙士ドレイクたちが衝しよう突とつするその寸前で、城内に声が響ひびいた。


　ピタリと攻撃の手を止め、皆が一いつ斉せいに声のする方を見る。


　そこにはメスロンがいた。メスロンは両手を広げ、リューイたちを睨にらんでいる。


「あいつだ。あいつが龍哭塞を裏切ったんだ」


　リューイがサクたちにそう教える。


「ヤロウ、やっぱ、前から胡う散さん臭くさいヤツだと思ってたんだよ！」


　サクがこめかみの血管をピクピクさせ、メスロンを睨む。


　しかしメスロンは涼すずしい顔でそれを受け流して笑った。


「無む駄だな抵抗はやめたまえ！　龍仙士ドレイク諸君よ！」


　メスロンが、声を張りあげ、リューイたちを指差す。


「龍仙士ドレイクが何人こようが、すでに勝敗は決している！　天主天てん龍りゆうの加護によって守られた我らが軍団は無敵だ！」


「な～に寝ねぼけたこと言ってやがるッ！」


　サクが売り言葉に買い言葉で叫さけぶ。


「たかだか数千の兵士で、俺たち龍仙士ドレイクに勝てると思ってンのか!?　お前らの方こそ、荷物まとめてさっさとこの龍哭塞から出ていきやがれッ！」


　しかしサクの怒声を、メスロンはフンと鼻で笑って受け流した。


「無信心の無む知ち蒙もう昧まいな奴やつらは、これだから困るな」


　メスロンは自信たっぷりにそう言って首を振る。


「見よ！」


　そしてメスロンはビシッと手をかざし、龍哭塞の城門を指差した。


「我らが友軍！　偉い大だいなる大導師さまの到とう来らいぞ!!」


　メスロンの指の先に、膨ぼう大だいな土煙けむりが舞っていた。


　大軍勢だった。


　どこから湧わいて出たのか。それはいつの間にか、龍哭塞をグルリと取り囲むほどの規模にまで膨ふくれあがっている。


　その兵装は、浅あさ葱ぎ色いろの外套マントと黄金の鎧よろい。そして龍の図案の書かれた軍旗──。


「神聖旗幟兵団だッ！」


　城内の解放軍の一人が叫んだ。そのどよめきは兵士たちに瞬またたく間に伝でん播ぱしていく。


「大導師猊げい下かだッ！」


「ロンギシェル猊下が、直々に異い端たん者を打だ倒とうしに来られたぞッ！」


　口ぐちに叫ぶ兵士たち。その中には、土下座をして軍に頭を下げる者までいる。


　突とつ然ぜんの大軍勢の襲しゆう来らいに、舞台の上のリューイたちが小さく息をのむ。


　総勢、二十万。およそ龍哭塞が経験したことのない数の敵軍だった。今まで最大の敵でさえ、ドルジフ率いるパルミア国軍三万。そのざっと七倍近い兵数が、龍哭塞をグルリと取り囲んでいたのだ。


「あははははははははは！　どうだ！　これほどの軍勢、貴様ら龍仙士ドレイクであろうと太刀たち打うちできまい！」


　メスロンが狂気の高笑いをする。もはやかつての思し慮りよ深い青年指導者の面おも影かげはそこにはなかった。そこにいるのは、ル神教の教義に獲とり憑つかれ、誇こ大だい妄もう想そうな夢を見る煽せん動どう狂きよう信しん者の姿であった。


「十万だろうが、二十万だろうが、相手にとって不足はねェ……！」


　サクがグッと両の拳こぶしを叩たたき合わせ、そして不敵に口を歪ゆがめる。


「やってやろうじゃねェか……上等だぜ！」


「そうだな。まだ負けると決まったわけじゃない。やってみるか」


　トドロキがサクの隣となりに立ち、二十万の軍勢を眺ながめて軽い口調で言う。


「策があります……必勝の策……」


　ヨギがトドロキの隣に寄り添そい、無表情な口調で呟いた。


「一人……え～と、四万人倒たおせばいいってこと？」


　リンも武む者しや震ぶるいをしながら、ヨギの横に立つ。


「ぼ、僕も数に入れてくれよ！」


　リューイもその横に並んで、リンに対して毒づく。


「そうね。私たちが全員で死力を尽つくせば、二十万くらい、メじゃないわ！」


　最後にジュノが、ズイッとリューイの隣に歩みよって言い放った。


　横並びに並んだ六人は、二十万の軍勢を前に、お互たがいの意思を確かく認にんし合った。


　それは無言の会話だった。


　皆はお互いに頷うなずきあい、そして微笑み合う。


　既すでに腹は決まっていた。


　戦う。そして勝つ。


　龍哭塞のため、ハルカのため、そして皆のために──。


「うッ──！」


　そのときだった。


　リューイは突然の痛みに、思わず膝ひざを折って地面に崩くずれ落ちた。


　それは激しい頭痛だった。


　キイイイインと、まるで鼓こ膜まくを揺ゆるがすような高音が、リューイの頭の中を駆かけ巡めぐる。


「ぐあああああッ!?」


「な、なに!?　これ!?」


　痛みを感じたのはリューイだけではなかった。隣にいるサクとジュノ、リン、そしてトドロキとヨギ。龍仙士ドレイクのすべての仲間が同じ突然の頭痛に襲われたのだ。


（ハイツクバレ！　愚おろカナル餓が鬼きドモ！）


　突然、高音が人の声へと変へん貌ぼうし、リューイの耳に聞こえてきた。


「な、なんだ!?　この声はッ!?」


「これは……念話……!?」


　眉まゆを歪めてヨギが呟く。声は皆の耳に同じように響いていたのだ。


　念話──直接、思考を相手の脳に伝える思念波。


　そんな能力を使えるのは……龍仙士ドレイクしかいない。


「いったい、誰が……」


（ダマレ！　餓鬼ドモ！）


　再び、思念波が叫んだ。その声の威い力りよくにより、リューイは小さく悲鳴をあげる。


（我ハ大導師ロンギシェル！　神ノ名ニオイテ異端者デアル貴様ラ龍仙士ドレイクヲ、殺シニ来タ……！）


「ロ、ロンギシェルだと!?」


　トドロキが痛みに耐たえ、ハッと遠くを見み据すえた。


　二十万の神聖旗幟兵団の軍勢の本ほん陣じん──その中心に微かすかに見えるその場所を。


　そこには豪ごう華かな輿こしがあった。数十人の信者によって支えられ、掲かかげられた御み輿こし。


　それは陣じん中ちゆうにあって一ひと際きわ、煌きらびやかな光を放つまさに〝動く玉座〟だった。


「ロンギシェルだと……!?　馬ば鹿かな……この力……もしや、お前……!?」


（ダマレ！　虫ケラガ！）


「ぐあああああッ!!」


　トドロキが痛みに地面に這はいつくばる。それほどまでに〝思念波〟の攻撃は苛か烈れつだった。


（貴様ラ、龍哭塞ノ龍仙士ドレイクタチノ出番ハ、スデニ終ワッタ！　世界ニ望マレザル、カリソメノ客ヨ。早々ニ舞ぶ台たいカラ退出スルガイイ……！）


　ロンギシェルと名乗る男の〝思念波〟が、リューイたちの脳に痛みとともに届けられる。


（見ヨ！　新タナ世界ヲ創世スル、新タナ者タチノ顕けん現げんヲ!!）


　次の瞬しゆん間かん、にわかに空が光に包まれた。


「な、何だッ!?　どうしたッ!?」


　その圧あつ倒とう的な光量に、サクが目を眩くらませて混乱する。皆も同じだった。


　龍哭塞にいる敵味方、すべての者が、天から降り注ぐ、その圧倒的に輝かがやく光に驚きよう愕がくして地べたに這いつくばる。


　それは突然の超ちよう常じよう現象だった。


「なになになに～!?　頭痛いし、眩まぶしいし……何が起きたの～!?」


　リンが泣きそうな顔で叫ぶ。


　リューイも手をかざし、光の発生源を確認しようと必死に空に目を凝こらす。


　何が起きたんだ──!?


　そしてリューイは見た。光り輝く空に、微かに浮うかんだ小さな影かげ。


　まるで太陽の黒点のように、その影は、光の中に浮かびあがっている。


　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十、十一、十二──合計十二。


　十二個の黒点は、円環リング状に規則正しく配置され、回転して上空に漂ただよっている。


[image: ]


「あれは──!?」


　ジュノが叫んだ。


　まさか──!?


　リューイは、湧きあがる不安と焦しよう燥そうに、唇くちびるを震ふるわせて呟つぶやく。


　美しい光景だったが、リューイはその光に何か得体の知れない不気味さを感じていた。胸がザワザワと騒さわぐ。背中に悪お寒かんが走り、胸が締しめ付けられるように痛かった。


　まさか、あれは──。


　いや、奴らは──いったい──!?


「神の使者だッ!!」


　メスロンがひざまずき天を仰あおぐ。そして涙なみだと涎よだれに塗まみれ声を嗄からして叫んだ。


「古き世界オルンの神話に曰いわく！　世に悪あつ鬼き、邪じや龍りゆうが蔓延はびこる末法の世に、天主天龍に代わりて顕現する十二の龍りゆう神じんの使者！」


　メスロンの言葉はもはや言葉になっていなかった。神の奇き跡せきを目まの当たりにして、感動に叫び、そして嗚お咽えつする。


「降臨だッ！　異端者を根絶するため、天主天龍の遣つかわした使徒が舞まい降おりたのだ!!」


　メスロンの言葉に、神聖旗幟兵団二十万の大軍勢が一斉に吠ほえた。


　その神を讃たたえる合唱は、まるで地じ響ひびきのように龍哭塞を震わせ、鳴動させる。


「その名も〝龍を狩る者たちドルク・メルゲン〟──世界オルンの破は滅めつと再生を司つかさどる、聖なる神の使者ッ!!」


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」


　バカなッ──!?


　その地響きにも似た大合唱の中、リューイは思わず呟いていた。


　違ちがう！　断じて違うッ!!


　あれはメスロンが言うような〝神の使者〟なんかではない。


　あれは──。


「僕たちとは異なる……新たなる〝龍仙士ドレイク〟なのか──!?」


　トドロキが呟いた。その顔には、俄にわかに信じられないという驚愕と、悪あく魔まを見るような恐きよう怖ふの念がありありと見てとれた。


「まさか──」


　そして十二人の謎なぞの〝神の使者〟が、光輪を纏まとい、ついに龍哭塞へと飛来した──。





　　＊　＊　＊





　虚こ空くうが吠えていた。


　轍てつを刻み、一騎きの黒馬が一路、北へと駆けていた。


　その黒馬には二人の人物が跨またがっていた。


　一人は、漆しつ黒こくの完全装甲鎧フルプレート・アーマーに身を包み、黒い鉄仮面で顔を覆おおった武人だった。


　そしてもう一人は、見み目め麗うるわしい高貴で高潔な顔立ちをした銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女だ。


　突然、鎧よろいの男が手た綱づなを引いた。


　ヒヒンと馬が啼なき、前足を蹴けりあげてその場にたたらを踏ふむ。


　そして立ち止まった丘きゆう陵りようの上から、男は遥はるか遠方を見やった。


「これは──」


　目の前には、信じられない光景が広がっていた。


　光だ。光の筋が、まるで柱のように天へと伸のびている。


　その光の柱は男たちの向かう先、地平線の果てにまっすぐに堕おちていた。


「どうしました!?」


　少女が男の外套マントの向こうから、モゾモゾと顔を出す。


　彼女は男の虜とりこだった。しかし狭せまい馬上で彼女は逃にげるすべもなく、ただ男の背中にしがみつくしかない状じよう況きようだったのだ。


「あれは──!?」


　少女もまた、男の見る先にある光の柱を目の当たりにして、驚愕する。


　そして超常現象が起こったと思われる場所の方角にハッと気づいて息をのんだ。


「あそこは……龍哭塞!?」


　ブヒヒンと馬がもう一度、啼いた。


「ついに……ついに始まったか……」


　漆黒の鎧の男が、苦々しそうにそう呟く。そして再び馬を走らせようと、馬の尻しりに鞭むちを入れる。


「何が!?　何が起こったというのです!?　クジャルク！」


　少女が男に食い下がった。クジャルクと呼ばれた男は、その質問には答えず、小さくハルカを見やった。


「マイカだ」


「えっ!?」


「マイカの能力が、ついに発動したのだ──ユイカのように」


　その意味不明の言葉は、少女をより一層、混乱させる。


「マ、マイカとは誰だれです!?」


　しかしクジャルクはなおもその質問には答えず、小さく唸うなった。


「マイカの力により〝第三の門〟が開かれた──また新たな龍仙士ドレイクたちが誕生したのだ」


「な──!?」


　ハルカは息をのむ。クジャルクの言葉の意味は分からない。しかしその非常事態はクジャルクの尋じん常じようではない様子から感じ取ることができた。


「やはり、本気か──本気でこの世界を手に入れるつもりなのか!?　マイカまでも犠ぎ牲せいにして!?」


　クジャルクが独り言ごち、そして歯ぎしりする。ギリギリと手綱を握にぎる手に力が入っていた。激しい怒いかりだった。


「貴様の……貴様の好きにはさせん！　必ず俺は最強の龍仙具アトリビユートを手にいれ、ユイカをこの世界へと導いてみせる！」


「ユイカ──!?」


　少女──ハルカが小さくその名を呟く。


「ロンギシェル──いや、〝狭間冥也ハザマメイヤ〟！　神の名を騙かたる忌いま々いましい小悪党め！」


　そう呟き、クジャルクは「はッ！」と一いつ喝かつする。


　少女と男を乗せた馬は、にわかに大地を蹴って走りだした。


　そして馬は向かう。


　向かう先は龍哭塞──。


　統国全土を巻きこむ未み曽ぞ有うの大戦乱の渦うずの中心へと。










第四巻に続く　





　あとがきは画蛇添足!?







　こんにちは。秋あき水みと申します。


『放課後は無敵ですが、何か？』の第三巻を、謹つつしんでお届けさせて頂きます。


　相変わらず挑ちよう発はつ的なタイトルですみません。





　前作の二巻の刊行より四ヶ月。


　当初は一巻完結だと思っていた本作も、あれよあれよという間にシリーズ化が決まり、嬉うれしい悲鳴をあげている間に怒ど濤とうの二巻刊行。


　そしてついに今回、三巻目……と、この半年間は筆者にとってかなり激動の日々でした。


　正直、ライトノベルの刊行ペースというものが、こんなにタイトでハードなものとは想像していませんでした。改めて同業の方々を大いに尊敬するとともに、今までの自分がいかに甘ちゃんだったか反省することしきり。担当編集者さんにも多大な迷めい惑わくをおかけしました。この場を借りて謝あやまらせて頂きます。ゴメンナサイ。





　さて、本編にお付き合いして頂いている読者の皆みな様さまなら、すでにお気づきかもしれませんが、筆者は歴史、戦記物が大好きです。


　例えば有名な作品でいくと『三国志』や『水すい滸こ伝でん』、日本の戦国時代や幕末維い新しんなんかも大好きです。司し馬ば[image: ]りよう太た郎ろうや吉よし川かわ英えい治じはもちろん、けっこう学術的でマニアックな本も読んだりします。


　昨今は〝歴れき女じよ〟なんていう言葉もあるくらい空前の歴史ブームが訪おとずれ、漫まん画がやアニメ、ゲームなど、様々な角度からアプローチした創作物がたくさん出ています。


　中にはあまりに史実を無視した荒こう唐とう無む稽けいなフィクションもあって、硬こう派はな歴史マニアの方々にとっては、とても許容できない作品もあったりします。


　事実、かつて筆者もそう思っていました。なんで伊達だて政まさ宗むねが英語を喋しやべったり、真さな田だ幸ゆき村むらがライダースジャケットを着てたり、本ほん多だ忠ただ勝かつがロボットになったりしてんの？……と。





　そんな中、先日、執しつ筆ぴつの合間に新にい潟がたへと小旅行に行ってきました。


　新潟といえば越えち後ご。越後といえば上うえ杉すぎ謙けん信しんです。そう、毘び沙しや門もん天てんの生まれ変わりにして戦国最強の軍神。やはり歴史好きとして、この人物は外せません。


　今回の目的は新潟県上じよう越えつ市にある春日かすが山やま城じよう。日本海を望む越後の要よう塞さいであり、戦国最強と謳うたわれる上杉軍団の本ほん拠きよ地ちです。


　本編にも登場する〝龍りゆう哭こく塞さい〟のような戦国の城塞を実際にこの目で見ることで、少しは小説の参考になるのではないか？　と思ったのが、この取材旅行の発ほつ端たんでした。


　首しゆ都と圏けんから電車を乗のり継つぎ数時間。


　行ってみて実感したのですが、この春日山城、小高い山の上に築かれた山城なのです。まさに天然の要害。


　これがすげー山。とにかく山。ひたすら山。


　標高は百八十メートルくらいですが、とにかく慣れない山道と、日ひ頃ごろの運動不足が祟たたり、頂上の本丸に到着した頃はもう両足がパンパンになってしまいました。


　そしてやっとこさ辿たどりついた本丸からの眺ちよう望ぼうを楽しみつつ、ふと、筆者は思ったのです。


　……やっぱ、上杉謙信って、どこかヘン！


　そもそもこんな断だん崖がいの山の上に城を築くなんて、どう考えても正気の沙さ汰たじゃない。


　きっと当時、謙信公が春日山を指さしながら、


「あの城さァ、もっとスゲー感じにしない？　総構えっつーの？　難攻不落～的な？」


　とか言い出したとき、家臣一同はきっと一いつ斉せいに同じリアクションで、


「ええ～ッ!?　マジっスか!?　冗じよう談だんでしょ景かげ虎とらさん!?」


　と叫さけんだであろう。


　……つまり結局何が言いたいかというと、歴史上の大人物、傑けつ物ぶつとはおしなべて、およそ常人の感覚を逸いつした奇き特とくな存在なのだろう、と、そのとき筆者はふと思ったのです。


　史実は小説よりも奇なり。だからこそ史実の考証がどうであれ、娯ご楽らく作品は結局、フィクションをフィクションとして受け入れ、楽しむことこそが一番大切なのだと。


　だからいいじゃない。英語を話す伊達政宗がいようと、ロボットに改造された本多忠勝がいようと。


　……なんだか話がダイナミックに横道に逸それてしまいましたが、ともあれ細かいことに拘こう泥でいすることなく、フィクションな楽しさを存分に生かし、これからも創作活動を続けていこうと。兵つわものどもが夢の跡あととなった城じよう址しに立ち、筆者はひしひしと思ったのであります。





　謙信公、照覧あれ。我に毘沙門天の加護あらんことを。


　そして願わくば、いくばくかの印税を我に授さずけたまえ……！


　はてさて、そんなこんなで『放課後は無敵ですが、何か？』。三巻を迎むかえ、ますます物語が核かく心しんへと迫せまる展開へと突つき進すすんでまいりました。


　二つの世界を行き来し、いろいろな人物の思惑おもわくが絡からみ合う本作は、正直、未熟な筆者にとっては手に余るほどの壮そう大だいなストーリーになってきてしまいましたが、現時点で持てる能力をＭＡＸフルパワーで動員し、一いつ生しよう懸けん命めい、誠心誠意、なんとか書き続けていきたいと思います。


　読者の皆様もよろしかったら次巻も、また引き続きお付き合い頂けたら幸いです。





　最後に謝辞を。


　しらびさん、素す晴ばらしいイラストをいつもどうもありがとうございます。


　ぶっちゃけた話、この作品がなんとか続けていけてるのも、すべてはしらびさんのイラストの賜たま物ものだと思います。


　今回のジュノの水着イラスト、サイコーです。即そく、携けい帯たい待ち受け画面決定です。


　そして担当編集者のＭ女史。イニシャルと真逆のサディスティックなご指導ご鞭べん撻たつ、とても感謝しています。ダメな子ですが見捨てないでください。


　そして本著を手にとって頂いた読者の皆様。本当に本当にありがとうございました。


　一巻、二巻とともに楽しんで頂けたら、筆者としてこれに勝まさる喜びはありません。


　それでは。これからのリューイ、ジュノ、ハルカたち、皆の今後の活かつ躍やくと運命を、是ぜ非ひともご期待ください。


　次巻でまた、お会いしましょう！







秋水　　
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放ほう課か後ごは無む敵てきですが、何なにか？


仙せん士しの夏なつは、危き急きゆう存そん亡ぼう





秋あき水み
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